


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　CONTENTS





＊Ⅰ＊

＊Ⅱ＊

＊Ⅲ＊

＊Ⅳ＊

エピローグ

あとがき









[image: ガーリー・エアフォースII]







[image: ＊Ⅰ＊]







　レーダー警けい告こく音が鳴りやまない。

　機外カメラの映像がめまぐるしく移り変わる。高度・速度計の数値が、方位と機種角度が秒単位で変化していった。ロールの度たびに天地が逆転し光と影かげが反転する。だが耳みみ障ざわりなアラートは片かた時ときたりとも収まってくれない。敵機からのレーダー照射あり、危険、危険、危険。

「後ろにつかれてるぞ！　グリペン」

　鳴なる谷たに慧けいは悲鳴のような声を上げる。前席の少女はペールピンクの髪かみを揺ゆらした。

「分かってる」

　簡素な回答が余よ裕ゆうのなさを示していた。小さな頭を左右に振ふり状じよう況きよう確かく認にん、コントロールパネル上の指を動かす。

「パワーダイブで振り切る。しっかり歯を食いしばって」

　途と端たん、胃の浮き上がるような浮ふ遊ゆう感に襲おそわれた。ぞわぞわと肌はだの粟あわ立だつ感覚、ついで視界いっぱいに海の青が広がる。スロットルを開いたまま急降下に入ったのだ。重力とエンジンパワーを組み合わせ瞬しゆん間かん的に速度を稼かせぐ。

　白い雲が千切れ見る間に海面が近づいてくる。風切り音がうるさい。座席の縁へりを握にぎりしめ荒あらい息づかいで振り返る。眩まばゆい陽光のただなかに黒点が見えた。だめだ、逃にげ切れていない。近づいてくる。

「グリペン！」

　言葉の代わりに急な旋せん回かい機動が答えた。激しいＧで身体からだが押えつけられる。内臓がミキサーにかけられているようだ。こめかみや目の奥が鈍にぶい痛みを訴うつたえる。だが限界寸前の肉体をあざ笑うように警告音は鳴り続けた。

　ビー。

　ロックオンアラート！　照準された。

「チャフ展開！」

　電波欺ぎ瞞まん紙しを散布。間かん一いつ髪ぱつ、戦術マップの自機からミサイルが逸それていく。グリペンの肩かたからほっと緊きん張ちようが抜ぬけた。だが息つく暇ひまはない。レーダー警報は引き続き敵機の追従を示している。

「慧、大だい丈じよう夫ぶ？　もう一度いける？」

　少女が不安げな声で気き遣づかってくる。再度の回かい避ひ機動に耐たえられるかと訊たずねているのだ。正直きつい。呼吸は苦しく全身の筋肉が悲鳴を上げている。しかし動き続けなければ墜おとされるのだ。議論の余地はなかった。

「俺のことはいいから集中しろ、こんなところでやられるわけにはいかないだろう」

「でも」

「頼たのむよ、俺をおまえのお荷物にしないでくれ」

　すがるような訴えに操縦席が沈ちん黙もくする。ややあってぎりっと歯ぎしりの音が響ひびいた。

「分かった」

　覚かく悟ごに満ちた声。

「次で決める。あいつを倒たおして小こ松まつに帰る。だからもう少し我が慢まんして」

「ああ、その意気だ」

　瞑めい目もくし更さらなる衝しよう撃げきに備える。もはや自分にできることは何もない。可能な限り体力の消しよう耗もうを抑おさえ意識を保つ。戦せん闘とう終しゆう了りようまでグリペンの健在を見守るしかなかった。大だい丈じよう夫ぶ、自分達はあの小松防衛戦をくぐり抜ぬけたんだ。今回だってきっとうまくやれる。無事に基地へ帰り着けるはずだ。

　エンジン音が激しさを増す。

　機体が急きゆう上じよう昇しように転じる。直角と見まごう角度でのハイレートクライム。速度と引きかえに失った位置エネルギーを取り戻もどしていく。彼ひ我がの距きよ離りが詰つまりすぎていたせいだろう、敵機はこちらの動きに追つい随ずいできない。慌あわてて上昇を開始するものの、その時にはもうグリペンはループ軌き道どうに入っていた。楕だ円えんの軌き跡せきを描えがきながら敵機を視界に収める。ターゲットコンテナが赤く染まりロックオン、ミサイルを発射しかけた時だった。

「え!?」

　敵の姿が搔かき消えていた。茫ぼう漠ばくたる海うな原ばらに機き影えいは見当たらない。馬ば鹿かな、今の今まで正面にいたのに。どこに行った。右か、左か。

　刹せつ那な、激しい警告音が鳴り響ひびく。レーダーアラートとは異なる不気味な叫さけび。

　ミサイル警けい報ほう。

「噓うそだろ」

　こんなところで、こんな呆あつ気けなく。

　グリペンが回かい避ひ機動を取る。だが間に合わない。耳みみ障ざわりな警報は大きさを増しついには思考を押し流した。

　……。

『ＢＡＲＢＩＥ01の被ひ弾だんを確かく認にん、状じよう況きよう終了、帰還せよＲＴＢ』

　イヤーパッドから硬こう質しつなアナウンスが響いてくる。事務的な内容に意識が引き戻された。状況終了、模も擬ぎ戦闘完了。

　負けか。

　疲ひ労ろうと無力感が思い出したようにこみ上げてくる。緊きん張ちようが緩ゆるむと身体からだの各部が鈍にぶい痛みを訴うつたえてきた。高Ｇ環かん境きようにおける負荷・ダメージのせいだ。くそっ、多分またひどいあざができてるんだろうな。首や背骨もいい加減おかしくなっていそうだ。

「ごめんなさい」

　グリペンが消しよう沈ちんした様子でうなだれる。気のせいかペールピンクの髪かみが色あせて見えた。

「ごめんなさい、私のせいで」

「気にするな」

　辛かろうじて出した言葉はかすれていた。

「おまえだけが悪いんじゃない」

　そう、むしろ責任の過半は自分にある。この脆ぜい弱じやくな肉体、グリペンの機動を縛しばる枷かせさえなければ彼女はもう少し戦えたはずだ。10Ｇ超ごえの飛ひ翔しように耐たえ強きよう烈れつなジャミング下でも敵を見つけ出す、可か憐れんなる戦せん闘とう人形、アニマの力をもってすれば。

『ＢＡＲＢＩＥ02、ＲＴＢ！』

　陽気なソプラノに凶きよう暴ぼうな排はい気き音が重なる。

　頭上を大おお柄がらな双そう発はつ機が駆かけ抜ぬけていった。巨きよ大だいな主しゆ翼よくに双そう垂すい直ちよく尾び翼よく、荒あら鷲わしを思わせるシルエットは見間ま違ちがえようもない、自衛隊の主力戦闘機Ｆ─15Ｊだ。だがその機体は鮮あざやかな山やま吹ぶき色に彩いろどられている。本来軍用機としてありえないカラーリングはアニマ機特有のもの。Ｆ─15Ｊ─ＡＮＭイーグル、小こ松まつ基地を守護するもう一つの翼つばさ、そして本日の対戦相手だった。

「ＢＡＲＢＩＥ01、ＲＴＢ」

　無言のグリペンに代わって応答する。日差しが眩まぶしい。空は憎にくたらしいくらい青く澄すみ渡わたっていた。




　憂ゆう鬱うつな気持ちのまま小松基地に帰き還かんした。

　風向きの関係で発進時とは逆方向からタッチダウンする。整備員の誘ゆう導どうに従いエプロンへ乗り入れると丁ちよう度どイーグルが機体から降りてくるところだった。

　金きん髪ぱつの少女だ。つなぎのパイロットスーツをはだけてタンクトップの上半身を露ろ出しゆつさせている。どうにも目のやり場に困るが、かといっていやらしくないのは彼女生来の爽さわやかさ故ゆえだろう。大きな緑色の瞳ひとみをくりくり動かし、手を振ふってくる。

「あ、やっほー！　おつかれさまー！」

　先さき程ほどまでの真しん剣けん勝負が噓うそのような天てん真しん爛らん漫まんさ。敗者の心情などまるきり斟しん酌しやくしていない様子だ。得意げな笑えみを浮かべ駆かけ寄ってくる。こちらがタラップを下りきるのも待たず。

「ね、ね、イーグル強いでしょう。圧あつ倒とう的でしょう」

　直球すぎる自じ慢まんに苦笑が漏もれた。ミドルティーンの容姿と裏腹に彼女の内面は幼児的だ。おそらくなんの悪気も他意もないのだろう。頑がん張ばったから褒ほめて！　認めて！　といったところか。

「まぁ」と相づちを打ってみせる。

「確かにすごかったな。最後どうやったんだ？　いきなり姿が見えなくなったけど」

「橫にぐわーんと、ぐるぐるーってしただけだよ！」

「ぐわーん」

「ばばーん、どーん！　って」

　分からん。

「慧けい」

　頭上から声が降り注いできた。グリペンがコクピットから降りようとしている。タラップをふさいでいたのか。「あ、悪い」と謝罪して脇わきにのく。イーグルが身を乗り出すように一歩進み出た。

「ね、あなたもイーグルのことすごいって思うでしょ？　びっくりした？」

「別に」

　不ふ機き嫌げん極きわまりない反応。表情こそ乏とぼしいがグリペンはかなりの負まけず嫌ぎらいだ。無神経な言動に苛いら立だっているのだろう。唇くちびるをきつく引き結んでいる。

「たまたまこっちの調子が悪かっただけだし」

　小学生レベルの負まけ惜おしみとともに対戦相手を押しのける。そのまま振ふり返ることなく歩み去ろうとした。金きん髪ぱつのアニマは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、ややあって胸を張った。

「やっぱりこないだの戦せん闘とうはまぐれだったんだ」

　揶や揄ゆするような口調にブーツの足が止まる。イーグルは細い顎あごをもたげた。

「あなたみたいな軽戦闘機がイーグルより活かつ躍やくできるわけないもの。運がよかっただけだよね。イーグルの作った突とつ破ぱ口こうにうまく飛びこんだ感じ」

　小こ松まつ防衛戦の話をしているのは明らかだった。グリペン運用継けい続ぞくの根こん拠きよとなった一件、桃もも色いろ髪がみの少女を廃はい棄きから救った出来事。

　グリペンは剣けん吞のん極まりない目つきで振り返った。灰色の瞳ひとみに冷たい光が宿る。

「でも」と押し殺した声こわ音ね。

「でも、あなた一人じゃ町は守れなかった」

「！」

　イーグルの眉まゆが吊つり上がる。詰つめ寄る彼女を慌あわてて押しとどめた。

「おい、おい二人ともいい加減にしろ」

　まがりなりにも彼女達は自衛隊の最強戦力なのだ。子供のように意地を張り合う様子はとても見ていられない。

「整備の人達が困ってるぞ。こんなところで喧けん嘩かしてたらドーターをチェックできないだろう。他ほかにも降りてくる機体があるだろうし」

　ちらと二人の乗機に視線を走らせる。いや、乗機という言葉は不適当か。制せい御ぎよユニットのアニマと飛行ユニットたるドーターは同一にして不可分なものだ。可か憐れんな少女も獰どう猛もうな戦鳥も両者はともにグリペン・イーグルだ。人類の敵、ザイを殲せん滅めつするために生み出された最終兵器、異い形ぎようの全自動戦闘システム。

「ふんっ」

　睨にらみあいの末イーグルがそっぽを向く。グリペンも仏ぶつ頂ちよう面づらで顔を逸そらした。

　溜ため息いきが漏もれる。まったく少しは兵器らしくしてくれ。

「行くぞ」とグリペンの肩かたを押す。刺さすような視線を感じつつ機体から離はなれた。

　コンクリートの熱気を靴くつ底ぞこで踏ふみしめる。だだっ広い飛行場を横切っていくと不意に唸うなり声ごえが響ひびいた。

「悔くやしい」

　小ぶりな口元が歪ゆがむ。

「慧けいと二人で頑がん張ばったことをまぐれとか言われるなんて」

「……」

　無念さが痛いほど伝わってくる。片手を伸のばし彼女のふわふわした髪かみをなでてやった。

「次で見返してやればいいさ」

　同情の言葉をかけながら、ただどうしたらいいかまでは伝えられない。

　七月二十二日土曜日、グリペンの帰き還かんから一週間が過ぎ慧は再び小こ松まつ基地に通っている。役割は小松空くう襲しゆう以前と同じ、グリペンの調整・安定化支し援えん。だが自分は戦せん闘とう機パイロットでも航空技師でもなく、彼女の空戦能力を向上させる術すべは持ち合わせていなかった。

（どうしたものかな）

　悩なやんだところで答えは出ない。だが今のままでよいはずもなかった。グリペンの復帰はあくまで彼女の戦闘力が評価されたためだ。役立たずと思われればすぐに廃はい棄きされる。運用中止を宣告される。一週間前のような事態には二度と陥おちいりたくなかった。

「俺も何かやり方考えてみるから」

　つとめて気楽な口調で告げる。グリペンは無言のままこくりとうなずいた。




　　　　　　　　　　＊




「アニマの真価はＨｉＭＡＴと対ＥＰＣＭ性能にある。対ＥＰＣＭはザイのジャミングに対する回かい避ひ手段、ＨｉＭＡＴは高操縦性航空技術の略りやくだな。強力な姿勢制せい御ぎよ演算と反応速度で通常の飛行機なら考えられない高機動を実現する。具体的には10Ｇ超ごえの急きゆう旋せん回かい・急きゆう昇しよう降こう・加減速。これらを駆く使しすることにより我ら人類はかの邪じや知ち暴ぼう虐ぎやくなインベーダーに一いつ矢し報むくいられたわけだ。まぁ今いま更さら説明する必要もない話だがな」

　くたびれたオフィスチェアに白衣の男が腰こしかけている。かなりの肥満体だ。行ぎよう儀ぎ悪く足を組み煙草たばこの煙けむりをくゆらせている。執しつ務む室の壁かべには「禁きん煙えん」の紙が張り出されていたが気にする様子もない。ちびた吸すい殻がらを灰皿に押しつけ新しい煙草を取り出す。

「しかるにグリペンは」

　太い首が傾かたむいた。

「君という脆ぜい弱じやく極きわまりない荷物を抱かかえている。あれだな、スプーンの上に生卵を載のせてアクロバットしているようなもんだ。殻からが割れないか、中身が飛び出さないか冷や冷やしつつ飛び続けなきゃならない。一いつ般ぱんに人間が耐たえられるＧ限界は９Ｇと言われてる。10Ｇ超ごえの旋せん回かいなんてとんでもない。グリペンが君の身を案じれば案じるほど彼女の動きは鈍にぶくなる。持ち前のＨｉＭＡＴ特性を十分に活いかしきれないわけだ」

　カチリとライターの音が響ひびく。

「では君を機体から降ろす？　すると今度はあいつの覚かく醒せいを保てなくなる。どういうわけかあの娘むすめは君から一定時間離はなれると意識障しよう害がいに陥おちいるからな。安定した飛行のためには君を後部座席に乗せざるを得ないわけだ。だがそうするとアニマの機動性能を発揮できない。ただの有人戦せん闘とう機以下に成り下がる。さて困った。一体我々はこの二律背反をいかに解決すればいいんだ？」

「だからそれを相談に来てるんですよ。八や代しろ通どおりさん」

　たまりかねて口を挟はさむ。放ほうっておくといつまでも長ちよう広こう舌ぜつを振ふるいかねない。喋しやべりたいだけ喋って「悪い、時間切れ」というのがいつものパターンだった。早めに会話を再開しなければまた途と中ちゆうで打ち切られかねない。

　八代通遥はるか。防衛省技術研究本部、特別技術研究室の室長だ。対ザイ戦の権けん威いとしてアニマやドーターなどの超ちよう兵器を生み出してきた、いわばグリペンの親とも言うべき存在だった。現状を解決できる人物がいるとすれば彼以外に考えられない。いやそもそも自分を基地に呼び寄せたのはこの男だ。他ひ人と事ごとのように論評されては困る。

「グリペンも大分参ってるんですよ。ここのところ模も擬ぎ戦で黒星続きでしたから。イーグルとの仲もギクシャクしてますし、こんな状じよう況きようでまたザイが攻せめてきたら」

「まずいな」

「まずいんです」

　重ねて訴うつたえると八代通は天てん井じようを仰あおいだ。吸いかけの煙草たばこを灰皿に置き向き直ってくる。

「真ま面じ目めに考えるなら君の身体からだを鍛きたえるべきだろうな。戦闘機パイロット並みの訓練をこなして高Ｇ機動に耐たえられるようにする。筋力を高めて……耐Ｇ呼吸法だっけかな？　そういうのをきっちりこなせるようにする。ただそれでも10Ｇ超えの動きはきついがな。急降下などのマイナスＧに関してはどれだけ身体を鍛えても無む駄だだ」

「マイナスＧ」

「ジェットコースターでいう無重力感のことだ。数秒程度ならぞわぞわして楽しいが、長時間くらうと血液が眼球に集中し視野が真っ赤になる。いわゆるレッドアウトだな。もちろんこんなところの筋肉は鍛えようがない。視界の悪化に耐えてマイナスＧをかけつづけると最後には」

「いや、いやもういいです。言わなくていいです」

　スプラッタ映画ばりのビジュアルに身み震ぶるいする。なんてことを聞かせてくれるんだ。怖こわくてフライトできなくなったらどうする。

「つまりいくら俺がトレーニングしてもイーグルには勝てないってことですよね？　単純に空戦性能で比ひ較かくしたら」

「まぁそうだな」

　だめじゃないか。

　身も蓋ふたもない回答に、だがやはりなという感想が浮かぶ。先の小こ松まつ空くう襲しゆうに対する邀よう撃げき機動で自分の身体からだは限界寸前まで痛めつけられた。あざに打ち身、すり傷、関節痛。後遺症しようがないのがせめてもの救いだった。同じことをもう一度繰くり返し無傷でいられるとは思わない。仮に命に別べつ状じようがなかったとして、訓練飛行の度たびに病院送りなど家か人じんに説明しようもなかった。

（明華ミンホアには基地売店のバイトだって説明してあるしな）

　幼なじみの不ふ機き嫌げん顔を思い浮かべる。

　ただでさえ心配性の彼女だ。自分がまだ戦せん闘とう機にこだわっている、あまつさえ搭とう乗じようしているなどと知られたら何をしでかすか分かったものではない。

「いっそ君の身体を改造してやろうか。アニマ達みたいに」

「は？」

「人工心肺を導入して血管の強度も上げる。筋肉と骨は強化素材で補強、目も義眼でいいだろう。なんなら暗視機能とかつけてやってもいいぞ」

「そ、そんなことできるんですか」

「ラボで要素技術の研究は進んでいる。試験もそこそこ順調に消化できてるみたいだ」

　実験段階じゃないか。勘かん弁べんしてくれ。

「八や代しろ通どおりさん」

　非難めいた視線に八代通は肩かたをすくめた。

「冗じよう談だんだ。人類の科学はまだそこまでたどりついていない。強化人間とかサイボーグとか、ジャンル的にはＳＦの類たぐいだな」

「アニマやドーターだって随ずい分ぶんＳＦの存在に思えますけど」

「あれはザイの技術だ。俺達はただインタフェースを見つけてプログラミングしただけで、中身はよく分からん」

　本当に身も蓋もない。白衣の巨きよ漢かんは椅い子すを軋きしませ鼻から白い煙けむりを吐はき出した。

「まぁとりあえず事情は分かった。俺の方でも少し現実的な手段を検けん討とうしておく。ただ、今ちょっと立てこんでてな、正直グリペンのケアにまで手が回らん。しばらく君の方でサポートしてもらえないか。奴やつのメンタル的な部分だけでも」

「それは構いませんけど」

　小こ首くびを傾かしげる。

「忙いそがしいんですか」

　何気ない問いに八代通は眉み間けんを揉もんだ。

「色々厄やつ介かいごとが多くてな。どうにも諸事うまく回っとらん。現場のことが疎おろそかになっているのは自覚している。すまん」

「……」

　気味が悪いくらい素す直なおな反応だった。傍ぼう若じやく無ぶ人じん、傲ごう岸がん不ふ遜そんが持ち味の彼には珍めずらしい。よく見れば目の下に濃こいくまができている。ふくよかな顔に疲ひ労ろうが滲にじんでいた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　なんか疲つかれてるみたいですけど」

「疲れてる、ああ、うん、まぁな」

　瞑めい目もくしてつぶやく。深々と椅い子すに身体からだを沈しずめ沈ちん黙もくした。

　なんだろう、本当に様子がおかしい。気もそぞろな感じだ。

「じゃあ、俺そろそろ」

　無言で立ち尽つくしていても仕方ない。頭を下げ退出しかけた瞬しゆん間かん、八や代しろ通どおりが「ああ、ちょっと」と声をかけてきた。半眼で手を上げる。

「君、明日時間あるか。少し相談したいことがある」

「明日……ですか？」

　予定を思い出しつつ。

「多分大だい丈じよう夫ぶですけど」

　相談。なんだろう。わざわざ日を改めて、不可解な。

　だが子し細さいを訊たずねる間もなく内線が鳴り響ひびいた。八代通が億おつ劫くうそうに受話器を取る。そのままこちらのことなど忘れた様子で会話を始めた。

　仕方なく会え釈しやくして退室する。気のせいか、背後で溜ため息いきが聞こえたように思えた。




　執しつ務む棟とうを出た後、体育施し設せつに向かった。

　八代通に言われるまでもなく基き礎そ体力の重要さは理解している。たとえアニマ達の頑がん健けんさに及およばなくとも、空戦に参加する以上身体は鍛きたえておきたかった。

　日課としてランニングを一時間、ストレッチと筋トレを三十分ずつこなしている。やや我が流りゆうだがやらないよりはましだろう。実際、以前よりは激しい機動に耐たえられる気がしている。

　更こう衣い室でトレーニングウェアに着き替がえる。タオルとドリンクボトルをぶらさげジムエリアに赴おもむくと先客がいた。

「あ、慧けいだ！」

　ジャージ姿の少女が顔を明るくする。ウェービーな金きん髪ぱつが揺ゆれた。イーグルだ。懸けん垂すい棒ぼうにぶらさがり長い足を動かしている。よく見れば橫にグリペンも立っていた。

「何してるんだおまえら」

　少し意表を突つかれた。人ならざる彼女達がトレーニングでもないだろうに。イーグルはにかっと笑った。

「体力そくてー」

「測定？」

　細い顎あごで床ゆかを示す。バインダーに数枚のプリントが挟はさまれていた。身長・体重・握あく力りよくなどおなじみの項こう目もくが並んでいる。今のテストは……懸けん垂すいか。

「月一の定期検査だよ。基地の施し設せつ巡めぐって判子もらってるの。ぺたん、ぺたーんって」

「スタンプラリーかよ」

　というか自己申告制なのか？　こいつに任せていると大たい概がい適当な結果が書かれそうだが。

「見て見て！　片手ぶらさがり、お猿さるさんみたい！」

「猿っつーかナマケモノっぽいけどな」

「えー、イーグル、働き者だよ？」

　それはナマケモノ違ちがいだ。

「慧けい、その子の雑談に付き合わないで」

　グリペンが硬かたい声でたしなめてくる。筆記用具を握にぎりしめ不ふ機き嫌げん極きわまりない様子だ。

「さっきから遊んでばかりで全然進まない」

　おそらくこの調子で脱だつ線せんさせられ続けてきたのだろう、いい加減耐たえきれないという顔になっていた。

　イーグルが唇くちびるを尖とがらせる。

「だってあなた仏ぶつ頂ちよう面づらで全然楽しくないんだもの。何やらせてもどんくさいし、測定の結果もぜーんぶイーグル以下」

[image: ]

　ぴきっと空気が凍こおった。グリペンの持つペンがたわむ。やや殺気のこもった目つきで金きん髪ぱつの少女を睨にらみつけた。

「全部じゃない。反復横よこ跳とびは私の方が上」

「あんな地味ーな種目、真ま面じ目めにやる方が馬ば鹿かじゃん。何？　あなた本気でやってたの？」

「っ！」

　詰つめ寄りかけたグリペンを押しとどめる。「ま、まぁ」となだめた。

「検査、早く進めなきゃいけないんだろう？　ほら続けようぜ。俺、もう邪じや魔ましないから」

「……」

　憤ふん懣まんやるかたない顔で、だがグリペンはバインダーを手て渡わたしてきた。並びの懸けん垂すいマシーンに歩いていき、ぶらさがる。

「記録して」

「お、俺がか？」

「第三者の目から公平に勝敗を判断してほしい」

　なんで決けつ闘とうの見届け人みたいになってるんだ。目を白黒させるも、異議を申し立てられそうな雰ふん囲い気きではない。グリペンは鼻び孔こうを開き深呼吸した。肩かたの筋肉を膨ぼう張ちようさせ。

　……。

　落ちた。

「おい」

　さすがに突つっこまざるを得ない。一回もできないとかどういうことだ。

「ふっ」とグリペンは口こう角かくを歪ゆがめた。無表情なまま起き上がり。

「今のなし、ノーカン」

「随ずい分ぶんカジュアルな勝負だな！　てか戦闘機がノーカンとか言うな！」

　格好悪すぎる。パートナーとして情けない。

　イーグルがけらけら笑い足をばたつかせている。こちらはこちらで真面目に競きそう気もないのだろう。ブランコのように身体からだをスイングさせていた。

「ね、ね、慧けい、遊ぼう。これ頑がん張ばったら一回転できるかなぁ？」

「慧、もう一度記録して。今度が本番」

　てんでんばらばらに好きなことを言ってくる。止める者はいない。畜ちく生しよう、こんな時に技術研究本部の人間は何をやっているんだ？　開発部署としての責任感はないのか。

　だがどれだけ毒づいても助けは来ない。広い体育施し設せつは少女達の喧けん噪そうで満たされていた。訓練中の隊員が迷めい惑わくそうにこちらを見ている。

　仕方なく二人の相手をする。グリペンの失敗に付き合い、フォローし、イーグルをなだめすかして検査に戻もどらせる。

　もちろん自分のトレーニングはまったくこなせなかった。




「背中が痛い。太ももと腕うでも」

　グリペンが呻うめくような声でつぶやく。猫ねこ背ぜでとぼとぼ廊ろう下かを歩く様子は見ていて痛々しい。だが経緯を知る立場から言わせてもらえば感想は一つだ。肩かたを支えてやりながら嘆たん息そく。

「張り切りすぎだろ。身体測定くらいで」

　まともに歩けなくなるほど消しよう耗もうしてどうする。彼女の任務は小こ松まつの防空であって身体測定ではない。優先順位を間ま違ちがえるなと言いたかった。

「だって」とグリペンが唇くちびるを歪ゆがめる。

「空でも負けて陸でも負けて、おまけにどんくさいとか言われたら黙だまっていられない」

「……」

「怒ど髪はつ天てんを突つく」

「そこまでかよ」

　本当に負まけず嫌ぎらいな戦せん闘とう機だ。ゲームとかやらせたら勝つまで続けそうな感じ。そういえばシミュレータＦＭＳの操縦でも大分勝ち負けにこだわっていたな。初見でフライトを成功させた自分に「ありえない。説明を要求する」とか言ってきたくらい。

（にしても）

　ジムエリアでのやりとりを思い出す。結局グリペンとイーグルは一度もまともに会話しなかった。もともとあまり良好な関係ではなかったが今日は特にひどい。チームワーク以前に最低限のコミュニケーションさえ成りたっていなかった。

　理由は明らかだ。グリペンの輝かがやかしすぎる戦功と現状のギャップ、激しい落差が周囲に軋あつ轢れきを呼んでいた。グリペンは己おのれのふがいなさに苛いら立だち、イーグルは「なぜ自分よりあの子が」と不満を抱いだいている。どちらの気持ちも分かるだけに責められない。せめて彼女がイーグルを納なつ得とくさせられるだけの力を発揮できればと思うのだが。

（俺が乗ってるんだよな）

　ＨｉＭＡＴの阻そ害がい要因、ドーターを有人戦闘機以下の性能にしている元げん凶きよう。

　気づけば思考が堂々巡めぐりしている。眉まゆ根ねを寄せ考えこんでいるとグリペンが「慧けい？」と呼びかけてきた。沈ちん黙もくが続いたせいだろう、やや不安げな顔になっている。

「どうしたの？」

「ああ悪い、ちょっとぼうっとしてた。ええっと、で、どこ行くんだっけ。次の測定場所……は無理だよな」

　とてもテストを続けられそうな様子には見えない。ちなみにイーグルは一足先に体育施し設せつを離はなれ別の検査に向かっている。同じ測定をしていたと思えないほど元気いっぱいだった。

　グリペンは小さく唸うなった。

「服着き替がえたい。汗あせ、気持ち悪い」

「更こう衣い室でも連つれていけばいいのか？」

「ううん」

　小さく首を振ふり。

「自室、そこに服置いてきたから」

　へ？

「じ、自室？」

「自分の部屋、隊員宿舎」

「いや、言葉の意味は分かるけど」

　アニマの部屋などあるのか。なんだかいつも技ぎ研けんのラボとハンガーを往復しているイメージだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、一人で行けるから」

　一歩踏ふみ出した彼女を慌あわてて支える。どう見ても無理だ。足とかがくがくしてるし。

「送っていくよ。どこにあるんだ？　その宿舎って」

「ええっと」

　要領を得ない説明を聞く限り、どうやら執しつ務む棟とうの近くらしい。古い宿舎を改造してアニマや技ぎ本ほんスタッフの寝ね床どこにしているのだとか。ここからだとかなり遠い。

「よし、チャリで行こう」

　荷台に乗せればいちいち支える必要もない。幸い彼女はかなり軽量だ。きちんとしがみついてもらえば苦もなく運んでいける。

「駐ちゆう輪りん場まで行けるか？」

　こくりとうなずかれる。じゃあそこまではなんとか二に人にん三さん脚きやくで頑がん張ばろう。覚かく悟ごを決めて彼女を支えた。

　しばらく無言のまま進んでいく。途と中ちゆうでちらと彼女の横顔を眺ながめた。ミルク色の肌はだ、飴あめ細工めいた唇くちびる、ふわふわした薄桃色ペールピンクの髪かみ。初めて見た時からまったく変わっていない人形のような容よう貌ぼうだ。

　上海シヤンハイ沖の海で出会い、小こ松まつで再会し、よく分からないまま技術研究本部の調整作業に付き合った。最初は人ならざる存在に戸と惑まどい、混乱し、やがて出生の秘密に驚おどろきもした。一時は近寄るなと拒きよ絶ぜつさえしたが。

『一いつ緒しよに飛ぼう、慧けい』

　忘れもしない六月の小松防衛戦。自分達二人は確かに繫つながった。肉体を超こえた心の奥底で、ともに相手の感情を理解し共有した。比ひ喩ゆではなく直接的な体験として。あれがなんだったのかは今でも分かっていない。だが二人の目指しているものは十分すぎるくらい確かく認にんできた。ザイを倒たおし、これ以上の悲劇を防ぐ。母親や常じよう熟じゆく市、大事なものをもう二度と失わないため戦い続ける。進むべき方向性は同じ。だから自分は今でも彼女と一いつ緒しよにいるのだ。技術研究本部に協力し、再配備なった彼女の調整を続けて。

「なぁグリペン」

「ん？」

「俺はまたおまえと一緒に飛べてよかったと思ってるぜ」

　たとえアニマとしての能力はイーグルに及およばなくとも、自分に翼つばさと力を与あたえてくれたのは間ま違ちがいなく彼女だ。であればこそ自分だけは彼女の味方でい続ける。まだ見ぬ可能性を信じ続ける。

「うん」

　グリペンはややはにかみつつ小さくうなずいた。




　一つ失念していたことがあった。

　いや、単純にグリペンを送るだけなら宿舎の前に連れていけばよいと思っていたのだ。あとは他ほかの住人に引き渡わたし、着き替がえが終わるまで待とうと。

　だが自衛隊の寮りようは基本的に単身者用で、しかも今は平日の昼ひる日ひ中なかだ。全員勤務中で宿舎に誰だれかいるはずもない。すなわち。

「俺が部屋まで連れていかなきゃいけないってことか」

　女子の部屋に、男一人で、しかも隣りん室しつは留守。

　犯罪の臭においがする。いや、いかがわしいことなどするつもりはないが、どうにも気まずい。送おくり狼おおかみなんて言葉もあるし。

「と、扉とびらの前まで送ったら帰るから」

　やや挙動不ふ審しんになっているとグリペンは目をぱちくりさせた。

「なんで？　ここまで来たんだから上がればいい」

「上がる」

「おもてなし」

　どこまで分かって話しているのだろう。一度きちんと情操教育をしてもらった方がよいのかもしれない。年とし頃ごろの女の子がどう振ふる舞まうべきか、いかなる危機意識を持つべきか。

「どうぞ」

　だが彼女は扉を開放し、よろよろ入っていってしまった。もちろん鍵かぎはかけていない。中に入らない限り戸と締じまりもできなかった。

　まいったな。

　まさか開けっ放しで帰るわけにもいかない。彼女を呼び戻もどしたところで、こちらの心配はなかなか理解してもらえないだろう。どうする。ここで待つか。いや、でも今の状じよう況きようを誰かに見られたらかえって説明がややこしいし。

　うーん、うーん、うううん。

「お邪じや魔まします」

　深呼吸を一回、観念して室内に入る。暗い部屋にブラインド越ごしの明かりが差しこんでいた。間取りはワンルームか、壁かべに簡素な衣い装しようケースとベッドが並べられている。色合いは白一色、携けい帯たい端たん末まつやマグカップだけが辛かろうじて異なる色しき彩さいを添そえている。なんだか病室みたいだ。

「随ずい分ぶん片づいてるんだな」

　例の掩えん体たい壕ごうの方がよほど生活感がある。子供らしい茶目っ気というか遊び心にあふれていた。

「あまり変な物を置くと怒おこられる」

「そうなのか？」

「ここでの生活も調整の一いつ環かん。イレギュラーな要素はなるべく持ちこむなって技ぎ本ほんの人が。ハルカやフナさんは別にいいと言ってくれるけど」

「にしたって本やお菓か子しくらいバレないだろ。誰だれか来たら棚たなとかにつっこめばいいんだし」

「そこにカメラがある」

　ぎょっとなり見上げると天てん井じように黒い半球が見えた。プラスチックの向こうに黒光りするレンズが見える。監かん視しカメラだ。

「落ち着かないな」

「そうでもない、慣れてる」

　言うなり彼女はジャージの上を脱ぬいだ。ベッドの上に放ほうり投げ、続いて中のシャツに手をかけ……っておいおいおい！

「何してんだ！　着き替がえなら場所移せよ」

「？」

「いや、脱だつ衣い所とかシャワールームとかあるだろ」

　心底不思議そうに首を傾かしげられた。

「なんで？」

「なんでって、俺がいるじゃないか」

「慧けいがいるとどうして着替えちゃだめ？」

「そりゃ」

　一応年とし頃ごろの女の子（の外見）なのだから周囲の目を気にするべきだろと言いかけたが。

　ああ。

　気にするも何も二十四時間カメラで監視されているのか。いちいち人目に頓とん着ちやくするはずもない。むしろ都つ度ど反応していたら精神がおかしくなる。

「と、とにかく、今日は俺の見てないところで着替えてくれ。なんなら俺が部屋を出ていくから」

　グリペンはまだ訝いぶかしげだったが、それ以上反論することなく。

「いい、私が移動する。どうせシャワーも浴びるつもりだったし」

　脱ぬぎ散らかしたジャージと着き替がえを取り上げ居室から出ていった。バタリとシャワールームの扉とびらが閉まる。肩かたの緊きん張ちようが抜ぬけた。

　まったく、いいようにこっちの理性を搔かき乱してくれる。一いつ瞬しゆん見えた白いお腹なかがまだ網もう膜まくに焼きついていた。俺が獣けものになったらどうするつもりなんだ？　ああいや、そのあたりも含ふくめて監かん視しカメラで見られているのか。どうにもストレスの溜たまる状じよう況きようだ。

　シャワーの水音が聞こえてくる。不規則な響ひびきは流水がどこかに当たっているためか。どこか、柔やわらかかったりすべすべだったりするどこか。

　落ち着け、落ち着け俺。平常心平常心。

　深呼吸して気持ちをクールダウンさせる。目ま蓋ぶたをこすり視線を転じた時だった。

　開け放しの衣い装しようケースとその中身が飛びこんできた。

「おーい！」

　閉めてけよ！　ばっちり見ちまったじゃないか。明華ミンホアや家族のもの以外では生まれて初めて。ったく、心臓に悪すぎる。

　なるべく視線を逸そらしケースを片づけようとする。が予想以上に衣類が詰つめこまれているためうまく閉まらない。仕方なく何個かたたみ直して押しこむ。うう、ひどい絵え面づらだ。経緯を知らない人が見ればただの下着泥どろ棒ぼうだろう。お願いだから、この場面だけピンポイントに監視カメラで見ないでくれよと思ったが。

（ん）

　指先が何か固いものに当たった。布の感かん触しよくとは明らかに違ちがう、乾かわいた紙の触感。

　なんだ。

　無意識に取り出して瞬まばたきする。

『中国自家用操縦士・学科試験問題集』

　え？

　一瞬目を疑う。常じよう熟じゆくにいた頃ころ、まだ初しよ中ちゆう生せいの時自分が買った書しよ籍せきだ。なぜこんなところにと思って発行年次に気づく。二〇一六年度版、去年の本だ。

（ああ）

　グリペンが購こう入にゆうしたものか。びっくりした。まぁ大陸でセスナを飛ばした話もしたしな。中国の航空事情に興味を引かれたのかもしれない。よりにもよってなんでこの本を、という疑問はあるが、結構定番の参考書だし、たまたま同じ書籍に目をつけたとしても不思議はない。

　しかし二〇一六年版か。今年の版はもう発売されないだろうから、これが最後の発行かもな。なんだか切ない。自分達が中国を取り戻もどせばまた出版されるのだろうか。

　ぱらぱらページをめくっていると一枚の紙が挟はさまっていた。購入明細だ。ネット書店で買ったものらしい。発送時期は今年の五月。上海シヤンハイ脱だつ出しゆつ戦の丁ちよう度ど前月。

（って）

　……前月？

　待て。おかしいぞ。上海シヤンハイ脱だつ出しゆつ戦の前？　だとすれば自分とグリペンはまだ出会っていない。彼女と中国に接点はなく、彼かの国の書しよ籍せきを購こう入にゆうする理由などない。なんだ？　時系列が妙みようだぞ。

『君、あいつと上海脱出戦前に面識があった──とかないよな』

　八や代しろ通どおりの言葉が脳裏を過よぎる。

　当時は何意味不明なことをと思っていたが妙にひっかかる。自分とグリペンがどこかで出会っていた？　ありえない。ありえないが、だとすればなぜこの本を彼女が。

　扉とびらの開く音が響ひびいた。気づけばシャワーが止まっている。慌あわてて本を戻もどし衣い装しようケースを閉めた。

「おう、早かった……な」

　グリペンがタオルも羽織らず出てこようとしていた。白い肩かたと肩けん甲こう骨こつが現れている。悲鳴、動転も露あらわに浴室へ押し戻した。いくらなんでもこれはだめだ！　ＮＧ！　ＮＧ！

　必死で説得し着き替がえを終えさせる。全すべて片づいた時にはもう、とても本のことなど話せる雰ふん囲い気きではなくなっていた。




　疲つかれた。
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　午後四時、鉛なまりのような身体からだを引きずり基地から出る。

　背中に石の塊かたまりが乗っかっているようだ。大して動いたわけでもないのに、ひどく疲ひ弊へいしている。

（てか技ぎ本ほんの人達、もっとちゃんとグリペン達のケアしろよな）

　イーグルとの確かく執しつだったり、身体測定の大おお騒さわぎだったり、そのあとのゴタゴタだったり、なんで自分が全部対応しなければいけないのだ。こちらはグリペンの安定化こそ請うけ負ったが、それ以外は責任範はん囲い外だ。技本の装備なのだからきちんと面めん倒どうを見てほしい。少なくともあの寄宿舎での騒そう動どうで誰だれも駆かけつけてこなかったのが妙みようだ。一応女子寮りようだろ？　あそこ。

「丸投げすぎだっつーの」

　溜ため息いきをつき自転車に乗った。疲ひ労ろうが肩かたからサドルに突つき抜ぬけていく。ペダルが重い。気のせいか変速機が故こ障しようしているようにも感じられた。

　いかん、いかんな。思ったより参っている。この調子で帰ったらまた明華ミンホアから勘かんぐられかねない。気持ちをリセットしなければ。

『宛あて先さき：宋ソン明華　本文：今バイト終しゆう了りよう、これから帰宅』

　携けい帯たい端たん末まつのメッセージを送るとすぐに返信があった。

『駅前のスーパーで晩ご飯の材料買ってこられる？　小松菜と挽ひき肉にく　by明華』

　はいはい。

　日常そのものの文面に肩かたをすくめる。端末をポケットにつっこみ走り出した。

　蟬せみの声がうるさい。じりじりと夏の太陽がアスファルトを焼いている。青空の下、広大な青田が左右で揺ゆれていた。見渡わたす限りの平野だ。彼方かなたの山並みがかすんで見える。

　吹ふき抜ける風に背中を押されスピードアップ。交通量が少ないからついつい飛ばしてしまう。鼻歌交じりに前まえ川がわの橋を渡り市街地に戻もどった。駅の南側がわから回りこむルートで目的地にたどりつく。県内でよく見かけるチェーンのスーパーマーケットだ。いつもの駐ちゆう輪りん場に自転車を停とめようとして。

（あれ）

　駐輪スタンドはほぼ満まん杯ぱいだった。あふれた車両が歩道にまではみだしている。思ったより混雑していた。しかも家族連れが多い。なんだ？　と考えて理由に気づく。そうか、今は夏休みだ。

　おかしな時期に編入したせいで自分と明華は高校の夏期補講を受けさせられている。週三日・四日授業という変則的なスケジュールの影えい響きようもあり、どうにも季節感覚がおかしくなっていた。

（休みの日は基地に通ってるしな）

　たまにこうして昼ひる日ひ中なかの町を巡めぐるのも大切ということか。真っ当な学生の感覚を取り戻すために、平へい凡ぼんな日常生活にとどまるために。

　そういえば、と補講仲間の雑談を思い出す。

　夏休みにあわせて小こ松まつ駅構内に商業施し設せつがオープンしたとか言ってたな。大した規模じゃないけど本屋や服屋、生せい鮮せん食料品などよさげな店が揃そろっているとか。

　そっちにするか。どうせここ自転車停とめられなさそうだし。

　方針変へん更こう。

　駅前道路を北上、西口のロータリーに赴おもむく。駅の入り口に新規開店ののぼりが見えた。制服姿の男女がちらしを配っている。うん、うん情報通りだ。

　さて駐ちゆう輪りん場はと探しかけた瞬しゆん間かん。

「ちょっと、ちょっとお嬢じようちゃん、つれないじゃん。少しお話ししようよ」

　軽けい薄はくな猫ねこなで声が聞こえてきた。

　バス乗り場に細身の男性が立っている。黒のインナーにデニムシャツ、顎あごに薄うすくひげを蓄たくわえている。一目で遊び人と分かる出いで立たちだ。厚い唇くちびるを好こう色しよくそうににやつかせている。

　男性の前にいるのは女の子だった。年の頃ころは中学生程度、黒いおかっぱ髪がみが清せい楚そな印象を与あたえる。服装もコルセットスカートにブラウスという上品なものだ。足あし下もとの旅行鞄かばんは派手さと無む縁えんのクラシックなデザイン。どうにも男性とは不ふ釣つり合あいだ。接点が見えない。

「どこ行くの？　一人旅？　えらいねー。でも不安じゃない？　ほら、君みたいな可愛かわいい子だと悪い奴やつがいっぱい寄ってきそうだし。俺が案内役になってやろうか」

[image: ]

　ナンパだった。

　しかもかなり強ごう引いんな。

（てか、どの口で「悪い奴やつが寄ってくる」とか言ってるんだか）

　他ほかならぬこの男性が一番たち悪そうだろうに。注意すべきかなと考えてためらう。たかがナンパだ、嫌いやなら嫌と女の子も言うだろうし、逆に（まずありえないが）まんざらじゃない可能性もある。仮にそうなら自分はただの道どう化けだ。お邪じや魔ま虫むしを通り越こし変人になってしまう。

　まぁ、とりあえず様子見でもと思った瞬しゆん間かん。

「おい、シカトすんなよ」

　男の口調が変わった。薄うすい眉まゆを怒いからせ女の子にしなだれかかる。

「案内してやると言ってるだろ。返事くらいしてもいいんじゃないか？　礼れい儀ぎ的に、マナー的にさぁ」

「……」

「えー？　なになに、聞こえないんだけどー？」

　指輪をはめた手が少女の肩かたに回される。長い指が二にの腕うでをなで、そのままブラウスの胸に……っておいおい。

「おーい」

　さすがに見すごせない。自転車を押し近づくと男がきっと睨にらみつけてきた。構わず少女に呼びかける。

「着いてたなら連れん絡らくしろよ。待ち合わせの場所にいないから探しただろう」

　少女が顔を上げた。大きな漆しつ黒こくの瞳ひとみが瞬またたく。緑なす黒くろ髪かみと透すき通るように白い肌はだ、薄うす紅べにを垂たらしたような唇くちびる。はっとするくらい綺き麗れいな子だった。たとえるなら一ひと昔むかし前の少女漫まん画がに出てきそうな、桐きり箱ばこの中にたたずむ和人形のような。

　男が舌打ちした。

「なんだ、ツレがいるのかよ。だったら早く言えよな」

　不興を隠かくそうともせず吐はき捨て離はなれていく。懐ふところから携けい帯たい端たん末まつを取り出し乱暴にメッセージを打ち始めた。

　ほっと一息、ハンドルを握にぎり直す。立ち尽つくす少女に会え釈しやくしてみせた。

「ごめん、勝手なことして。なんか困ってそうだったから」

「いえ」

　柔やわらかな声が漏もれる。薔ば薇らの蕾つぼみのような唇がほころんだ。

「助かりました。見知らぬ土地でどうしたらよいかも分かりませんでしたから」

　やはり怖こわくて固まっていたのか。であればもっと早く声をかけてあげればよかった。

「嫌なら嫌ってはっきり言わなきゃだめだぜ。あの手の連中は黙だまってるとつけこんでくるから」

「はい」

　素す直なおにうなずいてくる。穏おだやかな顔を見る限りもう心配はなさそうだ。

「じゃ俺、行くから」

　踵きびすを返した瞬しゆん間かん「あの」と呼び止められた。少女が両手で旅行鞄かばんを持ち上げている。

「すみません、小こ松まつ空港にはどう行ったらいいでしょう」

「小松空港？」

　こくりと首しゆ肯こうされる。えーっと、確か駅からだと。

「５番乗り場からバスが出てたんじゃないかな。空港線ってやつ」

「空港線」

「あそこだよ、ロータリーの向こう側がわ」

　タクシー乗り場の橫を指さす。少女は首を傾かたむけた。

「そのバス、自衛隊の基地にも行きますか？」

「え？　基地？」

　小松基地は空港に隣りん接せつしているが入り口は南北正反対だ。空港停留所で降りるとかなり歩くことになる。

　脳内で地図を思い浮かべる。国道３６０号を進んで空港西に回るルートだから。

「それならバス路線は同じだけど浮うき柳やなぎの停留所で降りた方が近いかな。といっても結構距きよ離りあるよ。タクシー使った方がいいかも」

「いえ」

　少女はにっこりと笑った。

「道筋さえ分かれば大だい丈じよう夫ぶです。なるべく自分の足で歩いてみたいですし、この町に来るのをずっと楽しみにしてましたから」

「そうなんだ」

　であれば口を出す筋合いもない。

　しかし基地が目的地の一人旅とはなんだろう。身内でも訪ねてきたのか。単身赴ふ任にん中の父親に久方ぶりの再会とか。

「じゃあ気をつけて、もう悪い奴やつに絡からまれないように」

「はい、色々ありがとうございました」

　丁てい寧ねいに一礼、黒くろ髪かみを揺ゆらして立ち去る。

　細い背中を見送りながら随ずい分ぶんしっかりした子だなぁと思う。多分俺より年下だろうに、ひどく大人びている。どこぞの戦せん闘とう機連中とは大おお違ちがいだ。あいつら外見こそ中高生だが中身が小学生以下だからな。イーグルに至っては幼よう稚ち園えん児並みのメンタリティかもしれない。

（って、また基地のこと思い出しちまった）

　気分転てん換かんのため寄り道しているのに、これじゃ意味がない。

　かぶりを振ふり歩き出した瞬間。

「うわっ！　なんだこれ!?」

　先さき程ほどのナンパ男が車止めの向こうで目を剝むいていた。どういうわけか手の中の携けい帯たい端たん末まつがバラバラになっている。指の間から液えき晶しようやフレームがこぼれおちていた。

　不良品か？　いや結構使いこんだ端末だから初期不良も考えづらいが。であれば経年劣れつ化か？　あんな綺き麗れいに分解するとか、珍めずらしいこともあるものだ。

　天てん罰ばつかもな。

　肩かたをすくめて駅構内に向かう。

　関心はすぐに失われた。




　男の調子外れな悲鳴が聞こえてくる。

　黒くろ髪かみの少女は冷ややかな面おも持もちで掌てのひらを見つめた。

　細かなビスが二本、陽光に煌きらめいている。先程男性の携帯端末から拝借したものだ。無言で手を裏返すとビスは狙ねらい過あやまたず排はい水すい溝こうに吸いこまれていった。

（いっそ生なま身みの方も分解してやればよかった）

　そうすればあの耳みみ障ざわりな声も止やんだだろうに。今いま更さらながら自分の甘さが悔くやまれる。まぁ思わぬ闖ちん入にゆう者の存在もあったからだが。

　少年。

　グリペンのパートナー。

　まさか小こ松まつの町に着くなり遭そう遇ぐうできるとは。運命の不思議さに驚おどろきたくなる。

「鳴なる谷たに慧けいといったかしら」

　事前にファイルで確かく認にんした写真より幾いく分ぶん大人びていた。死線をくぐったことで少しは肝きもが据すわったのか。あの年とし頃ごろの少年は一日見ないうちに成長するから面おも白しろい。

　携帯端末を取り出しダイヤルする。相手は待ちわびていたのだろう、ワンコールもたたぬうちに回線が繫つながった。

『遅おそいぞ、今どこにいる』

　野の太ぶとい男性の声。

「小松駅に着きました、もうすぐそちらにうかがいます」

　耳にかかった髪を搔かき上げる。駅前の風景を見渡わたし、続けた。

「よさそうな町ですね。少し面白い出会いもありましたし」

『面白い出会い？』

「ええ、詳しよう細さいは後程お話ししますが、色々退たい屈くつせずにすみそうです」

　電話向こうの男は不吉なものを感じた様子で口ごもった。唸うなるように息を漏もらし。

『あらかじめ言っておくが三み沢さわのようなことはするなよ』

「あら、私は何もしてませんが、なんの話でしょう？」

『それはおまえが一番よく知ってることだろう』

　空気が緊きん張ちようを孕はらむ。回線越ごしに強い警けい戒かいが感じ取れた。さて、一体どこまで話が伝わっているのだろう。容易にしっぽをつかまれる真ま似ねはしていないはずだが。沈ちん黙もくを保っていると耳元で低い嘆たん息そくが響ひびいた。

『まぁいい、とにかくもうすぐ着くんだな。警衛に申し送りしておく』

「はい、八代通室長お父様」

　感情の揺ゆらぎや変化を一いつ切さい出さずに微ほほ笑えむ。黒くろ髪かみの少女は背筋を伸のばしたまま、凛りんとした口調で告げた。

「ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭ　ファントムⅡ。これより小こ松まつ基地に参さん陣じんいたします」
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「慧けい、いつまで寝ねてるの!?　遅おくれるよ！　今日もバイトあるんで……」

　扉とびら向こうの明華ミンホアが目を瞬またたいている。完全に意表を突つかれた様子だ。珊さん瑚ご色の唇くちびるが半開きになっていた。

「お、おはよう、明華」

　スポーツタオルを肩かたから外し挨あい拶さつする。中ちゆう腰ごしでランニングソックスを脱ぬぎながら。

「どうした？　変な顔して」

「起きてたんだ。ていうか何その格好。ジョギングでもしてきたの？」

「ああ、ちょっと一時間くらいな。昨日日課こなせなかったから代わりに朝やっておこうと思って」

「……」

　得体の知れないものでも見るような目つきだった。なんだよ、まるで普ふ段だんの俺が怠なまけ者ものみたいじゃないか。失敬な。

　宋ソン明華、十六歳。ポニーテールが印象的な中国人で小学校以来の幼なじみだ。ザイの侵しん攻こうで大陸から脱だつ出しゆつし現在は慧の祖父母宅に身を寄せている。もともと現地の姉あね貴き分ぶんめいた存在だったため今でも何かといえば世話を焼いてくる。今朝も遅ち刻こくを心配し起こしに来てくれたのだろうが。

「う、うう」

　振ふり上げた拳こぶしの下ろし先を見失った感じだ。黒目がちな眼まなこが動どう揺ようしている。

「朝ご飯は」

「適当に食べといた」

「ベッドのシーツと枕まくらは」

「天気よさそうだから干してあるよ」

「換かん気き」

「窓開いてるだろう、見ての通り」

「生意気！」

　怒おこられた。

　なんでだよ、褒ほめるところだろう今のは。

「てかおまえも運動したらどうだ？　最近家と学校の往復ばかりでろくに動いてないだろ」

「馬ば鹿かにしないで」

　エプロンに包まれた胸を張る。柔やわらかそうな顎あごをもたげ。

「慧とは基本の鍛きたえ方かたが違ちがうんだから、ちょっとやそっとのブランクじゃ衰おとろえないよ。なんなら腕うで相ず撲もうしてみる？」

「俺、早く着き替がえたいんだけど」

「ハーリアップ！」

　何をムキになってるんだ。眉まゆ根ねを寄せ睨にらみ返すも少女の眼光は揺ゆるがなかった。鼻息荒あらくこちらを見つめている。

　しょうがないなぁ。

　溜ため息いきをついて中ちゆう腰ごしになる。ベッドのマットレスに肘ひじを突ついた。

「一本勝負な」

「あとで三本とか言い出さないでよね」

「言うかよ」

　がっちりと手を組み合わせる。深呼吸して。

「レディ」

　ゴー。

　一気に押しこむ。草花でも手た折おるように呆あつ気けなく明華ミンホアの手が倒たおれた。

「へ？」

「はい、俺の勝ち。おしまいな」

「ちょ、ちょっと待った！　もう一度！」

　必死に食い下がる彼女をかわし距きよ離りを取った。

「一本勝負って言っただろう。あとから変へん更こうするのはなし」

「だ、だってなんか変だった、あたし全然力が入らなくって」

「調子悪いんじゃないか？　部屋に帰って休んでろよ。ほら、俺着き替がえるから」

　ランニングウェアが汗あせばんで気持ち悪い。昨日のグリペンではないが、とっとと脱ぬいでシャワーでも浴びたかった。だが明華は一向に出て行こうとしない。やむを得ず上着をまくりあげた。同年代の異性とはいえ十年来の間あいだ柄がらだ。今いま更さら裸はだかを見られたところでどうってことはないと思ったが。

「え」

　絶句した様子で目を丸くされた。ぽかんと唇くちびるを半開きにして。

「け、慧けい、どうしたの、その背中」

「背中？」

　怪け我がでもしているのかと思い振ふり向くも特段おかしなところはない。一体なんのことを言っているのか、訝いぶかしんでいると。

「そんなに筋肉ついてたっけ」

　筋肉。

　言われて初めてぴんとくる。ああ確かに、グリペンに乗り始めてから結構鍛きたえてるしな。そろそろ効果が出始めているのかもしれない。心なし胸むな板いたが厚くなっているようにも感じられた。

　ふむ。

　二にの腕うでに力を入れると上じよう腕わん二に頭とう筋きんが盛り上がった。続いて反対側がわの腕も。意外と綺き麗れいに力こぶができるものだな。他ほかの部分はどうだろう。腹筋とか肩かたの筋肉とか。

　ひゅっと息を吞のむ気配がした。視線を上げると明華ミンホアが顔を赤らめていた。肩がすぼまり口元が歪ゆがんでいる。

「どうした？」

「と」

「と？」

「……っ」

　ぎりっと歯ぎしりして立ち上がる。

「とっとと服着なさいよ！　女の子のいる前で裸はだかになるとか、デリカシーなさすぎ。信じられない！」

「はぁっ!?」

　おまえ、前に人の下着姿見ても平然としてたじゃないか。今いま更さら何言ってるんだ。

　抗こう議ぎの言葉は、だが間に合わなかった。扉とびらが乱暴に閉まる。スリッパの足音が遠ざかっていった。

（なんだよ）

　わけが分からない。やはり体調でも悪かったのか？

　頭を搔かきつつ着き替がえに戻もどる。時計を確かく認にん、時刻は午前七時。「バイト」の時間までもういくらも残されていなかった。




　基地に着いたのは定刻の十分前だった。

　馴な染じみの警衛に挨あい拶さつし八や代しろ通どおりに取り次ついでもらう。入構届けに記入、いつものように内線のやりとりを待っていると隊員が首を傾かしげた。

「サンカクに来てくれって」

「サンカク？」

「第３格納庫」

　え。

「技ぎ本ほんの事務所じゃなくてですか」

「ああ」

　どういうことだろう。昨日何か相談事があると言っていたからてっきり執しつ務む棟とうに通されるものと思っていたが。

「道分かるかい？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです」

　サンカクといえば八代通と初めて対面したところだ。もう一ひと月つき以上前か。グリペンを覚かく醒せいさせるために監かん禁きんされ尋じん問もんまがいの扱あつかいを受けた。正直あまり思い出したくない。が施し設せつの場所自体はよく記き憶おくしている。エプロンに面した格納庫の一番奥。

「じゃあ行ってきます」

　入構証を受け取り会え釈しやくする。自転車にまたがって基地内に乗り入れた。

　構内道路を走ること二、三分。厚生棟とうの間を抜ぬけ目的地にたどりつく。切きり妻づま屋根の巨きよ大だいなハンガーだった。脇わきに自転車を停とめ施せ錠じようしていると、ふと異音に気づいた。開放されたゲートから排はい気き音が漏もれ出している。レシプロではない、ジェットの生み出す高い唸うなり。

　なんだ？

　格納庫に入る。爆ばく音おんが大きさを増した。轟ごう々ごうと大気が揺ゆれている。エプロン側がわの出口に巨大な怪かい鳥ちようが鎮ちん座ざしていた。低てい翼よく配置の主翼、逆Ｙの字型に構成された水平・垂すい直ちよく尾び翼よく。双そう発はつのエンジンから陽かげ炎ろうが立ち上り音の発生源を示している。ややずんぐりむっくりした印象なのは胴どう体たいの凹おう凸とつが乏とぼしいせいか。細長い機首もあいまって、周囲の練習機とは違ちがう独特の存在感を放っている。

　だが最も目を引くのはその色合いだ。内側から光を放つようなエメラルドグリーン。派手なカラーリングはおよそ通常の軍用機ではありえない。よく見るとキャノピーも同色の装そう甲こうで覆おおわれていた。

　ドーターだ。

　グリペン、イーグルと同じオーバーテクノロジーによる改修機。しかもこのシルエットはおそらく。

「おう、来たか」

　白衣の巨漢が手を上げる。額の汗あせをぬぐい近づいてきた。

「悪いな、暑い中、冷れい房ぼうもきかないところで」

「いえ」

　視線を飛行機に据すえたまま答える。翼つばさや胴体の形状を確かく認にんしつつ。

「あれって、ファントムですよね？」

「うん？　ああ、よく知ってるな」

　知らないわけがない。Ｆ─４ファントム。半世紀以上前から運用されているアメリカのベストセラー戦せん闘とう機だ。ベトナム戦争、湾岸戦争を始め名だたる戦闘に参加している。確か日本の自衛隊にも配備されていたはずだ。

「正確に言うとファントムⅡだがな。それもＲＦ─４ＥＪ、戦術偵てい察さつ機への改造型だ」

「戦術偵察機？」

「機体の腹に増ぞう槽そうみたいなのを装備しているだろう、あれが偵察ポッドだ」

　確かに燃料タンクにしてはいかつい。外装型で色々モジュールを取り替かえるタイプなのか。って、そんな蘊うん蓄ちくはともかく。

「ドーターですよね」

　言わずもがなの質問に八や代しろ通どおりは「まぁな」と答えた。面おも白しろくもなさそうに鼻を鳴らす。

「青あお森もりの三み沢さわ基地に配備されていたが色々あってこっちに呼び寄せた。丁ちよう度ど昨晩到とう着ちやくしたばかりだ」

「じゃあアニマも」

　重ねて訊たずねるのとほぼ同時に排はい気き音が途と絶だえた。エンジンテストが終わったのか、スタッフが電源ケーブルを取り外し始める。

「行くぞ」

　白衣のポケットに手を突つっこんだまま八代通が歩き出した。慌あわててあとに続くと装そう甲こうキャノピー周辺から蒸気が噴ふき出した。重々しい機械音を響ひびかせ風ふう防ぼうが開いていく。

　淡あわい緑の光が漏もれた。蒼そう空くうを背景に小こ柄がらなシルエットが浮かび上がる。

「あら」

　柔やわらかな声こわ音ね。

「ごきげんよう、昨日はどうも」

　どきりと心臓が高鳴った。

　見覚えのある少女が立っていた。和人形を思わせる容よう貌ぼう、落ち着いた物もの腰ごし、白くきめ細かな肌はだ。昨日駅前で会った女の子だ。だが鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろだったおかっぱ頭は今、透すき通るようなエメラルドグリーンに変わっている。ダイレクトリンク時の発色。間ま違ちがいない、アニマだ。

「なんだ、顔見知りか」

　八代通が目を剝むく。沈ちん黙もくする自分に代わり少女が微ほほ笑えんだ。

「ええ、昨日道を教えていただきました」

　軽い足音とともに機体から降り立つ。柔らかそうな髪かみを揺ゆらし細目になった。

「ご挨あい拶さつが遅おそくなりました。ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭファントムⅡです。どうぞファントムとお呼びください」

「お、おう」

　人間じゃなかったのか。まったく気づかなかった。

「随ずい分ぶん髪の色が違うんだな」

　ファントムは頰ほおにかかった髪をいじった。先さき程ほどは気づかなかったが虹こう彩さいの色も琥こ珀はく色に近くなっている。

「薬で変えていましたの。外ではあまり目立ちたくないので。黒の方がお好きでしたか？」

「いや」

　どぎまぎして視線を逸そらす。なんだか妙みように艶つやっぽい。外見は年下なのに、大人の女性を前にしているみたいだ。

「ええっと、俺は」

「鳴なる谷たに慧けいさんですよね、よく存じあげています」

　ぎょっとする自分の前で少女は口元の笑えみを大きくした。

「グリペンのパートナー。お噂うわさはかねがね」

　自分のことを知っている？　八や代しろ通どおりも自分達二人の接せつ触しよくを認にん識しきしていなかったようなのに。どういうことだ。眉まゆ根ねを寄せた瞬しゆん間かん。

「慧けい？」

「あ、慧だ！」

　私服の少女達がハンガーを歩いてきていた。派手なブロンドと桃もも色いろ髪がみ、イーグル・グリペンだ。

　二人は一定距きよ離りまで近づくと目を丸くした。視線の先におかっぱ髪のアニマ、ファントムの姿がある。彼女達も状じよう況きようを把は握あくしていないのか、ひどく驚おどろいた様子だ。

　八代通が手を叩たたいた。

「よぉし、全員集まったな。傾けい聴ちよう」

　野の太ぶとい声が響ひびく。

　咳せき払ばらいを一回、少女達を見渡わたし。

「突とつ然ぜんだが一つ発表がある。本日をもっておまえ達、小こ松まつ基地所属のアニマは空くう自じの指揮系統から独立することになった」

　は？

　何、空自から独立？

　どういう意味だ。クーデターでも起こす気か。

「ああ、勘かん違ちがいするなよ。別に自衛隊から離はなれるわけじゃない。所属は引き続き日本国自衛隊のままだ。ただ技ぎ本ほんや統とう幕ばくと同じく防衛大臣の直ちよつ轄かつになる。名めい称しようは独どく立りつ混こん成せい飛ひ行こう実じつ験けん隊たい、略称『独どく飛ひ』。要はアニマ・ドーターの集中運用部隊だ」

　青せい天てんの霹へき靂れきだった。わけが分からずにいるとファントムが補足した。

「つまりチームで動くということです。これまでバラバラの戦力だったアニマを一箇か所しよに集中しザイへの対処能力を高める。私達は特とく殊しゆなメンテナンスを必要としますから、保守・整備の観点からも一つにまとまっていた方が運用しやすいわけです」

「運用……しやすい」

「ドーターの維い持じ管理ができる部局は現在、お父様の特別技術研究室しかありません。今まではその技術者が各地に分散してアニマを見ていましたが、これでは保守部材も冗じよう長ちようですしノウハウの共有が困難です。何より通常の戦せん闘とう機部隊と私達では性能が違いすぎて共同ミッションが行えません。そのあたりも一部隊に集約することで解決できるわけです」

　んんん。

　まぁ言わんとすることは分かる。分かるのだが。

「じゃあ逆にどうしてこれまで分散してたんだ？　今の内容を聞く限り最初からどこか一つの基地に集中させておけばよかっただろ」

「それはだな」

「理由は二つ」

　ファントムが指を立てる。

「一つには私達の素そ体たい、自衛隊機がもともと各基地の所属だったこと。ドーターになろうがなるまいが当とう該がい飛行隊の装備に違ちがいはありませんからそのまま所属が固定されてしまった」

　中指が折られる。

「二つ目は政治的な問題です。現場の感情はどうあれ私達は対ザイ戦の切り札ですから、各飛行隊がなかなか手放そうとしなかった。防空の要かなめとして手元に置いておきたがった。まぁ高価なお守り・ご神体というところですかね」

　お守りって。

　もう少し言い方というものがあるだろうに。

　ファントムが人差し指を折った。

「そういうミクロな部隊単位の問題を先の小こ松まつ空くう襲しゆうが吹ふき飛ばしてしまったんです。ザイが大規模襲来した時にアニマを分散していてはまずい、戦力の分散が愚ぐ策さく・下策だと遅おそまきながら気づいた。だから集結の調整が通りやすくなった。そういうことですよね？　お父様」

「うむ、まぁ大体そんな感じだな」

　八や代しろ通どおりが咳せき払ばらいする。全部説明されてかなり居い心地ごこち悪そうだ。だが実際分かりやすい。いきなり『空くう自じから独立』と言われるよりずっとポイントを押おさえている。経緯や背景も含ふくめて腑ふに落ちた。

　ただ傍かたわらのイーグルは不満げだった。不ふ審しんも露あらわにおかっぱの少女を睨にらみつける。

「あなた、誰だれ」

　硬かたく棘とげのある視線。

「イーグルは今、お父様の話を聞いてたんだけど」

「あら、これは失礼しました」

　ファントムは肩かたをすくめた。笑え顔がおのまま一礼。

「三み沢さわ基地より参りました、ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭファントムⅡです。今回の独どく立りつ混こん成せい飛ひ行こう実じつ験けん隊たいのメンバー、要ようはあなた方のチームメイトになります」

「Ｆ─４ぅ？」

　イーグルは鼻を鳴らした。ファントムの頭から爪つま先さきまで見回し。

「まだ飛んでたんだ。てっきり全部退たい役えき済みかと思ってたけど。しかも偵てい察さつ機改修型？　世代落ちの廃はい物ぶつ利用品がイーグルのチームメイトとか何かの冗じよう談だんだよね？」

「おい」

　いくらなんでも言葉が過ぎるだろう。たしなめかけた瞬しゆん間かん、ファントムが片手を上げた。穏おだやかな表情のまま微ほほ笑えみかける。

「機体年ねん齢れい二十歳そこそこのお子様が大おお口ぐちを叩たたくものですね。相手の実力も満足に測れないから先の小こ松まつ防衛戦で大おお恥はじかいたのかしら」

　っ！

　場の空気が凍こおりつく。

　イーグルの顔が一いつ瞬しゆん真っ白になったあと朱しゆに染まった。一番触ふれられたくないところだったのだろう。握にぎりしめた拳こぶしが小刻みに震ふるえている。

「どっちもおばさん」

　ふっとつぶやいたグリペンの口をふさぐ。馬ば鹿か野や郎ろう、可燃性の空間に火を投げこむ奴やつがいるか。

　だが幸いにも睨にらみあう二人は周囲の言葉など聞いていない様子だった。イーグルが白い歯を嚙かみしめる。

「実力、実力って言った？　今」

　軋きしるような口調。

「それはイーグルよりあなたの方が強いってこと？」

「さぁ、どうでしょうか」

　はぐらかしながら艶えん然ぜんと続ける。

「ただ私が防空戦に出ていればもう少し味方の被ひ害がいを抑おさえられたと思いますけど」

「……！」

　完全な宣戦布告。イーグルの目が吊つり上がる。抑えきれない激情が噴ふん出しゆつしたのか、ブロンドが輝かがやきを増した。

「勝負しよう」

　詰つめ寄りながら告げる。

「実際に飛んでどちらが強いか確かめよう。そうすればイーグルの実力がちゃんと分かるはず」

「あらあら」

　どうしましょうと言わんばかりに八や代しろ通どおりをうかがう。

　いやさすがにこんな馬鹿げたことで勝負も何もないだろう。味方同士だぞ、二人とも頭を冷やせと思ったが。

「いいだろう」

　あっさりと八代通は許可した。二に重じゆう顎あごを揺ゆらしてうなずく。

「ファントムの飛行試験も兼ねて異機種間戦闘訓練ＤＡＣＴといくか。グリペン、おまえも出ろ。三機まとめて評価する」

「私も？」

「一時間後に開始する。各自準備を進めておくように」

　予想外の火ひの粉こが降りかかってきた。三機のアニマでバトルロイヤル？　しかもグリペンが飛ぶ以上必然的に自分も巻きこまれる流れだ。イーグルとのシングルマッチでさえきついのにもう一機追加など、どんな有あり様さまになるか想像もつかない。

「ちょ、ちょっと八や代しろ通どおりさん」

　慌あわてて声を上げるも「よーし！」とイーグルの気合いに遮さえぎられた。デニムスカートの腰こしに手を当て、もう片方の手でファントムを指さす。

「ぎったぎたにしてやるんだからね、覚かく悟ごしといて！」

「楽しみにしていますわ」

　殺気と敵意が中ちゆう空くうで衝しよう突とつする。逃にげ道みちは既すでにふさがれていた。




「畜ちく生しよう、なんだってこんなことに」

　自己診断装置ＢＩＴＥの表示をチェックしつつ毒づく。狭せまいコクピットに熱気がこもっていた。エンジンを始動して間もないため空調が効ききっていない。額を汗あせが伝う。窮きゆう屈くつなヘルメットが不快さを増ぞう幅ふくした。飛行服の袖そでで顔をぬぐい前席のグリペンを見る。

「おまえら全員、仲悪すぎだろう。もう少し協調性ってものがないのか」

「協調性」

　桃もも色いろ髪がみの頭が傾かたむく。発進前の機体チェックを続けながら少女は「ううん」と唸うなった。困こん惑わくした様子で。

「正直よく分からない」

「分からないって」

「人間は守るべき対象、ザイは倒たおすべき存在、じゃあ他ほかのアニマは？　どう扱あつかったらいい？」

「同族だろう、仲よくすればいいじゃないか」

「仲よく」

「協力して一つの目標を達たつ成せいしたりさ」

「……」

　ぴんとこないのか。おいおい、別に難しいことは言ってないつもりだぞ。

「多分そういう価値観は与あたえられていない」

　予想外の言葉が返ってきた。

「与えられて？」

「初期教育時の条件づけ、人格矯きよう正せいプログラム」

「ああ」

　言われてみればそんなものを受けていると話していた。回収したザイのコアユニットをリバースエンジニアリング、ドーター候補機と適合させて教育・人格形成を行う。素そ体たいごとの性格差はあるが、基本的な行動指針・知識はそこで植えつけられるという話だった。

「だからって常識的にどう振ふる舞まえばいいかくらい分かるだろう？　味方を大事にするとか、仲間と協力するとか」

「『常識』という言葉の意味は分かる。だけど、それが今言ったような具体的な行動規き範はんに結びつくとは思わない」

「えーっと」

　そりゃ常識は人それぞれだけど、明文化されている規則などないけれど。

「人として当然守るべきこととかさ」

「当然って何？」

「だから」

「ハルカと慧けいの当然は同じ？」

「……」

　禅ぜん問もん答どうみたいになってきた。

　確かに、「常識」の一言で全すべてを察しろというのは難しい。相手が人間ならともかく彼女達は半分コンピュータのような存在だ。必要な情報やロジックはあらかじめデータ化しインプットしておけということか。

　って、待てよ。

　必要な価値観を全て教えこまなければならないということは、逆に言えば未教育の動機はまったく持ち合わせていないわけだ。極論、他ほかのアニマが死のうが壊こわれようが知ったことではない。共同作業などまさに想像の埒らち外がいだろう。

　こんな連中にチームプレイ？

　無理だろう。

　絶望的な気分に襲おそわれているとグリペンが顔を上げた。

「視覚接続アイリンク」

　周囲の視界が開ける。全方位モニタに広大な飛行場が映し出された。エプロンの向こうに二つの機き影えいが動いている。双そう発はつの猛もう禽きん、ファントムとイーグルだ。青緑色と山やま吹ぶき色の機体を煌きらめかせ滑かつ走そう路ろにタキシングしている。

『小こ松まつタワー、ＢＡＲＢＩＥ03、レディ・フォー・ディパーチャー』

　無線越ごしにファントムの声が響ひびいてくる。先発は彼女か。わずかに間をおき管制塔とうが答える。

『ＢＡＲＢＩＥ03、ランウェイ24、クリアード・フォー・テイクオフ・ウェン・レディ』

『ラジャー・ＢＡＲＢＩＥ03、ランウェイ24、クリアード・フォー・テイクオフ』

　エンジン音が高鳴る。バリバリと雷らい鳴めいのごとき振しん動どう。排はい気き炎えんが鮮あざやかさを増し機体を押し出す。七、八百メートルほど走ったところで機首が浮きあがった。背後に広こう範はん囲いな陽かげ炎ろうを生み出しながらエメラルドグリーンの戦せん闘とう機が飛ひ翔しようしていく。

　続けてイーグルが危なげなく離り陸りく、グリペンの番がやってくる。

「ＢＡＲＢＩＥ01、レディ・フォー・テイクオフ」

　滑かつ走そう路ろの端はしで無線に呼びかける。発進許可はすぐに返ってきた。

『ＢＡＲＢＩＥ01、クリアード・フォー・テイクオフ』

「ＯＫ、行こう」

　加速開始、身体からだが座席に押しつけられる。周囲の風景が飛ぶように流れ去り、ややあって傾かたむいた。機体が重力から切り離はなされる。地平線がノーズコーンに隠かくれ、代わりに空の青が広がった。

「エンジェル21」

　高度六千五百メートルに到とう達たつ。現在位置は……金かな沢ざわ沖おき五十キロ。戦術マップに輝かがやく二つのマーカーはファントム達だろう。同高度の少し北を飛行している。

『ＢＡＲＢＩＥ隊各機、訓練状じよう況きようを開始する。タイム・アット・ワンエイト』

　八や代しろ通どおりの声がスタート三分前を告げる。

　事前のブリーフィングを思い出す。集合ポイントに向けて三方向から訓練機が到達、そのまま軌き道どうを交こう錯さくさせて戦せん闘とうに入る流れだ。使用可能装備はいつもの模も擬ぎ戦と同じ、短たん距きよ離り空対空ミサイルと機関砲ほう。いずれもセンサーやシミュレーションプログラムと結合され、実際に発射しなくても命中・ダメージが分かるようになっている。

「ベクター０４５、メインテイン・プレゼント・エンジェル」

「ラジャー」

　速度と高度・方位を調整し会敵ポイントへの突とつ入にゆうタイミングを計る。高鳴る鼓こ動どうを抑おさえていると不意に無線が鳴った。

『なんだったら二対一でもかまいませんよ』

　ファントムの声だ。午後の紅茶でも勧すすめるような、上品な口調。

『その方が早く整備に戻もどれそうですし』

『きーっ！』

　悲鳴のような声が上がる。いい加減我が慢まんの限界なのだろう、鼻息の荒あらさが無線越ごしに伝わってきた。

『ほんっとにむかつくロートル！　いいよ、じゃあ望み通りあなたから墜おとしてあげる！』

　回線が途と切ぎれる。戦術マップ上のＦ─15がスピードを上げた。こちらの存在などまったく気にした様子もなくファントムだけを指向している。

「私達はどうする？」

　グリペンが問いかけてきた。重戦闘機同士の争いに参加するか否いなか。一いつ旦たん勝負の行方ゆくえを見極きわめ、残った方と戦う手もあるだろうが。

「イーグルに加勢しよう」

　迷いなく告げる。イーグルと一対一になるのは辛つらい、がファントムという不確定要素を残すのも怖こわかった。まずはイレギュラーを潰つぶし勝敗を考えるのはそれからでもいい。

「ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭを狙ねらうってこと？　二人がかりで」

「そうだ」

「卑ひ怯きようじゃない？」

　意外と良識的な反応だ。苦笑して説明する。

「あれだけ俺達を挑ちよう発はつしてるんだから奴やつにも考えがあるんだろう。逆に手を抜ぬいたら瞬しゆん殺さつされるぞ」

「了りよう解かい、じゃあ本気でいく」

『戦せん闘とう開始まで残り一分』

　緊きん張ちようが高まる。

　レーダー画面を確かく認にん、速度を微び調整しながら二機のマーカーが近づいてくる。あと十秒。九、八、七……来た。

『エンゲージ』

　黒い塊かたまりが蒼そう空くうを駆かけ抜けていく。風圧で周囲の空気がびりびりと震ふるえた。航こう跡せき雲うんが二つ、瞬またたく間に背後へ伸のびていく。その軌き道どうが急なカーブを描えがき、互たがいを追いかけ始めた。

「こっちも行く」

　バンクして左旋せん回かい。やや上じよう昇しようしながらなのは高度を稼かせぐためだろう、眩まばゆい陽光を機体の側面で受け止め戦場を目指していく。

『ＦＯＸ２ー！』

　イーグルの声が轟とどろく。早い、もうロックオンしたのか。戦術マップを確認するとファントムに向けてミサイルが複数移動していた。無線越ごしに響ひびくアラート音。その間かん隔かくが徐じよ々じよに縮まりひとかたまりとなる。

「外れた」

　グリペンがつぶやく。視線の先に花火のごとき煌きらめきが現れていた。チャフ・フレアだ。無数の白はく煙えんを引き海に落ちていく。先頭にいる黒点はファントムだろう、横転寸前のバンクでイーグルの射線から逃のがれようとしている、が。

『甘い、甘い！』

　嬉き々きとした声に再度のロックオンアラートが続いた。一度つかんだチャンスを逃すつもりはないらしい。スピードを上げ強ごう引いんに距きよ離りを詰つめる。

『これで！　おしまい！』

　ミサイル発射。さっきより彼ひ我がの間隔が近い。避さける術すべはないように思われたが。

『ＢＡＲＢＩＥ02、ロスト』

　……。

　え？

　八や代しろ通どおりの声に耳を疑う。ＢＡＲＢＩＥ02？　イーグルが墜つい落らく？

　馬ば鹿かなと思って戦術マップを見る。だがイーグルのマーカーは消えていた。ＢＡＲＢＩＥ03、ファントムは健在。

　ぞわりと背中の毛が逆立った。

「グリペン、ブレイク！」

　警告は一いつ瞬しゆん遅おそかった。ロックオンアラートと同時にディスプレイが赤く染まる。攻こう撃げきを受けた。至し近きん弾だん？　機体損傷、油圧システムにダメージ。

　なんだ、一体何が起きてる。

　赤のマーカー、ファントムがすぐ後ろに現れていた。いつの間に移動したのか、少し前までイーグルと戦っていたはずなのに。キャノピーに手を突つき振ふり返ると確かにエメラルドグリーンの機体が見えた。装そう甲こうキャノピーのカメラが陽光を照り返している。

『ＦＯＸ２』

　穏おだやかな声にぞっとなる。グリペンが急きゆう旋せん回かいした。機体強度ギリギリの機動で反転、加速する。身体からだ中の骨がぎしぎしと軋きしんだ。だが今は痛みより恐きよう怖ふが勝まさる。逃にげろ、とにかくあいつから逃げろ！

　レーダー画面の自機からＢＡＲＢＩＥ03が遠ざかる。さすがにあの図ずう体たいではこちらの小回りに追つい随ずいできないのか、相そう対たい距きよ離りを示す数字が増加していく。よし、一いつ旦たん体勢を立て直し反はん撃げきをと思ったが。

　ロックオンアラート。

「噓うそだろう!?」

　またファントムが背後に出現していた。ワープでもしたのか？　常識外の機動に意識が空白化する。分からない。状じよう況きようがまったく理解できない。

　グリペンも同様だったのだろう。回かい避ひ行動が一瞬だけ遅おくれる。そしてその遅ち延えんが致ち命めい的だった。わずかな沈ちん黙もくの後、耳みみ障ざわりな電子音が鳴り響ひびく。

『ＢＡＲＢＩＥ01、ロスト。状況終しゆう了りようだ。全機戻もどってこい』

　八代通の声は溜ため息いき交じりだった。意外そうでないのはあらかじめ結果を予測していたからか。戦術マップにイーグルの表示が戻ってくる。機体のダメージ表記も搔かき消すようになくなっていた。

「どうなってるんだ、一体」

　座席に沈しずみこむ。

　悪い夢でも見ていたようだ。ザイと対たい峙じしている時とはまた異なる得体の知れなさ、恐おそろしさ。いや、純じゆん粋すいに力負けしていない分、今回の方が混乱は大きい。イーグルも状況を理解できていたかどうか怪あやしかった。

　他ほかのアニマ・ドーターを圧あつ倒とうする超ちよう機動、高速度。

　Ｆ─４がそれだけ高スペックだった？　いや、いやまさか。半世紀以上前の飛行機だぞ。イーグルより性能が高いとか考えられない。

「おまえは見えてたか？　あいつの動き」

　何気なく訊たずねるも返事はない。ペールピンクの頭がうつむいている。

「グリペン？」

　重ねて呼びかけると少女が顔を上げた。「え？」と夢から覚めたような様子。

「大だい丈じよう夫ぶか、おまえ」

　衝しよう撃げき的な敗北だったのは分かるが、まだ飛行中だぞ。しっかりしてくれ。

　グリペンは小さく首を振ふるとうなずいた。

「うん、問題ない。けどちょっと」

「ちょっと？」

「変な感じ」

　変？

　妙みような単語だった。怖こわいでもショックでもなく変？

「ＢＡＲＢＩＥ01、ＲＴＢ」

　機体がバンクする。エンジン音が高鳴り以降の会話を打ち切った。

　沈ちん黙もくがコクピットを満たす。基地への帰投航路に就つきながらグリペンはずっと難しい顔で考えこんでいた。




　基地に戻もどるともう他ほかの二機は到とう着ちやくしていた。

　ＲＦ─４ＥＪのキャノピーが開き整備スタッフが取りついている。傍かたわらにたたずむのは緑みどり髪がみの少女だ。汗あせ一つかいた様子もなく悠ゆう然ぜんと水すい筒とうの水を飲んでいる。

　やや離はなれたところでＴシャツ姿の整備員が手を振ふっていた。誘ゆう導どうに従い双そう垂すい直ちよく尾び翼よくの大型機、Ｆ─15Ｊが近づいてくる。駐ちゆう機きスポットに到着し停止、山やま吹ぶき色の光が薄うすまりグレイの装そう甲こうが露ろ出しゆつした。ダイレクトリンクが切れたらしい。激しい蒸気とともに操縦席が開放、中から乱れ髪の女の子が降り立つ。

「あら、お疲つかれ様」

　ファントムの声は穏おだやかだった。あくまで優やさしげな面おも持もちのまま。

「何かトラブルでもありましたか？　随ずい分ぶん呆あつ気けない最後でしたから心配になって」

「……」

「調子が悪いなら私からもお父様に見てもらえるよう頼たのんでみますけれど。まさか今のが本気というわけではないですよね。あれだけ実力を見せてやると意気ごんでいたのですから、私のようなロートルにあっさり捻ひねられるなど考えられません。きっと何か異常があるのですよね？　あなたが本気を出し切れず無様に墜おちてしまった理由が」

　不可視の刃やいばがイーグルを切り刻む。散々啖たん呵かを切った挙げ句、瞬しゆん殺さつされたのだ。どうにもいたたまれない気持ちだろう、見れば細い肩かたが震ふるえている。今にも逆上して襲おそいかかりそうだ。はらはらしながら見ていると。

「う」

「う？」

「うう……う」

「ううう？」

「うるさい、ばーか！」

　イーグルが怒ど鳴なった。露あらわになった顔は涙なみだ目めだった。鼻と頰ほおを真っ赤に染めている。

「ばーか、ばーか！　あなたなんか嫌きらい！　大嫌い！」

　大泣きしつつ走り去ってしまった。周囲のスタッフがぽかんと口を開けている。全員呆あつ気けに取られた様子だ。

（こ、子供か）

　想像以上に幼児だった。

　凍こおりついた空気の中で、だがファントムだけが涼すずしい顔をしている。うっすらと笑えみさえ浮かべイーグルを見送っていた。

　なんだかな。

　溜ため息いきをつきつつ歩み寄る。

「あんな言い方ないだろう」

　やや咎とがめるような口調になったのは彼女への違い和わ感が積み重なっていたからか。眉まゆ根ねを寄せて。

「おまえが強いのは誰だれが見ても明らかなんだから、わざわざ負けた相手をいたぶるような真ま似ねしなくても」

「慧けいさん」

　ファントムが向き直った。能面のような微び笑しようをたたえ訊たずね返してくる。

「この世で一番たちの悪い人種はどういうものか分かりますか」

「は？」

　いきなりなんだ。なんの話だ。たちの悪い人種？

「噓うそつきとか、人殺しとか、そういうことか？」

「噓は一つのスキルですよ。殺人も国家やイデオロギーのもとで行われれば、なんら悪いことではありません。むしろ引き金を引けない人間が無能呼ばわりされる状じよう況きようもありえるでしょう。たとえば今まさに敵が味方を蹂じゆう躙りんしようとしているその時とか」

「……」

「分かりませんか？」

　のぞきこむようにして問いかけられる。しばらく考えた後、かぶりを振ふった。

「この世でもっとも始末に負えない者はですね。自らを強者と勘かん違ちがいしている弱者です」

　琥こ珀はく色の双そう眸ぼうがすぼまった。

「己おのれを弱者と考えている者は慎しん重ちようになります。何せ世界には自分より強いものがあふれているのですから。状じよう況きようを見極きわめ、安全策に安全策を重ね行動に移る。いえ、そもそも行動を起こさないかもしれません。予想される困難に尻しりごみし見ないふりを続ける。ですが何も問題はありません。無む為いに伴ともなう影えい響きようはゼロ。プラスにもマイナスにもなりえないのですから」

　反対に、と絹のような声が続けた。

「強者を自じ認にんする者は行動を躊ちゆう躇ちよしません。自分は強いのだから、自分に勝てる相手などいないのだから、そう思考停止して突つき進みます。彼が本当に強ければいいでしょう、世界の全すべてを敵に回しても勝利できる実力があるのなら何をしても責められません。ですが多くの場合、その自信は偽にせ物ものです。そして弱者が考えなしに動いた結果は常に悲劇です。考えてもみてください。あなたの友人が実力もわきまえず非合法集団を敵に回したら、その揉もめごとに巻きこまれたとしたら」

「イーグルのことを言ってるのか」

　大した力もないのにエース気取り。根こん拠きよなき自信とそれに伴ともなう行動は味方全部を危険にさらす。だから思い知らせてやった。長く伸のびた鼻をへしおってやった。

　ファントムは直接質問に答えることなく、首を傾かたむけた。

　妖よう艶えんに口こう角かくをもたげ。

「悪いことはしていませんわ」

　ぞくりと背筋に冷たいものが走る。

　笑え顔がおの奥にとてつもなく冷えた心を感じた。先さき程ほど空で感じたのと同じ。喉のど元もとに匕首あいくちを突つきつけられたような圧力。

　怖こわい、この少女は怖い。

「お話は以上でしょうか」

「……」

「では、お先に失礼します」

　丁てい寧ねいに一礼して踵きびすを返す。呼び止めることもできない。沈ちん黙もくしたまま後ろ姿を見送りかけた時だった。

「なんでズルしたの？」

　小鳥のさえずりを思わせる声。

　ペールピンクの髪かみが揺ゆれた。気づけば橫にグリペンが立っている。唇くちびるを結び硬かたい表情でファントムを見つめていた。

「ズル？」

　ファントムが振ふり向いた。何のことを言っているのか分からないという表情。困こん惑わく気味に。

「負けたからといって相手を不正呼ばわりは感心しませんね。品性が疑われますよ」

「真しん剣けん勝負でズルした方がだめだと思う」

「お、おいグリペン」

　何をむきになってるんだ。らしくないぞと言いかけた瞬しゆん間かん。

　グリペンの指がファントムを示した。

「データ・リンクに変な情報を混ぜてた」

　データ・リンク？

　なんのことだ。訊たずね返そうとして異様な雰ふん囲い気きに気づく。

　ファントムが表情を消していた。瞳ひとみの明度が下がり金属のようになっている。口元の笑えみが消失していた。

「アニマはＥＰＣＭ下での情報伝でん達たつ用に専用の通信経路を持っている。相そう互ごの位置・センサー情報を共有して共同作戦しやすくする仕組み、それがデータ・リンク。通信自体は厳重に暗号化されているけど流れてくるデータへの防ぼう御ぎよ機構はない。原則としてデータ・リンクを張れるのは味方だけだから。与あたえられた情報は簡単な整合性チェックのみで受け入れ・処理される」

「おい、おい待てよ」

　模も擬ぎ戦せん闘とう中ファントムが見せた異様な動き。あたかもワープしたかのごとく機体をあちこちに出現させていた。だが自分達は常に彼女を視し認にんしていたわけではない。ある程度はレーダーに頼たより確認を行っていた。だとすれば。

　──誤った機位情報をデータ・リンクに流し現在位置を誤認させる。相手がそちらに気を取られている間に攻こう撃げきポジションへ移動、襲しゆう撃げきする。

　クラッキング。

「反則じゃないか」

　ズルという言葉が腑ふに落ちた。なるほどグリペンが憤ふん慨がいするのも分かる。こんなことをやる相手に強者の論理など語られたくない。

　我知らず視線が厳しくなる。ファントムは溜ため息いきを一回、肩かたをすくめた。

「ええ反則です。ですが実際の戦闘にルールブックなどないでしょう？　あらゆる手段を使って勝ちに臨のぞむのが当然では？」

「実際の戦闘で味方同士が偽にせ情報を流しあったりするのか？　少なくともイーグルやグリペンはそんな真ま似ねしてなかったぞ。仮におまえの中でそういうことが日常的にあるっていうなら」

　息いき継つぎして語気を強める。和人形のような面おもてを睨にらみつけ。

「味方にとって有害なのは一体どっちだろうな」

　ファントムは反応を示さなかった。涼すずやかな笑みが口元に蘇よみがえっている。先さき程ほど見えた揺ゆらぎも一いつ瞬しゆんのうちに収まっていた。

　鎧よろいみたいな笑え顔がおだ。

　複雑怪かい奇きな心を隠かくす美び麗れい極きわまりない仮面。

「もう、よろしいかしら？」

　立ち去りかけた彼女にグリペンが「待って」と呼びかける。

「一個だけ訊きかせて」

　無表情な顔に、それとは対照的な真しん摯しさが浮かび上がっていた。

「あなたほどの実力なら普ふ通つうにやっても今日の空戦に勝てたはず。わざわざデータ・リンクをいじる必要なんてない。戦せん闘とう機動だけで私達を圧あつ倒とうできたと思う。なのになぜ？」

「完全にねじ伏ふせないと意味がありませんから」

　断ち切るような返答。

　気づけば彼女は歩き去っていた。周囲の喧けん噪そうが戻もどってくる。整備員の声が方々から響ひびいてきた。

「変わった子」

　ぽつりとグリペンがつぶやいた。




「ファントムがそんなことを言っていたか」

　脂やに臭くさい煙草たばこ部屋で八や代しろ通どおりが紫し煙えんをくゆらせた。古びた長なが椅い子すに橫並びで座っていると、煙けむりが丁ちよう度ど顔の位置に漂ただよってくる。煙けむたい。できればもう少し距きよ離りを取りたいが喫きつ煙えんスペースの椅子は一つしかない。どんなに離はなれてもニコチンの雲がたどりついてくる。白衣の男がもう少し気を遣つかってくれればよいが、そういう人並みの感覚を期待するのは無理というものだろう。

「なんなんですか、あのアニマは一体」

　顔の前を払はらいながら訊たずねる。

「味方をクラックして撃げき墜ついとかおかしいですよ。そりゃあくまで訓練ですけど、グリペンが見抜ぬけなきゃ分からなかったわけでしょう？　ばれなかったらあいつ、何食わぬ顔でイーグルを無能呼ばわりしてましたよ。性格が悪いというかぶっちゃけ怖こわいです。どうしてあんなの呼び寄せたんですか」

「イーグルとグリペンの二機だけじゃ部隊編制できんだろう」

「数合わせですか!?」

「まぁ半分はな」

　とんでもないことをさらりと告白して八や代しろ通どおりは灰皿を引き寄せた。

「もちろんファントムの実力を評価して、というのが最大の理由だがな。実際に手合わせしたなら分かっただろう。圧あつ倒とう的な技量・実力・戦闘経験値、今のイーグルやグリペンでは太た刀ち打うちしようもない。大陸失しつ陥かんで最前線となった小こ松まつには欠かせない戦力だ」

「それは」

　分かる。分かるのだが。

「でも今のままじゃチームプレイなんてできませんよ」

　八や代しろ通どおりは天てん井じようを見上げた。憂ゆう鬱うつそうに煙草たばこを吸う。

「君はあいつのことを悪人だと思っているのか」

「悪人」

　ううん。なんと言うのだろう。

「善人っぽくはないですよね。油断できないというか、何考えてるか分からない感じで。いつ後ろから撃うたれてもおかしくないっていうか」

「そうか、ではその誤解だけ正しておこう」

　巨きよ体たいが椅い子すに座り直した。背筋を伸のばし。

「ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭ、あいつの価値観・最優先事じ項こうはな、人類の救済だ」

「は？」

　人類の救済？

「な、なんですかそのスケールの馬ば鹿かでかい話は。なんかのたとえですか」

「言葉通りだよ。正体不明のエイリアンから人類を救う、守り切る。いいか、『人間を』じゃないぞ『人類を』だ。あいつは本気で人という種しゆ全体を守ろうとしている。あらゆる手段を講じて、必要とあらば既き存そんの秩ちつ序じよや体制を破は壊かいしてもだ」

「それと今回の行動がどう絡からむんですか」

「人類を守るためにはまず自分自身が生き残らなければならない。だから己おのれが戦いやすい環かん境きようを全力で作る。戦闘の妨さまたげになるものを排はい除じよし、反はん抗こう的な味方をねじ伏ふせる。そのために多少荒あらっぽい手段が必要でもな」

　えー……っと。

　あまりにも異質な価値観だった。

　圧あつ倒とう的な実力差で周囲をねじ伏せ黙だまらせる。邪じや魔まする者は容よう赦しやしない。全すべては世界を救うため、人類救済のため。敵だろうが味方だろうが粉ふん砕さいし突つき進む。エメラルドグリーンのフルメタルゴースト、亡霊フアントム。

（な、なんて傍はた迷めい惑わくな）

　救世主にしては乱暴すぎるだろう。ザイとどっちが災さい厄やくか分からなくなってくる。

「まぁ自衛隊の生み出した最初のアニマ、俺にとっても処女作だからな。色々妙みような期待をかけすぎたのかもしれん。次のアニマがいつ生まれるか分からなかったし、単機で全てを引き受けようと思ってしまったのかもな」

「そんなこと……無理でしょう」

　たった一人で人類の存亡を担になうなど。

「無理だな。だがそう思ってしまったし、今でも同じように考えているのだろう。だから今日みたいな行動に出る」

　八や代しろ通どおりは次の煙草たばこを取り出した。

「あいつ、三み沢さわ基地に配属されていたと言っただろう」

「ええ」

「不思議なことに三沢ではアニマ関係のトラブルがまったく起きていなかった。小こ松まつではあれだけグリペン絡がらみで揉もめたにもかかわらずだ。一体何が違ちがったのか。土地柄がらか、サポートスタッフの問題か、それともファントムというキャラクター自体が隊員に受け入れられやすかったのか。色々考えたが最近ようやく答えが分かった。なんでだと思う？」

「さぁ」

「あいつ、基地内の通信網もう・カメラを押おさえて職員の全情報を把は握あくしてやがった。ご丁てい寧ねいに暗号化通信まで解読してな。人間達の関係・弱味・秘密を公私問わず搔かき集めていた。まぁそれだけならただののぞき趣しゆ味みだがな、問題は集めた情報の使い方だ」

「脅きよう迫はくでもしたんですか」

　八代通はかぶりを振ふった。

「もっと悪い。あいつ自分の持ってるネタを噂うわさとして流したんだ。それが誰だれに伝わるか、どう受け取られるか完かん璧ぺきに計算し尽つくしてな。結果基地内では見えざる対立関係が無数にできあがりアニマを異い端たん視するどころじゃなくなった。典型的な分断統治だな。Divide et impera、分割して支配せよ。まったく見事なもんだ」

「……」

　見事というか恐おそろしい。今こうしている間にも自分の情報が抜ぬかれているのではないか。しかも単にプライバシーが暴あばかれるだけでなく、誰だれかとの対立をもくろまれて。考えるだけでも恐おそろしかった。

「繰くり返しますけど、なんでそんな奴やつを呼んだんですか」

「最近まで分からなかったんだ。上がってくる情報は奴を肯こう定ていするものばかりだったしな。だから新部隊の潤じゆん滑かつ油ゆには丁ちよう度どいいと思ったんだが」

　潤滑油どころかガソリン級の危険物だったということか。

　八代通は溜ため息いきをついた。

「一応三沢と同じことはやるなと注意しておいたが、まぁ無む駄だか、今の話を聞く限り」

　やりたいようにやり動きたいように動くだろう。あいつの信じるままに。

　男の声は疲ひ労ろうを含ふくんでいた。昨日と同じ、らしくもない投げやりな表情。

「ひょっとして昨日の相談ってファントムのことですか？」

　こくりとうなずかれる。

「イーグルはあの通りの性格だからな、ファントムとうまくやるのは期待できない。俺相手には猫ねこを被かぶっているだろうし、君とグリペンならあるいはと思ったんだが」

「……すみません、もう決けつ裂れつ済みです」

　あるいはグリペンが彼女の小細工を見抜ぬかなければ融ゆう和わの余地もあったかもしれない。が今いま更さら言っても詮せんないことだ。

　白衣の男は瞑めい目もくした。唇くちびるを歪ゆがめ深呼吸する。

「君にする話でもないがな。今回の部隊編制で俺はかなり無茶をした。それこそ結果が出なければ詰つめ腹ばらを切らされるレベルでな。まぁ地位や名めい誉よに未練などないが、推すい進しん者の俺がいなくなればアニマ関連の予算は削けずられる。ひょっとしたら運用を継けい続ぞくできない程度に減らされるかもしれない」

「グリペン達を廃はい棄きするってことですか」

「能動的に処分しなくても金がなくなれば自然に立たち枯がれるものさ、組織なんてのは」

　自じ嘲ちよう気味に笑って肩かたをすくめる。

　いや、いやまずいだろう。笑いごとじゃない。

「どうするんです」

「どうもこうも、とっととあいつらをまとめあげて成果を挙げる。他ほかに手はない」

「方法は？」

「飲み会でも開くか、懇こん親しんを兼かねて」

「未成年の集団を引き連れてですか、捕つかまりますよ」

　まぁ機体年ねん齢れいだけならファントム・イーグルあたりはそこそこいっていそうだが。

「冗じよう談だんだ。現実的な話としては、きちんと役割分ぶん担たんして互たがいの絡からみを少なくするしかないだろうな。前衛と後衛、昼間シフトと夜間シフト、索さく敵てきと防空なんて感じで。なるべく両者顔を合わせないようにして」

　それはチームの意味があるのか？

　八や代しろ通どおりは「さて、そろそろ時間だな」と腕うで時ど計けいをのぞきこんだ。煙草たばこの箱を胸ポケットにねじこむ。

「君もファントムのことで何か気づいたらすぐ上げるようにしてくれ。グリペンにも伝えておいてもらえると助かる」

「はい、って八代通さんからは言わないんですか」

　もともとチーム云うん々ぬんの発表をしたのは八代通だ。先さき程ほどの訓練の総そう括かつを含ふくめ直接話した方がいいのではと思ったが。

「俺には俺の仕事がある」

　毅き然ぜんとした口調で宣言された。太い顎あごを持ち上げ、鷹たかのような眼まな差ざしで。

「イーグルをあやして奴やつの機き嫌げんを回復させる。放ほうっておくとずっと拗すねてるからな、パフェでも食わせて今日のことを忘れさせないと」

　どうにもしまらない話だった。




　別に待ち合わせしていたわけではないが、執しつ務む棟とうを出ると入り口脇わきにグリペンが待っていた。両膝ひざを胸につけしゃがみこんでいる。小さい、気をつけないとうっかりけつまずいてしまいそうだ。白い指が眠ねむたげな目もとをぬぐう。

「ハルカとの話、終わった？」

「まぁ終わったといえば終わったな」

　何も片づいてないが。

「とりあえず食事行くか？　色々伝えたいこともあるけど長くなりそうだし」

「うん」

　長い髪かみを揺ゆらし立ち上がる。眠気を払はらうように両手で頰ほおを叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　一休みしてからでもいいんだぞ」

「平気。今は睡すい眠みんより食事の方が優先」

「そ、そうか」

「朝食べてないし。お腹なかすいて死にそう」

　まずいじゃないか。

　慌あわてて手を引き食堂に向かう。考えてみれば早朝のブリーフィングから水一いつ滴てきも補ほ充じゆうしていない。早く何か食べさせてやらなければ。

　照りつける太陽に体力を削けずられながら厚生施し設せつにたどりつく。ようやくのことで空調の効いた屋内に入ると。

「うわ」

　想像以上に混雑していた。制服姿の男達が慌ただしく食事を続けている。入れ替かわり立ち替わり配はい膳ぜん台からトレイが運び出されていった。

　時計を確かく認にん、時刻は昼の十二時を過ぎている。一日で一番混む時間帯だ。

　どうしよう。

　別に満席でないが落ち着いて食事できる雰ふん囲い気きでもない。何よりアニマの存在は隊員達を緊きん張ちようさせる。張り詰つめた空気に囲まれて昼食を取るのは、なかなか気詰まりなものだった。実際ちらちらこちらをうかがってくる人もいるし。

「食べてくか？」

　一応訊たずねるとグリペンは首を傾かしげた。ううんと唸うなりつつ。

「すくのを待つ」

「待てるのか」

「倒たおれたら介かい抱ほうして」

「そういうのは待てるって言わないんだよ」

　溜ため息いき交じりに突っこんで渋じゆう面めんを作る。単純に食料を仕入れるだけなら売店で買う手もあるが、ではどこで食べる？　まさかこの炎えん天てん下かでピクニックというわけにもいかないし。隊員宿舎は……あんな監かん視しカメラだらけの空間、できれば二度と立ち入りたくない。

　仮に屋外でも森の中とか屋根のあるスペースならいいんだろうけど。

　人ひと気けが少なくて日差しを防げて風通しがよいところ。

（って、あるじゃないか）

　他ほかでもないグリペンのプライベートスペース。旧海軍飛行隊の掩えん体たい壕ごう。あそこなら松林の中だし分厚いコンクリートが陽光を遮さえぎってくれる。

「おいグリペン」

　両手を叩たたき振ふり返ると桃もも色いろ髪がみの少女が倒たおれていた。

「おーい!?」

　意識障害ならともかく空腹でダウンとか予想外すぎるぞ！

　周囲の視線を感じつつ彼女を背負う。逃にげるように食堂から出て売店へ、目につく食料を手当たり次し第だいに購こう入にゆうした。

　厚生施し設せつから掩体壕までは徒歩で七、八分かかる。決して短い距きよ離りではない。人目を気にしつつ、なるべく歩ほを速めて目的地に向かった。何せ前後不覚の少女をおぶっているのだ。いささか事件性のある絵え面づらになっているのは否いなめない。林道に突とつ入にゆう、コンクリート造りのアーチに少女を押しこんだ。

　はぁ、はぁ。

　荒あらい息を整えながら周囲を確かく認にんする。よし、誰だれもいないな。警衛が追っかけてきている様子もなさそうだ。

　柔やわらかそうな頰ほおをタップする。

「おい、グリペン起きろ。ごはん食べるぞ」

「うう……う？」

　灰色の目が開く。ぼんやりした表情で。

「天国？」

「縁えん起ぎでもないこと言うな。ほら、飲むヨーグルト買ってきてやったぞ」

　売店のレジ袋ぶくろを見て細い眉まゆが動く。無言のまま手を伸のばしてきた。

「二本ある」

「一本は俺の分な」

「聞こえない」

「聞けよ。ていうか何食わぬ顔して両方持っていこうとするな」

　そんなに好きなのか？　確かに好物だと言っていたけど。

　幼児のごとく紙パックを抱かかえこむ彼女に袋を預ける。諦あきらめる。まぁいいや、好きに飲むなり食べるなりしてくれ。

　風が葉音を奏かなでた。木こ漏もれ日びが揺ゆれ地面の影かげを動かす。先さき程ほどまでの高温が噓うそのような過ごしやすさだ。身体からだだけでなく心まで安らいでいく。

「はい」

　とグリペンが唐から揚あげを一個、箸はしでつまんだ。

「あーん」

「おう、サンクス」

　って、いやいやいや。

「どこで覚えたそんな言葉」

「メンテスタッフの人が、こうすると男はイチコロって」

「一回そのスタッフ連れてこい、説教してやる」

　だから戦せん闘とう機相手に何をイチコロにさせるつもりだと。

「嬉うれしくないの？」

「そういうことはな、もうちょっと特別な人にやるもんだよ。仮におまえが普ふ通つうの人間だとしても」

　こくりと細い首が傾かたむく。わずかに考えて。

「慧けいは特別な存在だと思う」

「だからそういうんじゃなくて。ほら、好きとか愛してるとか」

「慧、好き、愛してる」

「棒読みで言うな！　てか言葉の意味をもう少し理解してから喋しやべれ！」

　誤解しそうになるだろう。やばい、ちょっとドキドキしてきた。

　まぁ裏表がないだけ素す直なおに受け止められるが。意識障害の処しよ方ほう箋せんとしてはさておき、普通に憎にくからず思ってくれているのだろう。恋や愛とは別次元で、ともに生死の境界線上で戦った仲間として。

　反面あのファントムときたら口に出す言葉のことごとくが信用できない。表情と言動と内心が全すべて食い違ちがっているように思えた。イーグルはどうだろう？　素直は素直だが、自分のことしか考えていない印象だ。イーグルはね、楽しいことが大好きなの！　もっと面おも白しろいこといっぱいいっぱい教えて！　って感じで。

「おまえらってさ、本当千差万別だよな」

　我知らず感想が漏もれていた。グリペンは「ん？」と瞬まばたきした。

「いや、同じアニマでも個性豊かというか方向性がバラバラっていうか。そりゃ仲よくはいかないだろうって感じで。あれじゃないか？　色んな戦せん闘とう機使うからまずいとか。ＪＡＳ39ならＪＡＳ39、Ｆ─15ならＦ─15でまとめてみれば」

「それは無理」

「無理？」

　なんでだ。

「同じ機種からは一機しかアニマは成立しない。イーグルが誕たん生じようした時点でＦ─15系列のドーター化は終しゆう了りよう。あの子はＪ型だけど、Ｃ型・Ｄ型のアニマはもう生まれてこない。Ｅ型くらい別の機体になってしまえばまた話は別だけど」

「んん……ん？」

　いまいち理り屈くつがよく分からない。ドーターは撃つい墜げきされたザイのコアユニットを適合させて生み出される。確かに相性問題はあるようだが一機種一アニマなんて制約ありえるのか？

「種しゆとしての意思の象しよう徴ちようなんじゃないかって。人類が総体として生存本能を持つように、ＪＡＳ39やＦ─15という『種』も固有のキャラクタ・存在意義を備えている。そのアイコンがアニマなんじゃないかって。個々の機体だけで生み出せるほど魂たましいの創造は易しくないから、とか」

「えらく哲てつ学がく的な話だな。八や代しろ通どおりさんが言っていたのか？」

　科学の徒にしてはややオカルトめいた考察だ。意外とロマンチストなのか、顔に似合わず詩的な、と思ったが。

「あれ、これ誰だれが言った話だっけ」

　またか。

　たまに記き憶おくが混こん濁だくするんだよなこいつ。「いいから食べろ」と頭を押おさえる。グリペンは「んー」と唸うなりながら食事に戻った。

　先さき程ほどの唐から揚あげを今度は自分で口に運ぶ。衣の食感を楽しみながら。

「だとすると結局、おまえ達が仲よくやるしかないんだよな」

「え？」

「いや、ＪＡＳ39のアニマ部隊を作れないとするとさ。イーグル・ファントム・おまえっていうバラバラの連中が一つにまとまっていくしかないんだなって。考えに考えた挙げ句、話がもとの場所に戻もどった感じ」

「……？」

「ああ、えーっと、ちゃんと説明するとだな」

　先程煙草たばこ部屋で話した内容を共有する。八代通の苦境、ファントム招しよう聘へいの背景、そして彼女の特とく殊しゆなパーソナリティについて。

「人類の救済」

　グリペンが繰くり返す。やはり大げさな言葉に驚おどろいているのか、と思ったが。

「それは分かる気がする」

「分かるのか？」

「一応、過去のアニマの経験値もデータとして受け継ついでいるから、最初に開発された子達がどれだけ重圧を背負っていたかは分かっているつもり。自分がやられたらもうあとがない、何もかも終わってしまう、そういう考えで生きてきただろうから、イーグルみたいに気楽になれないのは当然だと思う。別にファントムだけじゃなくて他ほかの国のアニマも同じ」

「他の国のアニマ？」

　予期せぬ言葉が出てきた。

「ちょっと待てよ、おまえらみたいなのが外国にもいるのか？」

「うん」

　とうなずき。

「アニマ・ドーターの研究はロシアが最初だから。ファルクラム？　フランカー？　だかが世界初のアニマのはず。次が日本のファントム、遅おくれてアメリカのライノ。ロシア人はザイと遭そう遇ぐうした時期が早かった分、研究も進んでたんだって。でなければ露ろ助すけ風ふ情ぜいに俺が負けるものかってハルカが愚ぐ痴ちってた」

「そう……なのか」

　いや八や代しろ通どおりの恨うらみ節ぶしはどうでもいいが、海外にもグリペンのような存在がいるというのは衝しよう撃げきだった。アメリカのアニマ、やはり国くに柄がらを反映してグラマラスなのだろうか。胸とか腰こしとかぼーん、って感じで。

「慧けい、にやけてる」

「ん？　勘かん違ちがいだろう。俺は真ま面じ目め、真しん剣けんだ」

　視線を鋭するどくして向き直る。

「まぁ話を戻もどして、そういう最初のアニマ達がすごいプレッシャーにさらされてたとしてだ。だからってみんなファントムみたいに自己中心的なのか？　人類救済のためなら周囲の仲間は切り捨ててもいいって感じなのか」

「それは」

　やや悩なやましげな表情。

「ちょっと違うかも」

「だったらやっぱりあいつが特とく殊しゆなんだろう。だいたい昔はどうあれ今は仲間のアニマがいるんだから『自分が負けたら全部終わり』って状じよう況きようでもないだろう。だったら考え方を変えて、どっちかっていえば周りと仲よくすることを重視していかないと。一人より二人、三人の方ができることも増えるんだし。簡単な理り屈くつだと思うんだけど、分からないかな」

「私に言われても」

「ん」

　確かにグリペンに熱弁していても仕方ないか。本人に直接言わないと。

　ただどうも苦手なんだよなぁファントムは。できればあまり会話をしたくない。

「そんなことより慧」

　グリペンの口調が変わった。四よつん這ばいの姿勢で詰つめ寄ってくる。

「私達には私達の課題がある」

「課題？」

「戦せん闘とう訓練できちんと勝つ。小こ松まつ基地の戦力になる。イーグルにもファントムにも負けて今の私達は最弱・最底辺。かなりの非常事態」

「ああ……」

　確かにそっちの問題もあったか。ファントムの件で頭がいっぱいになり抜ぬけ落ちていた。俺の方でも何かよい手段を考えると言ってたよな。よい手段、よい手段ね。ううん。

　グリペンが手を挙げた。

「一つ考えてみた」

　ほう。

　興味を引かれ座り直す。灰色の瞳ひとみがまっすぐにこちらを見つめてきた。

「ドーターは10Ｇ以上のマニューバに耐たえるため機体強度の向上が図られている。具体的には構造材の追加・増量とか。もちろん重量は増えるけど、そこはペイロードを減らすという思想。ただ私達はどのみち10Ｇ以上出しづらいから」

「うん」

「構造材を撤てつ去きよして軽量化、浮いた分のエンジンパワーで積める燃料・武装を増やす」

「それまかりまちがって高Ｇ機動かけたらどうなるんだ？」

「機体が分解する」

「だめだろう！」

　今だって別に徹てつ頭とう徹てつ尾び９Ｇ以下の飛行ではないのだ。緊急避ひ難なんの機動で空中分解したら洒落しやれにならなかった。

「じゃあ構造材じゃなく防ぼう弾だん・消火装備を外す」

「それもだめだ！　頼たのむから生存率を減らす方向で考えるのはやめてくれ！」

　むぅ、とグリペンが唸うなる。ややむくれた表情で飲むヨーグルトを取り上げた。あまり面おも白しろくなさそうなのはそこそこ自信のあるアイディアだったからか。意外と後先考えず突つっ走る性格だ。危あやうい。

（まぁ俺もきちんと代案出せって話なんだけど）

　他人の意見にケチをつけているだけでは格好悪い。きっちり対策を練らなければ。小松基地がつかのまの平和を享きよう受じゆしている間に、ザイが海の向こうでとどまっている間に。

「ん」

　グリペンが顔を上げた。

　海の方を見て瞬まばたきしている。

「どうした？」

「何か、動いた気がした」

「何か？」

　振ふり向いてみるも特に変化はない。なんだろう、鳥でも飛び去っていったのか。

　視線を戻もどすとまだグリペンは外を眺ながめていた。気のせいか、その瞳ひとみが遥はるか水平線の彼方かなたを見据すえているように思えた。
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　七月二十六日は久しぶりの休日だった。

　いや学校のカレンダー的に言えば今は夏休みで、別に昨日も明日も明後日あさつてだって休日なのだが自分は少々特とく殊しゆな事情を抱かかえている。つまり夏期休きゆう暇かの最中で補講もなく、なおかつ小こ松まつ基地のバイトもなくならない限り本当の意味でのオフにならない。あらためて考えると凄すさまじいハードスケジュールだった。しかも折に触ふれてトレーニングまでしているのだから肉体疲ひ労ろう度はかなりのものになっているはずだ。若さに任せて無茶するとあとが大変だよ、というのは宋ソンおじさん──明華ミンホアの親おや父じさんの言葉だったか。当時は無茶する状じよう況きようなどなかったからぴんとこなかったが、今こそ彼の教訓に従うべきだろう。

　今日は休もう。

　ゆっくり寝ねていよう。

　最近考えすぎて頭もごちゃごちゃしてるし。

　朝八時、タオルケットを頭まで引き上げていると唐とう突とつに扉とびらが開いた。

「ちょっと慧けい、いつまで寝てるの！　もう朝だよ」

　……。

「あのなぁ、明華」

　恨うらみがましい口調になったのは幼なじみの表情にしてやったりという色を見つけたからだ。よし、今日はきっちり起こしに来られた。慧に先手を打たれなかった。えっへん。

　えっへんじゃねぇよ。

「なんだ？　おまえの中で朝の目覚ましは勝負か何かなのか？　俺が先に起きてると精神衛生上よくないのか。そういうの健全じゃないと思うぞ。同じ情熱をもっと有意義なことに使ったらどうだ」

「何わけの分からないこと言ってるの。今日は買い出しに行こうって前から話してたでしょ。久しぶりのオフだしって」

　ああ。

　言われてみればそんなことを話していたな。祖父母が足を痛めているため日用品の買い物は自分達居候いそうろうの仕事になっている。細こま々ごましたものは学校・バイト帰りに購こう入にゆうしているが、米や水・缶かん詰づめなどの重量物はさすがに運びきれない。休みの日に二人で協力し買ってこようと相談していたのだが今日がその日と、ふむ。

「にしてもまだ八時だぞ？　店開いてないだろう、別に急いで行かなくっても」

「あまーい！」

　カラフルな大判のチラシがつきつけられる。紙面に躍おどる特売・売り切れご免めんの文字。近きん隣りんスーパーの広告だった。

「開店が九時だとして行列考えると三十分前到とう着ちやくがマスト。片道十分で朝ご飯や着き替がえもあるからもうギリギリだよ。むしろ遅おそいくらい！」

「遅おそいくらいっておまえ」

「というわけでとっとと起きる！　快起床吧！」

　強ごう引いんにタオルケットを引きはがされた。転がったはずみでベッドから落ちそうになる。危ない。慌あわててシーツにしがみつくと頭にズボンやシャツが降ってきた。

「十分後に玄げん関かん前集合で。あ、朝ご飯はおにぎり作ってあるから。適当に食べといて！」

　言いたい放題言って部屋から出ていく。スリッパの音が遠ざかっていった。

（ったく）

　元気だよな。

　あいつだって日々家事と勉強をこなしているだろうに。まったく体力の尽つきる様子がない。きちんと鍛きたえたら戦せん闘とう機くらい乗りこなせるんじゃないだろうか？　自分などよりはるかにうまく。

　嘆たん息そくしつつ着き替がえをすます。食事の時間は五分も残されていなかった。




　遅いくらい。

　正直その言葉は誇こ張ちようか何かだと思っていた。寝ねぼけた自分に活を入れるための発はつ破ぱ、檄げきの類たぐい。

　だが開店前のショッピングセンターは異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。周囲の客達が目を輝かがやかせている。「準備中」と書かれた正面入り口の前でチラシを握にぎりしめていた。荒あらい息づかいが重なりあって聞こえてくる。凄すさまじい緊きん張ちよう感だ。小こ松まつ基地のアラート待機もかくやというピリピリした空気。

「お、おい明華ミンホア？　この人達、買い物に来たんだよな？」

　明華は両腕うでを重ねストレッチしていた。「ん？」と目だけを向けてくる。

「当たり前でしょ。ショッピングセンターなんだし」

「そりゃそうだけど」

　殺気立ってる。

　そう、みんな殺気立ってるのだ。あたかも試合前の闘とう牛ぎゆうのように。狩かりに臨のぞむ猟りよう犬けんのように。

　傍かたわらの主婦が携けい帯たい端たん末まつを取り出した。エコバッグを身体からだに引き寄せ。

「ヒヨシ・リーダーより各員。二時の方向にアメヤ町の連中を確かく認にん。こちらの頭を抑おさえつつ別チームで突とつ入にゆうを図る模様。撃げき退たいしろ」

『ヒヨシ02、ラジャー』

『ヒヨシ03、ラジャー』

　なんだかよく分からないやりとりが交かわされている。明華が「よし」とつぶやいてストレッチを切り上げた。

「このあたりじゃ一番思い切った値下げをする店だしね。チラシ見た人はだいたい集まってるんじゃないかな？　特に今週はほら、駅ナカにオープンした商業施し設せつ、あれへの対たい抗こうで史上空前のセールをやってるから。普ふ段だん別の店に行く人も集まってきてるのかも」

「史上空前」

「本当はもっといいポジション取りたかったけど、まぁ慧けい起こすの遅おくれちゃったしね。しょうがないか。出遅れた分は開店早々のラッシュで取り戻もどそう」

　慧。

　と呼ばわれた。

　大ぶりな目が強い意志をたたえる。

「生き残ろう」

　開店でーす！

　店員の叫さけびに人混みが動いた。

　そして地上の地じ獄ごくが現出した。




「疲つかれた」

　一階ファーストフード店のテーブルに突つっ伏ぷす。

　開店時の狂きよう騒そうが過ぎ去りショッピングセンターは平時の穏おだやかさを取り戻していた。家族連れが談笑しながらホールを行き交かっている。店内放送が一昔前のヒット曲を流していた。

　身体からだが痛い。四方八方からのタックルとチャージで頭がくらくらしている。いや、あいつら主婦とか絶対噓うそだろう。きっとアメフトか何かの選手に違ちがいない。ラフファイトが堂に入りすぎている。

「まぁお疲れ、って言いたいところだけど」

　明華ミンホアがレジ袋ぶくろを取り上げた。中身を確かく認にんして嘆たん息そく。

「やっぱり出遅れたなぁ。結局これしかセール品買えなかったし」

　照明に照らされたパックは黒くろ豚ぶたのもも・肩かた肉にく切り落としだった。どうやら限定十品の黒くろ毛げ和わ牛ぎゆうを狙ねらっていたらしい。うまく食材が揃そろえば今日の夕食をすき焼きにするつもりだったようだが。

「仕方ないか。献こん立だて変へん更こうね、シンプルに豚の生しよう姜が焼やきにしよう」

「え、マジで？」

「だって買ったお肉使わないわけにはいかないし」

　ううと唸うなって顔を伏せる。朝からの疲ひ労ろうが一気に蘇よみがえってきた。折角の休みに早起きまでしてなんという有あり様さまだ。ああ牛肉、とろとろの溶とき卵たまごですき焼きにして食べたかったな。

「そんなに落ちこまないでよ。こんなの半分時の運みたいなもんだから」

「……」

「ああっ、もう」

　苛いら立だたしげに天てん井じようを仰あおいで立ち上がる。勇ましく胸を張り。

「仕方ないな。じゃあ頑がん張ばったご褒ほう美びに明華ミンホア姉ねえさんが何か奢おごってあげる。なんでも好きなもの言ってみなさい！」

「！　好きなもの!?」

「そ、そのかわり！」

　わずかに頰ほおが紅潮する。眉まゆ根ねが寄り気き恥はずかしげな表情になった。

「午後ちょっと付き合ってよ。どうせ暇ひまなんでしょ？　駅ナカの商店街、まだ行ってないから見てみたいんだけど」

「？　買い物があるならここですませてけばいいだろ」

　すごい視線で睨にらまれた。なんだろう、何か変なことを言ったか？　自分。

「付き合ってくれないなら奢らない」

「いやごめん。付き合う、付き合うよ」

　慌あわててなだめすかし注文の許可をもらう。壁かべのメニュープレートを確かく認にん、さて何を頼たのもうか、折角だから普ふ段だん食べられないものをと思った時。

　携けい帯たい端たん末まつが震ふるえた。

「はい、もしもし」

『慧けい、緊きん急きゆう招集』

　グリペンだった。なんの前置きもない一方的な通知。
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『十五分後にブリーフィング、技ぎ本ほんの執しつ務む棟とうに集合ってハルカから。用件は来たら話すって』

「おい、そんないきなり言われても」

『待ってる』

　ぶつりと電話が切れた。

「でね、慧けい。とりあえず駅ナカのお店回るとして、そのあとどうしようって話なんだけど」

　明華ミンホアが自分の携けい帯たい端たん末まつをのぞきこんでいた。あまりに短い通話だったため気づいていないらしい。予定表らしきものを熱心にスクロールしている。

「少し距きよ離りあるけど木き場ば潟がた公園ってとこ行ってみない？　なんか大きな湖があって眺ながめがいいらしいよ。貸ボートとかもやってるみたいで」

「悪い明華、ちょっと急用が入った」

「は？」

　ボディバッグを手に立ち上がる。自転車の鍵かぎを取り出し。

「バイト先から呼び出しですぐ来てくれって。すまない、駅ナカの買い物はまた今度付き合うよ」

「ちょ、ちょっと慧!?」

　時間がない。基地までは直線距離で約四キロ。自転車なら全力疾しつ走そうしてもギリギリというところだ。いや、厳しいか？　今の時間帯ならタクシーをつかまえた方がいいかもしれない。もちろん代金は八や代しろ通どおりに請せい求きゆうする形で。

　呆あつ気けに取られる明華を残して走り出す。ややあって背後で「なんなのよー！」という声が響ひびいた。




「本日〇六三〇、東シナ海南西部の防空識別圏けんにザイが侵しん入にゆうした。ただちに那な覇は基地所属の自衛隊機・嘉か手で納なの米軍機がスクランブルしたものの双そう方ほう被ひ害がいは大きく撃げき退たいに至っていない。敵残存勢力は石いし垣がき島じま北方百五十キロ上空を周回中。観測機の報告によれば一部が近きん隣りんの無人島に落下したらしい。ひょっとして燃料切れかとも思われたが」

　プロジェクターのスライドが切り替かわる。山がちな小島の空くう撮さつ写真が映し出された。うっそうと茂しげる木々の合間に妙みような煌きらめきがある。居並ぶアニマ達に八代通は画像を拡かく大だいして見せた。

「これ、なんだと思う？」

　正六角形の柱が立ち並んでいる。きらきらと輝かがやく様子はあたかも水すい晶しようのようだ。柱と柱の間は光の線で繫つながれ、全体として不思議な幾き何か学がく紋もん様ようを形成している。写真のタイムスタンプが進むごとに光の面積が拡大していた。奇き怪かいな地上絵が島の表面に出現している。

「墜つい落らくしたザイ機の破片ですか？　漏もれ出した燃料が広がってるとか」

　思いつくままに答える。不自然な回答だが他ほかに説明も導き出せない。八代通は「ふん」と鼻を鳴らした。

「ならよかったんだがな、諸もろ々もろの分ぶん析せき結果から判断するに多分こいつは連中のＦＯＢだ」

「ＦＯ……？　なんですか」

　写真がズームアップ。ポインタが島の中央を示す。

「山頂にレーダーサイト、岩いわ肌はだを利用したシェルター、各設備を結ぶ通信網もう。形こそ奇き天て烈れつだが理想的な野戦飛行場だな。Forward Operating Base、つまりは前線基地だ」

「前線基地!?」

　ザイが拠きよ点てんを構築しているということか。沖おき縄なわの目と鼻の先に。いや、でもまさか。

「あいつらにそんな知性が？」

　台風や津つ波なみに脳みそがあると聞かされたようなものだ。およそ信じがたい。だいたい連中は未み確かく認にん飛行物体だろう？　作業員が地上に降り立つわけでもなし。どうやって基地なんか作ったんだ。

　八や代しろ通どおりは肩かたをすくめた。

「別に意外な話でもないだろう。ザイがタクラマカン砂さ漠ばくの奥地で確認されてから約二年、連中の行動範はん囲いは数千キロに及およんでいる。その間まさかずっと飛び続けていたわけでもあるまい。どこかに中ちゆう継けい拠点があると考えてしかるべきだ。今回はそれがたまたま身近に現れたというだけで」

「ザイの町みたいなものが中国国内にいくつもできてるっていうんですか？」

「そこまで大層なもんじゃないだろう。あれだ、俺達が月や火星に無人探査機を送りこむ時、観測設備や通信施し設せつ・発電機も一いつ緒しよに打ちこむだろ。ロケットで打ちこんでプログラム通りに展開・稼か働どうさせる。同じことをもっと大規模に、地上でやってるイメージだ」

　ん、ん？

　どういうことだ。

　いまいちぴんと来ないでいるとファントムが口を挟はさんだ。

「墜つい落らくしたと見られたザイ機は、実は意図的に降下・突とつ入にゆうしたものだった。多分通常の制空戦型と別に輸送型の機体がいたのでしょう。地上に到とう達たつ後、自動的に搭とう載さい物を展開。基地設備を構築中と、そういうことですよね」

「おう、おそらくな」

　グリペン・イーグルはきょとんとしている。同じアニマでも頭の回り具合は随ずい分ぶん違ちがうらしい。

　ファントムの視線が鋭するどくなった。

「であれば島上空の敵は直ちよく掩えんですね。基地の構築が終わるまで我々を寄せつけないつもりだと」

「そう考えてしかるべきだろう」

「構築が終わるとどうなるの？」

　ストレートな質問はグリペンのものだ。灰色の瞳ひとみがスライドの光を映している。

「基地ができあがると何か悪いことになる？」

「よいか悪いかで言えばまぁ最悪だな」

　画面が切り替かわった。東アジアの地図に何本もの等高線を思わせるラインが重ねられる。そのうち一本、沖おき縄なわ・台たい湾わん・フィリピンを結ぶ線がハイライトされた。

「これが第一列島線、極きよく東とうにおける対ザイ戦の防衛ラインだ。現状ここが維い持じできているおかげで太たい平へい洋ようの航路・空路は守られている。少し広いが『我らの海マーレ・ノストウルム』というやつだな。西からどれだけザイの圧あつ迫ぱくを受けようと東からの掩えん護ごでなんとか持ちこたえられる。陣じん地ちの縦深性が確保されてるわけだ。だがこのラインが破られると」

　大陸からの矢印が本土を挟はさみこむ。詳くわしく説明されるまでもない。日本が孤こ立りつしていた。押し寄せるザイの波に列島が沈しずみこんでいく。

　ポインタが東シナ海の小島に移動した。

「そして今回、連中の押し寄せた場所はここだ。台たい湾わんと沖おき縄なわの中間点、第一列島線のまさに直上。ここを継けい続ぞく的に押おさえられるということはすなわち太平洋の防衛ラインが崩くずされるに等しい。どう控ひかえめに見ても破は滅めつ的な状じよう況きようだ」

「どうするんですか」

「基地ができあがる前に潰つぶす。決まってるだろう」

　八や代しろ通どおりは腹を突つき出した。

「なんのためのアニマ飛行隊だ。今こそ俺達独どく飛ひの実力を示す時だろう。まったくおあつらえ向きの事態になってくれたもんだ。連中には感謝しないとな」

「……」

　喜んでいた。天才の考えることはよく分からない。

「イーグル達が行って蹴け散ちらしてくればいいの？」

　金きん髪ぱつの少女が目を輝かがやかせる。こちらはこちらで途と中ちゆうの議論をまったく無視していた。敵、見つけた、潰す、以上という感じ。八代通の肯こう定ていをもらった瞬しゆん間かん、すぐにでも飛び出していきそうだったが。

「それほど単純な問題ではありませんよ」

　冷ややかな声が熱気を冷ます。ファントムが八代通に向き直った。

「私達は爆ばく撃げき機ではありません。精せい一いつ杯ぱい爆装したところで地上に投射できる火力は限られています。とてもこの島全体は無力化できません。しかも上空には多数の直掩機。爆装のみ・対空装備なしで出撃するのははっきり自殺行こう為いです。どうされるおつもりですか？」

「基地攻撃は自衛隊・米軍にて行う」

「？」

　こくりと細い首が傾かしいだ。大きな瞳ひとみを瞬またたき。

「対地ミッションの編隊が随ずい伴はんするということですか？」

「それだとおまえ達が護衛しきれないだろう。攻こう撃げき部隊を増やせば増やすほど敵の迎げい撃げきを防ぎづらくなるしな。だから」

　八や代しろ通どおりがプロジェクターを仰あおぐ。広域マップの海上に味方部隊のマーカーが現れた。

「第七艦かん隊たいの残存艦かん艇てい、及および石いし垣がき島じまの陸りく自じによるミサイル飽ほう和わ攻撃を行う」

　赤い矢印が各マーカーから伸のび無人島に突つき刺ささった。数にして十、二十、いやもっと多いか。島の地図が×印に覆おおわれる。

「トマホーク巡じゆん航こうミサイルと一二式誘ゆう導どう弾だん改かいを百発単位で発射、目標を殲せん滅めつする。通常弾頭だから爆発力は限定されるが、まぁ十分な威い力りよくだろう。一ターゲットあたり平均五発、計五十トンの炸さく薬やくが九十秒以内に降り注ぐ」

　──アウトレンジ攻撃だ。

　眼鏡の奥の双そう眸ぼうが輝かがやいた。

　百発以上の巡航ミサイル攻撃。たかだか無人島一つに凄すさまじい火力投射だ。敵が敵なら味方も味方だった。目的達たつ成せいのためなら手段を選ぶつもりはないらしい。投入可能な全戦力をもって敵を駆く逐ちくする。地上から消しよう滅めつさせる。人類という種族の獰どう猛もうさが今いま更さらながら認にん識しきされた。

「とはいえ」と八代通が画面を切り替かえた。

「目標周辺には強力なＥＰＣＭが確認され通常の誘ゆう導どうシステムでは命中がおぼつかない。よって中間誘導からドーターがナビゲーションを引き継つぎ各ターゲットに導く。この誘導は処理能力の余よ裕ゆうからファントムが担当。他ほかの二機は直ちよく掩えんに回る。以上が作戦の要よう旨しだ。何か質問は？」

　沈ちん黙もくが訪おとずれる。ややあってファントムが手を挙げた。

「つまり私自身が空飛ぶ電波標識になるということでしょうか」

「そうだ」と八代通はうなずいた。

「これだけのミサイルを管制できるのはおまえのようなベテランしかいない。偵てい察さつポッドを換かん装そうすればデータ・リンク機能も向上できるしな。下手な早期警戒管制機ＡＷＡＣＳより指揮・管制能力は期待できるはずだ」

　おかっぱ髪がみの少女は顎あごに手を当て考えこんだ。

「確かに、仰おつしやる類たぐいの任務であれば私が適任でしょう。前線航空管制ＦＡＣ任務は三み沢さわで経験済みですし米軍の戦術データ・リンクとも連れん携けい可能です。ですがさすがに空戦しながらそれだけのミサイルをさばくのは無理です。誘導中はザイへの警けい戒かいも疎おろそかになりますし」

「だからこそ他の二機が護衛につくんだろう？」

「イーグル、グリペンに私の背中を任せろということですか」

「それが直掩というものだ」

　ファントムは同どう僚りようのアニマ達を見渡わたした。イーグルに二秒、グリペンに二秒、それぞれ視線を止める。

　ひどく嫌いやな予感がした。いやファントムが他の二機を無能扱あつかいしているのは知っている。彼女達が護衛役と聞き不安になるのも当然だろう。だが事情が事情だ。環かん境きようを選んでいられる余よ裕ゆうはない。頼たのむから大人の対応を見せてくれよと思ったが。

　緑みどり髪がみのアニマは可愛かわいらしく肩かたをすくめた。

　琥こ珀はく色の双そう眸ぼうを細め。

　可か憐れんな笑えみを浮かべると。

　きっぱりと言い放った。

「お断りします」




「ありえない、ありえない、ありえない！」

　甲かん高だかいエンジン音を圧してイーグルの声が響ひびく。柳りゆう眉びを逆立て歯ぎしりせんばかりの表情になっていた。ドーター機に駆かけ寄りながら荒あらい息を漏もらす。

　ハンガーは喧けん噪そうに満ちていた。整備員が手て際ぎわよく機体のチェックを進めていく。取り外された外部電源やリフトトラックが視界を行き交かっていた。

　がしりと少女の手が梯はし子ごをつかむ。

「イーグル達の護衛じゃ命がいくつあっても足りないとか、何様のつもり!?　たった一回模も擬ぎ戦に勝ったくらいで、生意気生意気生意気！」

「落ち着けよ、あんまり苛いら々いらしてると事故るぞ」

　慌あわただしく装備を整えながら声がけする。傍かたわらでグリペンがパイロットスーツのジッパーを引き上げていた。ブリーフィングに時間を取られたためバタバタの出しゆつ撃げきになっている。この上事故でも起こされたらたまらなかった。

（まったく、こんな有あり様さまで大だい丈じよう夫ぶなのかよ）

　視界の端はしで小こ山やまのようなシルエットが動く。エメラルドグリーンの双そう発はつ機が先行してエプロンに移動していた。ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭファントムⅡ、本ミッションの要かなめとなる機体だ。なだめすかした挙げ句なんとか今回のフライトに参加してもらえたのだが。

『では現場での判断を私に一任してもらえますか？』

　おかっぱ髪の少女はあくまでにこやかに告げた。

『状じよう況きように応じ動き方を変えてもよいのなら従います。あるいはそもそもの役割を変へん更こうしていただくか。イーグル・グリペンのどちらかがミサイル管制を行い、私が護衛に回るとか』

　どちらでも構いませんよ？　と微ほほ笑えまれたが選せん択たくの余地がないのは明らかだった。結局言われるままファントムにフリーハンドを与あたえ現在に至る。先行き不安にもほどがあった。

（まぁいきなり一人で引き返すってことはないだろうけど）

「お父様はイーグルが一番強い、頼たよりになると言ってくれたんだから！」

　甲高い声に思考を引き戻もどされた。金きん髪ぱつのアニマが頰ほおを膨ふくらませている。梯子に片足をかけたまま一向に乗りこもうとしていない。整備員が困り果てた様子になっていた。

「本当だよ、ご褒ほう美びに苺いちごパフェまでご馳ち走そうしてくれたんだし！」

「ああ、ああ分かってる。おまえはすごいよ」

　頭痛をこらえながらうなずくと、ようやくのことでイーグルはコクピットに乗りこんでいった。ダイレクトリンク確立、ドーターの外装がサンライトイエローに彩いろどられていく。

「慧けい」

　呼び声に振ふり向くともうグリペンがドーターに搭とう乗じようしていた。エレボンとラダーが羽ばたくように動作している。慌あわてて梯はし子ごを駆かけ上がり後部座席に滑すべりこんだ。

「悪い、遅おそくなった」

「ハルカが焦あせってる。とにかくなんでもいいから早く出ろって」

「？　何かあったのか」

「作戦海域の偵てい察さつ機から連れん絡らく。追加の輸送型ザイがコンテナを投下したって。多分基地の構築ペースを上げるつもり。直ちよく掩えん機の数も増えてて近づくのも難しくなってるみたい」

「マジかよ」

　発進前からタイムリミットが厳しくなっていくとか、どれだけハードモードだよ。理り不ふ尽じんすぎる。

　シートベルトとハーネスを固定、Ｇスーツの吸気ホースを機体に接続する。簡単にコントロールチェック・燃料確かく認にんを終えて整備員に合図した。

　車チ輪ヨ止ーめクが取り外される。スロットルを開いて機体が動き始めた。真っ青な空の下に真しん紅くのＪＡＳ39Ｄが進み出ていく。すこし離はなれたところでパイロットスーツの隊員達が敬礼していた。うち一人、浅黒な顔の男性に見覚えがある。以前食堂でグリペンと一ひと悶もん着ちやく起こしていた隊員だ。相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだが、双そう眸ぼうにかつての敵意は見られない。先の小こ松まつ防衛戦を経てアニマ達に対する偏へん見けんも徐じよ々じよに和やわらいでいるのか。わずかではあるが悪くない兆ちよう候こうだ。グリペンに教えてやろうと思ったが機体はゆっくりと方向転換し隊員達を翼つばさの陰かげに隠かくした。

　降り注ぐ陽光が眩まばゆい。今から戦場に赴おもむくなど想像もつかない晴れやかさだ。だが事態は切せつ迫ぱくし一刻の猶ゆう予よも許されない。ザイの基地が稼か働どうすれば太平洋への回かい廊ろうが開く。東シナ海失しつ陥かんとは比ひ較かくにならない版はん図とが消失する。今いま更さらながら動どう悸きが激しくなった。緊きん張ちようが臓ぞう腑ふを締しめつける。

　くそっ。

　気づけば手が震ふるえていた。神経を緩ゆるめた瞬しゆん間かん、奥歯が鳴り出しそうだ。怖こわい。模も擬ぎ戦とは違ちがう本物の戦せん闘とう。理性はどうあれ身体からだは鋭えい敏びんに死の恐きよう怖ふを感じ取っている。今度こそ生きて帰れないのでは。グリペンもろともザイの顎あぎ門とに嚙かみ砕くだかれるのでは。ネガティブなイメージが心を満たす。畜ちく生しよう、しっかりしろ。たとえこの身がどうなろうとグリペンに付き合うと決めただろ。男なら自分の決めたことくらい守れ。

『ＢＡＲＢＩＥ03、コンタクト・デパーチャー』

　タワーコントロールの無線に見送られファントムが離り陸りくする。続いてイーグルが飛ひ翔しよう、グリペンが息を吸いこんだ。

「ＢＡＲＢＩＥ01、クリアード・フォー・テイクオフ！」

　先行する排はい気き炎えんを追いかけ機体が浮かび上がる。上じよう昇しようしつつ速度を上げるとややあって緑と山やま吹ぶき色の翼つばさが近づいてきた。慎しん重ちように距きよ離りを取りデルタ編隊を組む。計ったように八や代しろ通どおりから無線が入った。

『作戦については事前に話した通りだ。室むろ戸と岬みさき沖おき海上で空中給油機とランデブー、燃料補給後、作戦空域に向かう。イーグルとグリペンは可能な限り敵を撃げき破は、ファントムは島上空に突とつ入にゆうしデータ・リンクの準備ができ次し第だい、陸りく自じ・米軍に攻こう撃げき指示を出す。いいな』

『02、了りよう解かい』

『03、了解』

　表向きは素す直なおな回答。だがどうにも声が硬かたい。イーグルの苛いら々いらは収まっておらず、ファントムもまだミッション自体に納なつ得とくいっていない様子だった。

「なぁファントムとだけ通信できるか？」

「？　できるけど」

「ちょっと話させてもらえないか、このままじゃまずい気がする」

　今から自分達は死地に赴おもむくのだ。しかも三機の連れん携けいが作戦の成否を握にぎる状じよう況きよう。仲間内でぎくしゃくしている場合ではなかった。

　イーグルはまぁ「目の前のザイを倒たおせ」で動いてくれるだろう。グリペンも同様、だがファントムの役割は複雑を極きわめる。彼女が少しでも指示を違たがえれば即そく座ざに作戦が失敗する、どれだけ敵機を墜おとしても意味がなくなるのだ。だからこそきちんと協力の言げん質ちを取っておきたかった。

　グリペンが視線を蒼そう空くうに走らせる。

「ＢＡＲＢＩＥ01よりＢＡＲＢＩＥ03、聞こえる？」

『ＢＡＲＢＩＥ03、聞こえますけど……なんですか？　わざわざ暗号化通信で』

「慧けいが話したいって。マイクを回す」

　耳元で金属音がした。回線が繫つながったのか、低いノイズがヘルメット内に響ひびく。

　っておい、随ずい分ぶん急だな。こっちにも心の準備ってものが。

「ファントムか？」

『はい、何かご用でしょうか』

　相変わらずの他た人にん行ぎよう儀ぎな口調。だが怯ひるんではいられない。気力を振ふり絞しぼる。

「八代通さんから聞いたんだけど、その、おまえはおまえなりに人間の役に立とうと考えてるんだよな？」

『……？』

「人類を守るとか世界を救うとか、なんかすごいスケール感の話だったけど、頑がん張ばってみんなを助けようって気持ちは確かなんだよな。だったら今回のミッションは成功させなきゃだめだろう？　グリペンやイーグルがちょっと実力不足でも、協力してザイの基地を潰つぶさないと」

　とにかくお互たがい共通の目標を持とう。同じ方向を向いていこう。そう訴うつたえたかったのだが。

『なんとかしないと、どうなるんですか？』

　へ？

　予想外の質問が返ってきた。

「ど、どうって八や代しろ通どおりさんが言っただろ。太平洋の防衛線が破られて日本が孤こ立りつして」

『それは人類の終しゆう焉えんですか？』

　口ごもる自分に、ファントムは諭さとすように続けた。

『人類の総数は七十五億、顧かえりみて日本の人口は一億二千万、わずか一・六パーセントです。仮に全ぜん滅めつしたところで全体から見れば些さ細さいな影えい響きようでしょう。逆にうかがいますがわずか一・六パーセントの味方を救うために貴重な戦力を全すべてすり潰つぶす、これが真っ当な作戦ですか？　論理的な生存戦略ですか』

「に、日本が滅ほろびてもいいって言うのか」

『私はここで墜おちるわけにはいかないんです』

　決然とした口調。

『敵の数は多く、対たい抗こう可能なアニマはあまりにも希少です。一分一秒でも長く生きてザイを墜とさなければならない。それが私の存在意義であり生まれてきた目的です』

「……」

『なぜそこまで、という感じですね』

　心の内を読み取ったような言葉だった。

『単純な話です。私は知っているからですよ。目先の情に流された結果何が起きるか。部分と全体、手段と目的を取り違ちがえた結果、世界がどうなるか』

「知っている？」

『グリペンやイーグルのような後発機は違うのでしょうが、私のような初期型アニマは少々回りくどい開発過程を経ているんです。実際に肉体を持ち機体へ接続される前に無数のシミュレーションを受けさせられました。自分が実戦配備され、戦せん闘とうし、基地に戻もどり、また出しゆつ撃げきしたらどうなるか。条件を変え、期間を変え、時に撃げき墜ついされ、時にエースとなり、異なる人生を何億・何兆と歩まされてきました。そうですね、体感時間にして……およそ百年分くらい』

「百年!?」

『そのくらいテストを繰くり返さないと危あやうくてリリースできなかったのでしょう。何せ未知のテクノロジーを使った兵器ですから。あらゆるイレギュラーを試ためし、本当に暴走しないか、人類に敵対しないか確かく認にんする必要があった。まぁ結果として問題なしと見なされたわけですが、その過程で私から情じよう緒ちよの類たぐいはすっかり失われてしまいました。当然ですよね。少しでも判断を誤れば人類が全ぜん滅めつする、守るべき対象がいなくなるんですから。身近な人を大切になどと言っていられません。切り捨てるべきは切り捨て、感情の影えい響きようを排はいする。本当大変だったんですよ？　生まれてすぐは。一体どうやって笑え顔がおを作ったらよいかも分からなかったんですから』

　地じ獄ごくのような体験だ。念入りなテストが必要だったとはいえ普ふ通つうの人間ならおかしくなっていたことだろう。終わりのない悪夢を何度も見せつけられる。成功や失敗がコンマ数秒でリセットされる。人類が滅ほろんでも自分が撃げき墜ついされても目覚めればまた同じことの繰くり返し。

「ファントム、おまえ」

『同情の必要はありません。おかげで私は他ほかのアニマに比べはるかに多くの戦せん闘とう経験を積むことができたわけですから。能力と知識を十じゆう全ぜんに発揮し役目を果たせます。今までも、これからも、最後の最後まで』

　だから今回の任務で墜おちるわけにはいかない。

「……」

『ご心配なく』とファントムは言った。声こわ音ねが和やわらぎ穏おだやかな響ひびきを帯びる。

『イーグル・グリペンがきちんと役割を果たせば私も作戦計画に従います。自己判断はあくまで緊きん急きゆう避ひ難なん時のみ。最後の手段です。であればさほど理り不ふ尽じんでもないでしょう？　他の二機が行動不能状態で私だけ誘ゆう導どうを続けるのも無理ですし』

「まぁ……な」

『機体チェックに戻もどりますのでそろそろ通信終しゆう了りようします。ごきげんよう』

　回線が途と切ぎれる。ノイズが消失しコクピットの喧けん噪そうが戻ってきた。

「話、終わった？」

　視線を正面に向けたままグリペンが訊たずねてくる。直接通話ということで内容を聞いていなかったのか。「ああ」とうなずき座席に沈しずみこむ。

　不安はまったくと言っていいほど収まらなかった。




　海うみ鳥どり島じまというらしい。

　石いし垣がき島じま北方百五十キロ、国境付近に浮かぶ無人島。上から見ると左右に細長い十じゆう字じ架かのような形をしている。いや、広がった陸地を翼つばさに見立てているから『海鳥』島なのか。いずれにせよ名前通りアホウドリ程度しか訪おとずれることのないちっぽけな離り島とうだった。

　だが今、その周辺は水すい晶しようのごとき煌きらめきに覆おおわれている。地球の飛行機ではありえない鋭えい角かく的な航こう跡せき雲うん。ガラス細工を思わせる異い彩さいなシルエット。間ま違ちがいない、ザイだ。

「ＥＰＣＭレベル上じよう昇しよう、ガスト24、25、26、まだ上がる。29、30……シールド作動、マスターアーム・オン」

　全すべての準備を終えたグリペンが小さく呼吸する。

「慧けい？　大だい丈じよう夫ぶ？　心音が乱れてる。呼吸と脈みやく拍はくも」

「武む者しや震ぶるいだ。気にするな」

　精せい一いつ杯ぱい強がってみせるも鼓こ動どうは鎮しずまらない。

　久しぶりの戦場。本物の戦争。実じつ弾だんが飛び交かい一いつ瞬しゆんの判断ミスで命がもぎ取られる。あの中に飛びこむ。アニマ達に自分の生を託たくす。恐おそろしくないと言えば噓うそになる。

「大丈夫だ」

　自分を説得するようにもう一度つぶやく。グリペンはそれ以上訊たずねてこなかった。どのみちもはや引き返すことはかなわない。ともに突つっこむしかなかった。

「ＢＡＲＢＩＥ01、エンゲージ」

　エンジン音が高鳴る。先行するファントムの機き影えいが大きくなり瞬またたく間に抜ぬき去った。並んで飛び出したのはサンライトイエローのイーグルだ。解き放たれた猟りよう犬けんのごとく海うみ鳥どり島じま上空に向かっていく。

　作戦開始。歯を食いしばり高Ｇ機動に備える。前方から接近する半はん透とう明めいの機影、二つ、三つ、レーダーアラート、攻こう撃げき、来た！

　火か箭せんが大気を切り裂さく。ざわざわと肌はだが粟あわ立だった。左バンクで射線をずらし敵機と交こう錯さく。刹せつ那な、右上方のザイが砕くだけ散る。

『いやっほー！』

　イーグルの砲ほう撃げきだった。あのタイミングですれ違ちがいざま弾たまを当てるとは。さすが最強を自じ称しようするだけはある。神かみ業わざだった。

　グリペンは斜ななめ上方に宙返りし百八十度ターン、敵機のあとを追った。跳はね回るマーカーを睨ねめつけロックオン、ミサイル発射。長大なストレーキを持つ長なが槍やりは図ずう体たいに似合わぬ俊しゆん敏びんさでザイを追い回し炸さく裂れつした。

「キル」

　爆ばく炎えんに腹を向け旋せん回かいする。上空で吹ふき上がる炎ほのおはイーグルの爪つめによるものか。ガラス細工の機体が一機、また一機と分解していく。

　いいじゃないか。

　なかなか息が合っている。今のままならすぐ制空権を確保できるかもと思ったが。

「新たな敵機が接近中、レーダーコンタクト、機数四……ううん、八」

「八機!?」

　どこから湧わいてきたのだ。ディスプレイを見ると前方二時と十時の方向から敵編隊が近づいている。視線を外に転じた。蒼そう空くうに光る複数の星、横一列になって距きよ離りを詰つめてきている。

「こっちの武器はどのくらいあるんだ？」

「対空ミサイル六発、イーグルは八発積んでるから計十四。あとは機関砲弾」

　先さき程ほど上空で見えた爆発はミサイルによるものか？　だとすれば既すでに二機で三発消費しているから残りは十一発。今交戦中の敵機は一で増ぞう援えんが八、単純計算すると二発しか余よ剰じようがない。この上更さらに敵が増えたら収拾がつかなくなる。

「ファントムはどこだ」

　いい加減追いついてきているだろう。とっとと定位置についてミサイルを誘ゆう導どうしてくれ。焦しよう燥そうに駆かられ振ふり返ると。

　え？

　目を疑った。

　遥はるか後方にファントムが見える。島とう嶼しよに横腹を向け緩ゆるやかな旋せん回かいを続けていた。突とつ入にゆうの兆きざしはない。むしろ遠ざかる様子さえうかがえた。

『ちょっと！　何してんの!?』

　イーグルの叫さけびが響ひびく。無線越ごしに激しい怒ど気きが伝わってきた。

『早くこっちに来て！　イーグル達が突破口を作ってるんだから』

『上』

　穏おだやかな声に瞬まばたきする。ファントムからの通信。上？　なんだ？

「っ！」

　機体が横よこ倒だおしになった。グリペンが軋きしるような声を上げコントロールパネルをつかむ。間かん一いつ髪ぱつ、先さき程ほどまでいた空間を火の雨が洗った。

　なっ!?

　制空戦型のザイが二機、真っ逆さまに降下していく。上から攻こう撃げきのタイミングをうかがっていたのか。まったく気がつかなかった。というかレーダーアラートもなかったのに、なぜ？

『敵が電波封ふう止ししていれば警告は出ませんよ。こちらのレーダーは真上に届きませんし、まして太陽を背にされれば目視も困難になる。死角から攻せめるのは空戦の王道でしょう？』

　ファントムの指し摘てきは余よ裕ゆうに満ちていた。見ればイーグルもまた上空からの攻撃に苦く慮りよしている。なんとか体勢を立て直しても敵は数任せに一撃離り脱だつを繰くり返し、息つく暇ひまを与あたえない。降下したザイが急きゆう上じよう昇しようし再び襲しゆう撃げき体勢に入る。回かい避ひの度たびに高度と速度が失われていった。

『あー、もう！』

　イーグルが強ごう引いんな加速で包囲網もうを突破する。海うみ鳥どり島じま上空の敵機にロックオン、ミサイルを発射した。近接信管作動。二つ、三つと炎ほのおの花が咲く。

『なんでもいいから早く来てってば！　ミサイルがなくなっちゃう！』

『自分の身を守るので精せい一いつ杯ぱいに見えますけれど？　この上私の護衛などできるんですか』

『できるかどうかじゃなくてやってるんだから！　さっさと作戦通りに──』

　全すべてを言い切る間もなく爆ばく発はつ音が響いた。閃せん光こう、至し近きん弾だんを受けたのか山やま吹ぶき色の翼つばさから煙けむりがたなびいている。

「いけない」

　グリペンがスロットルを開く。立ちふさがるザイ機を搔かき分けるように突とつ撃げき。機き関かん砲ほう弾だんをばらまく。イーグルは……無事か。破片を受けただけらしい。飛行には支障のない様子だが。

「……なんだよこれ」

　いつの間にか島の直上に近づいていた。

　四方八方、至るところにザイが飛んでいる。横よこ殴なぐりの流星群を思わせる神秘的な光景。だがその構成要素一つ一つは紛まごうことなき敵意を持っている。美しくも絶望的なガラス細工の檻おり。

　だめだ。

　ミサイルがあと何発あれば足りるってレベルじゃない。絶対的に戦力が不足している。彼ひ我がの兵力が隔かく絶ぜつしている。

『このっ！　こいつ！』

　イーグルが手近なザイを追いかけている。頭に血が上っているせいか、まともに照準をつけられていない。ほとばしる機関砲弾はことごとく空を叩たたいていた。

　グリペンが喘あえぐ。

「限界、撤てつ退たいする」

『冗じよう談だん！　ここまできて！』

「残弾を撃うち尽つくしたら手て遅おくれ。逃にげられなくなる」

　グリペンの視線が左右に走る。つられて周囲を確かく認にんし妙みようなものに気づく。島の地面から煙けむりが吹ふき出していた。墜つい落らく機か？　いや、違ちがう。排はい気き炎えんだ。何かが高速で打ち上げられてくる。

「グリペン、イーグル！　下！」

　即そく座ざに回かい避ひ機動を取ったのはさすがにアニマというところか。だが正体不明の飛ひ翔しよう体は予想を上回るスピードで上じよう昇しようしてきた。三さん角かく錐すい？　正四面体？　表面を鏡のように煌きらめかせてこちらと同高度に到とう達たつ。刹せつ那な、周囲に光のリングが走った。

「っ！」

　無数の爆ばく発はつが空を満たした。ものすごい衝しよう撃げき。閃せん光こうと爆風が機体を翻ほん弄ろうする。嵐あらしの中に迷いこんだようだ。計器の値あたいが出で鱈たら目めに変動し、数え切れない警告が鳴り響ひびく。

　なんだ、一体何が起きた。

「グリペン、グリペン、大だい丈じよう夫ぶか！」

　ペールピンクの髪かみの少女は片目を押おさえていた。苦痛に顔を歪ゆがめ、だが片手はコントロールパネルから離はなしていない。必死で機体の安定を保っている。

「地対空……クラスター弾」

「何？」

「多分新型のザイ。地上発射タイプ、敵編隊の真ん中で自爆させて子弾をばらまく」

「なんだよそれ」

　通常のザイだけでも厄やつ介かいなのに対空兵器だと？　これでは制空戦せん闘とうなどなんの意味もない。いくら敵を墜おとしてもあれを一発撃うたれただけでファントムはやられる。味方ミサイルを誘ゆう導どうしている余よ裕ゆうなどない。

『また来る！』

　イーグルの声は悲鳴のようだった。陸から二発、三発と新型ザイが打ち上げられてくる。包ほう囲い網もうから新あら手ての制空戦型が向かってきていた。巻まき添ぞえを恐おそれる様子はない。物量に任せてこちらを押し潰つぶす気だ。

「逃にげろ！　イーグルも、全速力で！」

　警告音を搔かき消すようにエンジンが咆ほう哮こうする。アフターバーナー全開、もはや燃料を気にしている余裕はない。全武装を一箇か所しよに撃ちこみ脱だつ出しゆつ路ろを作る。爆ばく煙えんと炎ほのおを翼つばさで切り裂さきながら二機のドーターは来た道を逃げ帰った。

　作戦は失敗した。




　ＥＰＣＭの範はん囲い外に逃のがれ管制とコンタクトする。

　事前に八や代しろ通どおりから話がいっていたのか、管制官は細かな確かく認にんもなく帰き還かんルートを指示してきた。小こ松まつ基地ではない。海うみ鳥どり島じまからもっとも近い空くう自じの拠きよ点てん、沖おき縄なわ・那な覇は基地。

　二十分ほどかけて飛行場にたどりつく。本土とはまた違ちがう広々とした敷しき地ちだった。椰や子しの木を風圧で揺ゆらしながら異い彩さいの編隊は着陸する。最初にイーグル、グリペン、ついでファントムが。

　エプロンにタキシーバックするや待ち構えていたように整備員が駆かけ寄ってくる。エンジン停止、全周モニタの電源が切れキャノピーが開いた。

「随ずい分ぶん派手にやられたな」

　コクピットから降りて機体を見回す。対空クラスター弾だんの影えい響きようだろう。あちこちに細かな破口が開いていた。炎で黒ずんだ装そう甲こうが痛々しい。よく見るとキャノピーにも破片が突つき刺ささっていた。

　背中が気持ち悪い。パイロットスーツに手を入れると中はびっしょり汗あせばんでいた。恐きよう怖ふと緊きん張ちようで自律神経がおかしくなっていたのか。小しよう便べんを漏もらさなかったのがせめてもの救いだ。たった数分の戦せん闘とうで十年以上老ふけこんだ気がする。気を抜ぬけばへたりこんでしまいそうだ。

「あぅ」

　妙みような声に振ふり向くとグリペンが梯はし子ごからずり落ちかけていた。片足を踏ふみ外し爪つま先さきをぶらぶらさせている。危ない。慌あわてて駆け寄り支えてやる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　脇わきに手を入れゆっくりと地面に降ろす。相変わらず軽い、中に綿か羽でも詰つまっているようだ。彼女は少しふらつくと梯子の支柱を握にぎった。

「ちょっと目め眩まいがしただけ、すぐ回復する」

「ちょっとって……すごい脂あぶら汗あせかいてるぞ。どこか痛むのか」

「色々」

「色々？」

　グリペンの手がドーターをなでた。

「ダイレクトリンク中は感覚のフィードバックがあるから。機体のダメージがそのまま伝わってくる。リンクレベルを下げたかったけど、コントロールが弱まると逃にげ切れなくなりそうだし、それで」

「それでずっと我が慢まんしてたのか」

「うん」

「おまえなぁ」

　白い頰ほおを両手で挟はさみこむ。「うううう？」と暴れる彼女に目線を合わせた。

「痛いなら痛いって言えよ。逃とう走そう中はともかく着陸ぐらいは引き受けられたぞ。まったく無茶しやがって」

「だって慧けいも高Ｇ機動で辛つらかっただろうし」

「お互たがい様だろう。どうせまたすぐ飛ぶことになるんだから、二人ともなるべく体力は温存しておかないと」

　また、すぐ、飛ぶ。

　自分で言ってからぞくりとする。あの戦場にもう一度戻もどるのか。爆ばく煙えんと炎ほのおの中に身を投げ出すのか。

　分かっている。たかだか一度の失敗で引き下がるわけにはいかない。日本の領土、沖おき縄なわの目と鼻の先に奴やつらがいる。更さらなる侵しん攻こうの準備を進めているのだ。早く再攻こう撃げきせねば、休んでる暇ひまはない、と思うのだが。

　理性が警けい鐘しようを鳴らす。だめだ、行くな。無む駄だ死じにするだけだ。味方は満身創そう痍いで敵は増勢一方。どう考えても勝ち目はない。八や代しろ通どおりあたりに相談して次の策を練ってもらえ。貴重なアニマをこのタイミングで全喪そう失しつするわけにはいかない。だろう？

「慧？」

　グリペンが瞬まばたきする。思考が顔に出ていたのか。はっと我に返り取り繕つくろいかけた時だった。

「なんでお父様の言いつけどおりにしないの！」

　激しい怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

　ハンガーの前で二人の少女が向き合っている。特とく徴ちよう的な金きん髪ぱつと緑みどり髪がみ、イーグル・ファントムだ。片や今にも嚙かみつきそうな表情、片や涼すずしげな面おも持もちでたたずんでいる。剣けん吞のん極きわまりない空気に周囲の隊員が目を丸くしていた。

「信しん頼らいできない相手に背中は任せられませんから」

　平然と答えたのはファントムだ。口元に柔やわらかな笑えみが浮かぶ。

「そもそも私はお父様から行動の自由をいただいています。状じよう況きように応じて作戦行動を変へん更こうするのは何も悪いことではありません。あなたに叱しかられる筋合いはないですよ」

「でもミッション失敗したじゃん！」

「それはあなた方の実力が不足していただけです。きっちり制空権を確保してもらえれば私も予定通り動きましたよ？　まぁ上空からの敵てき襲しゆうに気づかないようではどだい無理な相談でしたでしょうが」

「っ！」

　イーグルの顔が耳まで赤くなる。激げき昂こうが柔やわらかそうな頰ほおを戦慄わななかせた。

　サイレンが響ひびき渡わたる。周囲で「緊きん急きゆう着陸！　緊急着陸！」の叫さけびが上がった。ほどなく轟ごう音おんとともに四発のターボプロップ機が降下してくる。自衛隊の偵てい察さつ機か、片かた翼よくがもげエンジンの一つから炎ほのおを吹ふいている。

　機速が高い。よく見れば右翼主しゆ脚きやくが下りきっていない。傾かたむいた姿勢のままタッチダウンし翼よく端たんをこすった。耳みみ障ざわりなブレーキ音と飛び散る火花。満身創そう痍いの機体は上下に跳はねながらオーバーラン寸前で動きを止めた。

「消防！　救難リフト回せ！」

「エスコートは何をやってたんだ。あとから来るのか」

「だめだ、全部墜おとされたらしい！」

　消化剤ざいに包まれる偵察機を見ながら呻うめく。ああくそっ、畜ちく生しよう、嫌いやな風景を思い出してしまった。抜ぬけるような青空、爆ばく発はつ炎えん上じようするレシプロ機。中国奥地、新しん疆きようウイグル自治区カラマイ空港のエアショー。母親の存在が永遠に失われた瞬しゆん間かん。

　もう二度と、二度とあんな風景見たくないのに。

「じゃあどうするの！　このままいくといつまでたってもあの基地壊こわせないじゃん！」

「戦力が整わない以上、無理に攻せめるのは自殺行こう為いです。米軍かロシア軍に依い頼らいして増ぞう援えんのアニマを手配してもらっては？」

「手配できなかったら」

「放ほう棄きでしょうね、この海域を」

　放棄。

　どくりと心音が高鳴る。

　無理攻めを避さける。増援を待つ。それでもだめなら撤てつ退たいする。

　冷れい徹てつ極きわまりない意見は先さき程ほど自分が考えていたものと同じだ。己おのれの生存を第一におく、今日より明日のことを考えるなら当然の結論。だがその結果どれだけの惨さん劇げきが巻き起こるのか。今目にした不時着などものの数ではない。恐おそるべき規模の破は壊かいと殺さつ戮りくが吹き荒あれる。灰かい燼じんと化した常じよう熟じゆくの町が思い浮かんだ。あの光景が那な覇はで、本土で、小こ松まつの町で再現されたら。

　だめだ。

　やっぱりだめだ。

　いくら戦術的・戦略的に正しかろうとファントムの意見は容いれられない。自分達は刺さし違ちがえてでもあの基地を潰つぶさなければならないのだ。だがそれをありのまま言ったところで彼女は納なつ得とくしないだろう。圧あつ倒とう的な戦せん闘とう経験と自己保存本能に否定される。勝ち目のない戦闘に臨のぞむなと諭さとされる。どうすればいい、どう言えば彼女の気持ちを動かせる。あんな、戦いの全すべてを知り尽つくしたような猛も者さを。

（全て？）

　自分で出した言葉に引っかかる。

　……待てよ。

　たとえ彼女がザイとの戦闘を熟じゆく知ちしていようと絶対に分からないことが一つだけある。過去、そして現在に至るまでどこの戦場でも起こりえなかったイレギュラー。偶ぐう然ぜんと奇き跡せきの産物。それをうまく利用できれば。彼女の自信を砕くだく一助にできれば。

　やってみるか。

「おい、おいファントム」

　意識して挑ちよう発はつ的な表情を作る。口こう角かくを歪ゆがめ、底そこ意い地じの悪い口調で。

「さっきから聞いてれば随ずい分ぶん後ろ向きだな。なんだかんだ言って結局戦闘が怖こわいだけじゃないのか？　あれこれ理由をつけて逃にげる口実を探してるとか」

「け、慧けい？」

　グリペンが目を瞬またたく。突とつ然ぜんの暴言に混乱している様子だ。構わず言葉を続ける。

「生き残ると言えば聞こえはいいけど要は死にたくないんだろ。兵器として作られたくせに戦場を選ぶとかかなりみっともないぜ。さっきの戦闘のどこが自殺行こう為いなんだ？　俺には随分楽なミッションに思えたけどな。島の上に行って帰ってくるだけなんだから」

　ファントムが振ふり向く。琥こ珀はく色の瞳ひとみに冷ややかな光が浮かんだ。

「安い挑発ですね。そんな風に煽あおり立てれば私が動くとでも考えているんですか？　残念です。あなたはもう少し頭のよい人かと思っていましたが」

「煽る？　冗じよう談だんじゃない。俺は事実として思ったことを口にしてるだけだ。あの程度の敵、小こ松まつ防衛戦に比べたらちっとも大したことがない。むしろ少ないくらいだ。なぁグリペン、あの時おまえが墜おとしたザイはもっと多かったよな？」

「う？　ううう？」

「余よ裕ゆう、余裕か！　さすが俺のパートナー。心強いぞ。ということはもちろん今回の敵なんてものの数じゃないわけだ。そんなのに怖おじ気けづいているファントムはどうかしてる、ああ違うな、単純に弱いのか。不意打ちの模も擬ぎ戦じゃなきゃ勝てないくらい」

「……」

　ファントムの双そう眸ぼうが細まる。小さな唇くちびるに凄すごみのある笑えみが浮かんだ。

「面おも白しろい冗じよう談だんですね。つまりもう一度真っ向勝負で模も擬ぎ戦をやれば私に勝てるということですか。その不安定な軽けい戦せん闘とう機で、あなたという脆ぜい弱じやくな積み荷を載のせたまま」

「当たり前だろう。おまえみたいな臆おく病びよう者は瞬しゆん殺さつだ、とこいつも言っている」

　グリペンの肩かたをつかみ突つき出す。小こ柄がらなアニマは可哀かわい想そうなくらい目を白黒させていた。ぱくぱくと口を開け振ふり返りかけるが、両肩を押おさえられているためうまく動けない。気の毒に、ファントムの視線を真正面から受け止めていた。

「なんだったら今から一戦やるか？　口先だけと思われちゃかなわないからな。どちらの言っていることが正しいか白黒つけようぜ。もちろん俺達が勝ったら今までの態度は改めてもらう。新入りは新入りらしくきちんと先せん輩ぱいの意見を聞いてもらうぞ」

　うふっとファントムが笑った。露ろ骨こつすぎる挑ちよう発はつに怒いかりをそがれたのだろう。どことなく、だだっ子をあやすような表情になる。

「なるほど、で、私をもう一度作戦に参加させるというわけですか。面白い趣しゆ向こうですね。で？　当然あなた方が負けた時の代だい償しようも考えているんでしょうね。上下関係をはっきりさせるというなら、私の言うことをなんでも聞いてもらえるのかしら？　たとえば」

　嗜し虐ぎやく的に口元を歪ゆがめる。

「グリペンとのコンビを解消して、私のパートナーになってもらうとか」

　!?

　声にならない悲鳴を漏もらしたのはグリペンだ。激しくかぶりを振るも、左右から挟はさみこむようにして固定する。

「おう」と即そく答とう。

「全然問題ないぞ。なぜなら俺達は絶対に勝つからな」

「自じ暴ぼう自じ棄きになっているのか、そう見せているだけなのか……どちらかは分かりませんがあなた方の勝ち目は万に一つもありませんよ。二回一いつ緒しよに飛ばせていただき確信しました。グリペンはアニマとして不完全です。乏とぼしい戦闘経験、未み熟じゆくな操縦技量、安定性の欠けつ如じよ。私はもちろん、他ほかのアニマにも遠く及およばないでしょう。正せい攻こう法ほうだろうが騙だまし討うちだろうが勝機はゼロです」

　さすがによく観察している。多分イーグルとの対戦データも入手しているのだろう。あらゆる可能性を精査し検けん討とうした結果、絶対に負けるわけないと結論づけている。だからこそ勝負を受ける。対戦の結末に自分の行動が左右されないと信じている。

「それでも本当にやる気ですか？」

　くどいくらいの念押しに「ああ」と答える。

「同じ質問をそっくりそのまま返してやるよ。逃にげるなら今のうちだぜ？　完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされたあとじゃ、どんな言い訳もできなくなるからな」

　ファントムは愉ゆ快かいそうにもう一度「うふっ」と笑った。




「てなわけで……あの、すみません、ちょっと真しん剣けん勝負することになっちゃいました」

　通信画面の向こうで八や代しろ通どおりが頭を抱かかえている。眉まゆ根ねを寄せ渋しぶい表情になっていた。傍かたわらの灰皿には吸すい殻がらが山盛りとなっている。手に持った煙草たばこから灰の塊かたまりが落ちた。

　那な覇は基地の中央、合同庁舎の会議室だった。小こ松まつ基地との回線が準備されているということで急きゆう遽きよ貸し出してもらったのだ。室内に他ほかの人間はいない。人目を気にする必要がないため、とりあえず正直に経緯と現げん況きようを説明してみたのだが。

「やっぱり、まずかったですよね」

　常識的に考えればよい反応は返せないだろう。作戦は失敗、敵勢力は健在、なのに現場は勝手な私し闘とうを計画している。何勝手なことをと怒おこられても仕方がなかった。案の定「まぁな」と答えが返ってくる。太い指が煙草を灰皿に押しつけ。

「ふざけるな、何を考えてる、即そつ刻こくやめろ、と言いたいところだが」

　──他に手はないだろう。

　意外な言葉があとに続いた。

「え？」

「言葉で説得してもファントムあいつは聞かないからな。一度首根っこをつかまえて上下関係を分からせてやるべきかもしれん。悠ゆう長ちように議論している暇ひまもないしな。君もそう思ったから喧けん嘩かをふっかけたんだろう？」

「え、ええ。まぁ」

「じゃあ是ぜ非ひもなしだ。やめさせる理由はない」

　いいのだろうか、こんな簡単に受け入れられてしまって。こっぴどく叱しかられると思ったから逆に不安になってくる。

「ただ」と眼鏡の奥の眼まなこが持ち上がった。

「実際問題敵前で訓練飛行するわけにもいかないだろう。イーグル・グリペンはドーターの修理も必要なはずだし、どういう話になってるんだ？」

「それは、基地のシミュレータを貸してもらうということで」

　もともとイーグルの配属されていた拠きよ点てんだ。一通りの訓練設備は揃そろっているらしい。二台のシミュレータを繫つなげて対人戦闘も可能という話だった。

「再出しゆつ撃げきの準備を待つ間、訓練したいといったら結構あっさり貸してもらえました。『まかちょーけー（任せとけ！）』とか言って。随ずい分ぶん小松とノリが違ちがいますよね。大らかというか、軽いというか」

「イーグルが配備されてた基地だしな。細かいこと気にしてたらやってられないのかもしれん。そっちにはもう一人面めん倒どうくさい奴やつもいることだしな」

「？」

　もう一人？　なんのことだ。

　八や代しろ通どおりは咳せき払ばらいした。

「話を戻もどすぞ。ファントムを土ど俵ひように引き出したはいいとして勝ち方は考えているのか。多分あいつシミュレータでもおかまいなしにクラックしてくるぞ。自身の進退がかかってるならなおさら手加減はしないはずだ」

「でしょうね」

　目的のためなら手段を選ばない、笑え顔がおの裏に潜ひそむ策略家の一面を自分はもうよく理解している。獅し子しが鼠ねずみにとびかかるかのごとく、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなくあらゆる武器を使ってくるはずだ。

　だが──であればこそこちらにも勝機がある。

「自信が仇あだになることもあるって話ですよ」

「何？」

「つまりですね」

　手短に説明すると八代通は呻うめいた。下した唇くちびるを巻きこみしかめっ面つらになる。

「ギャンブルじゃないか」

「八代通さん、博ばく打ちは好きと言ってましたよね」

「たまにならな。言っとくが俺は基本堅けん実じつ路線だぞ。毎回大穴を狙ねらったりしない。稼かせいだ賭かけ金きんを満額次の勝負に突つっこむ奴やつはギャンブラーとは言わん、ただのリスクジャンキーだ」

「無茶は承知の上です。でも他ほかに手があるんですか」

　白衣の巨きよ漢かんは天てん井じようを仰あおいだ。眉み間けんを揉もみ唸うなる。

「分かった、いいだろう協力する。とはいえ俺が小こ松まつを離はなれるわけにもいかんからな。舟ふな戸とを向かわせる。今から出発すれば夕方にはつくはずだ」

　舟戸。隊内でフナさんと呼ばれている整備士だ。小松防空戦では散々世話になった。彼が来てくれるのか、ありがたい。

「あと作戦の再実じつ施しは明朝未明、〇六二〇の予定だ。ファントムが参加してもしなくても攻こう撃げきは行う。ＥＰＣＭの海で巡じゆん航こうミサイルがどれだけ当たるかは分からんがな。ひょっとすると近辺の船せん舶ぱくや都市に迷いこむかもしれん」

「あまり考えたくない事態ですね」

「まったくだ。どちらが人類の敵か分からなくなる」

　八代通は真顔になった。口元を引きしめしかつめらしい視線で。

「こんなことを言える筋合いじゃないのは理解しているが……頼たのむぞ、あのじゃじゃ馬うま娘むすめをなんとか更こう生せいさせてくれ。多少手て荒あらな躾しつけをしても構わない。俺が許す」

「父親の公こう認にんとあれば」

　口角を持ち上げ了りよう解かいする。

　そのあといくつか細かい打ち合わせをして通信終了する。時計を確認、もう昼時か。時間がたつのが速い。ファントムとの勝負は十八時を予定しているからそれまでに諸もろ々もろの調整を終わらせねばならない。とりあえずはグリペンか。

　あいつらどこで待機してるんだっけ。

　走り書きのメモを取り上げる。ええっと、一時間くらいメディカルチェックを受けてそのあとはブリーフィングルームか。二階の部屋ということは一つ下のフロアだ。

　学校を思わせる廊ろう下かから階段室に移動、足早に構内を進み目的地にたどりついた。白い扉とびらをノック。

「入るぞ」

　返事を待たずに扉を開いた。瞬しゆん間かん、何かの通り過ぎる気配がした。

　……ん？

　なんだ。

　周囲を見回すも人ひと影かげはない。気のせいか、正面に向き直るとイーグルが眉まゆを吊つり上げていた。形のよい口を大きく開け。

「あー！　もう、だめだよびっくりさせちゃ！」

「へ？」

「怖こわがって逃にげちゃったじゃん。折角久しぶりに会えたのに」

　何を言っているのか。室内にいるのはグリペンとイーグルだ。長テーブルを挟はさみ向かい合わせで腰こしかけている。卓たく上じようには飲みさしのティーカップが三つ置かれていた。

　ん？　三つ？

「誰だれかいたのか」

　カップからは湯気が出ている。つい先さき程ほどまでお茶を楽しんでいた感じだ。自分と行ゆき違ちがいに退室した？　いや、でも廊下からそんな様子は見えなかったし、この部屋入り口は一つだけだよな。

「だからー」とイーグルが唇くちびるを尖とがらせる。

「慧けいが突とつ然ぜん入ってきたからびっくりしていなくなっちゃったんだよ。バイパーゼロ」

「バイパーゼロ？」

　小こ松まつ空くう襲しゆう前にイーグルが言っていた、那な覇は基地における同どう僚りようの名前か。まだ見ぬ戦せん闘とう機、アニマ。って。

「え？　那覇所属のアニマがここにいたのか？　さっきまで」

「そう言ってるじゃん」

　可愛かわいらしく唇を尖らせるも、こちらとしては混乱するばかりだ。どういう退場の仕方をしたか分からないが自分は一応ノックもしたし仰ぎよう天てんして逃にげられる筋合いはない。過か剰じよう反応にもほどがあると思ったが。

「バイパーゼロはちょっと無口で恥はずかしがり屋で対人恐きよう怖ふ症しようなんだから、急に現れちゃだめなんだよ」

「よくそんなのが前線基地に配属されてるな！　てか普ふ通つうに任務できてるのか!?」

　あまりにも特異なキャラクターだった。人見知りのアニマだと？　それとこの天然暴走娘むすめ（イーグル）がセットで配属されていたのか。那な覇は基地、半はん端ぱねぇなと思いかけて八や代しろ通どおりの言葉を思い出す。

『そっちにはもう一人面めん倒どうくさい奴やつもいることだしな』

　なるほどまさに言葉通りだ。隊員が大らかになるのも分かる。

「で、そのバイパーなんとかは呼び戻もどせないのか？　てかどこからどう逃にげたんだ？」

「多分すぐ近くにいると思うよ。外は外で知らない人と会うかもだから、物もの陰かげでこっちの様子をうかがってるんじゃないかな？」

「忍にん者じやかよ！」

「でも戦せん闘とう力は超ちよう高いから！　まぁイーグルには及およばないけど、二人で飛べば無敵だよ。明日のミッションにも参加するって言ってたし」

「え？　作戦に協力してもらえるのか？」

　予想外の展開だった。圧あつ倒とう的な物量の敵に対する正当なアプローチ。味方戦力の増強、増員。

「みたいだよ。でもなんか作戦行動は別々になるとか、よく分からないけど」

「おい、そこかなり重要だぞ」

「本人に訊きいてみて！」

　だから訊けないんだろう、人見知りなんだし。

　どうにも彼女と話していると混乱してくる。論理的な説明を求めるならやはりグリペンを頼たのむべきか。視線を転じ相棒の姿を探し、って。

「おまえ、なんで突つっ伏ぷしてるんだ」

　バイパーゼロの衝しよう撃げきで意識が回っていなかったが、桃もも色いろ髪がみの少女は額を机に預けていた。一いつ瞬しゆん寝ねてるのかと思うも片手が動いている。人差し指が天板に円を描えがいていた。

「おい、おいどうしたんだ」

　様子がおかしい。顔をのぞきこもうとしたが彼女は反対側がわに頭を倒たおした。

「おーい？」

「……」

　わけが分からない。首を捻ひねっているとややあってつぶやき声が響ひびいた。

「慧けいに捨てられた」

「は？」

　ちらっと灰色の瞳ひとみが見上げてくる。恨うらみがましい視線で。

「ファントムとパートナーになっても構わないって」

　ああ、さっきのやりとりか。

「いや、そりゃ勝負に負けたらの話だろ。別に俺が好き好んでそうしたいとは言ってないぞ。むしろ全力でお断りだ、あんなおっかないアニマの相棒なんて」

「でも普ふ通つうに戦ったら負ける」

　むくれた面おも持もちで詰なじってくる。口こう角かくが下がり拗すねたような表情となった。

「勝ち目がないのにあんな条件受けて、私を捨てたがっているとしか思えない。大ショック、驚きよう天てん動どう地ち、立ち直れない」

「……」

「死にたい」

　そこまで思い詰つめているとは。想定外のデリケートさだった。いや、事前相談なしに啖たん呵かを切った自分も悪いのだが。

　溜ため息いきを一回、おもむろに彼女の首根っこをつかむ。

「ふぁ!?」

「ちょっと来い。散歩しよう」

「さ、散歩？　なんでいきなり」

「折角沖おき縄なわに来たんだし、外の空気を吸いに行こうぜ」

　じたばたあがくグリペンを引きずり部屋から出た。なんとなくイーグルがついてきたそうだが黙もく殺さつ。今からする話は他た言ごん無用だ。歩く拡かく声せい器の彼女に聞かれたくない。

　階段を下り玄げん関かんから出る。なるべく人の少ない方を目指し歩いていった。

「ちょ、慧けい、自分で歩ける。歩けるから」

「よし、ここでいいかな」

　庁舎の外、小高い丘おかに上り周囲を見渡わたす。からりとした風が心地ここちよい。滑かつ走そう路ろの向こうに真っ青な海が広がっていた。

「いいか、グリペン」

　目線を合わせてうなずく。真正面にしゃがみこみ、肩かたをつかむ体勢で。

「俺達は勝つ」

　断固とした口調。

「負ける戦いなんてしない。俺は勝ち目があると思ったからあの喧けん嘩かをふっかけた。ファントムを説得して、ザイの基地を潰つぶして、みんなで小こ松まつに帰る。そのための勝負だ。もちろんおまえとの関係を解消したりなんてしない。俺達は相棒でかけがえのないパートナーだ。今いま更さら言わせんな、そんなこと」

「で、でも」

　どうやってと灰色の眼まなこが訊たずねてくる。

　相手は百戦錬れん磨まのベテランで正道・邪じや道どう全すべての手て管くだに通じている。一体何をもって勝ち目があると言っているの？

「ベテランでしかも常に全力を尽くしてくるからこそ突とつ破ぱ口こうがあるんだ」

「突とつ破ぱ口こう？」

「過ぎたるはなお及およばざるがごとしって言うだろ？　普ふ通つうにやっても勝てるのにあえて裏うら技わざまで使ってくるから死角ができる」

「？　？」

　混乱する彼女にプランを説明する。八や代しろ通どおりに話したのとほぼ同じ内容、だが二回目だけにポイントを押おさえて伝えられる。全すべて話し終えるとグリペンの目が見開かれた。

「そんなことが」

「できないとは言わさないぞ。小こ松まつ空くう襲しゆうの時よりは条件がマシだろう？」

　うう、と唸うなって考えこむ。だが選せん択たくの余地がないことは分かっているのだろう。深呼吸を一回、決意に満ちた表情となる。

「分かった」

　迷いのない口調。

　口元を引きしめ。

「慧けいの作戦を信じる。ファントムを倒たおして明日の作戦を成功させる」

「おう、その意気だ」

　くしゃくしゃと頭をなでてやる。くすぐったそうなグリペンに触ふれたまま視線を水平線の彼方かなたに向けた。

　南国の海は待ち受ける戦火など知るよしもなく、静かに凪ないでいた。




「ああ、もしもし、俺だけど」

　合同庁舎に戻もどり電話をかけた。今度は自分の携けい帯たい端たん末まつで、周囲をうかがいながら。発信先は宋ソン明華ミンホア。

　いきなりショッピングセンターに置いてきてしまったのだ。さぞ怒おこっていることだろう。謝罪が必要だし、何より今日帰れない旨むねを告げる必要もあった。とりあえず「バイトが忙いそがしくて」とごまかす気だったが。

『ちょっと慧!?　今どこにいるの』

　当たり前のごとく訊たずねられた。

　どこ、どこね。

　一番訊きかれたくない質問だ。

「基地だよ、バイトだって言っただろう？」

　噓うそではない。小松でも那な覇はでも基地は基地だ。

「で、さ。実はちょっと売店の在庫整理がトラブってて。今日泊とまりになっちゃうかも」

『泊まり!?』

「人手が足りないみたいで、どうしても断れないんだ。早朝が棚たな卸おろしの〆しめ切きりらしくて」

　口から出任せだが、幸い確かく認にんの術すべはない。多少疑われても納なつ得とくしてもらえるだろうと思ったが。

『分かった、じゃあ夜食届けにいくから、基地の外で待ち合わせね』

　!?

「い、いやそれは」

『ちょっとくらい出てこれるでしょ。何も帰ってこいと言ってるわけじゃないんだから』

　確かに小こ松まつ基地なら大した話ではないだろう。だがこちらの居場所は沖おき縄なわだ。「ちょっと待ち合わせ」のハードルが高すぎる。

「あー、あのな、明華ミンホア」

「あ！　慧けいだ！　ハグー！」

　背後から柔やわらかいものが抱だきついてきた。不意打ちで息が止まりそうになる。電話口で明華が『ハグ？』とつぶやく。『慧？　今の女の子の声』

「わ、悪い、かけ直す！」

　慌あわてて回線を切り振ふり向いた。金きん髪ぱつの少女が背中にしがみついている。きらきらの髪かみから太陽の匂においがした。緑色の瞳ひとみが輝かがやいている。

「イーグル」

　なんだ、一体いきなり何ごとだ。目を白黒させていると。

「お父様から連れん絡らく！　フナさん、五時までには現地入りするって」

「そ、そうか」

　なぜハグの必要があるのか、そちらを訊ききたかったのだが。

　イーグルはにひひと笑った。

「聞いたよ！　慧は私の仇かたきを討うとうとしてるんだってね！」

「はぁ？」

「あの緑色お化けと勝負する理由。お父様がそう言ってた」

　なんだろう、よく分からない話になってる。

「えーっと、悪い、一体八や代しろ通どおりさんとどんな話したんだ？」

「まずイーグルが帰る、って言ったの！」

　相変わらず唐とう突とつな前振り。忍にん耐たいを総動員して続きを待つ。

「ファントムと一いつ緒しよに飛ぶの嫌いやだから。あの子を戻もどすかイーグルが帰るかどっちかにして！　って。そしたらお父様『大だい丈じよう夫ぶ。慧がファントムを叩たたきのめしておまえに謝らせるから』って。慧はイーグルのことが大好きだから、好きな子が虚こ仮けにされたのを許せないんだって」

「……」

　なんということを言ってくれるのだ。いや、気分屋の彼女を引き留めるには噓うそでもつく他ほかなかったのだろうが、にしたって。

　イーグルの腕うでに力がこもる。柔やわらかな頰ほおを背中に押しつけ。

「イーグルの一番好きはお父様だから慧けいの思いには応こたえられないけど、でも嬉うれしかったよ。これはお礼のハグ」

　なるほど。

「もう少しタイミングを選んでくれるとよかったんだけどな」

　先さき程ほどから携けい帯たい端たん末まつが何度か震ふるえている。メールか電話か、いずれにせよあとの修しゆ羅ら場ばを覚かく悟ごした方がよさそうだ。

「ま、まぁとりあえず離はなれよう、な」

　そっと腕をほどき向き直る。

「ハグ嫌きらい？」

　細い首が不思議そうに傾かたむいた。

　こうして見ると本当にフランス人形みたいだ。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、抜ばつ群ぐんのプロポーションと幼さを残した顔立ち。両者のアンバランスさがまた少女の魅み力りよくをいや増している。子供と大人の中間、境界線上の存在という感じで。

「嫌いじゃないけどさ」

　柔らかいものが背中に当たるんだよな。ほっぺたとか、アレとか、アレとか。

「というかおまえ、ドーターについてなくていいのか？　派手にやられたんだろ。グリペンは機体チェックに行ってるみたいだけど」

「うーん？」

　反対側がわに小こ首くびを傾かしげ。

「いいんじゃない？　那な覇は基地の人達、イーグルのことよく分かってるし。任せておけば」

「適当だな」

　あるいは信しん頼らいしきっているのか。自分なら半身を置き去りで散歩とかとてもできなそうだが。

「一つ訊きいてもいいか？」

　口調を改める。きょとんとした少女に向かい。

「おまえ、日本と世界ならどっちを守る？」

「へ？」

「たとえば次の戦いが日本最終決戦だとして、そこに出たらまず生せい還かん不可能、以降の作戦には出られないとする。人類救済のためには一いつ旦たん身を引いてあとの戦いに備えた方がいい。さてどうする？」

「どっちも出ればいいじゃん」

　も。

「い、いやだから日本最終決戦だから、生き残れる可能性は少なくて」

「少なくてもゼロじゃないんでしょ！　だったらどーんと行って、ばーんと勝って、で、次の戦いに出ればいいんじゃないかな！」

　乱暴極きわまりない意見だった。右に進みますか？　左に進みますか？　うん、正面突とつ破ぱ！　って感じで。

「おまえなぁ」

　……。

　ぷっ。

「あれ？　なんで慧けい、笑ってるの」

　気づけば噴ふき出していた。腹筋が痙けい攣れんする。身体からだの奥から笑いがこみあげてくる。

　いやはや、どんだけ能天気だよ。考えなしにもほどがある。グリペンに同じことを聞いたら多分、悲ひ愴そうな顔で十分くらい悩なやんでいるだろう。まったくもってこいつらは千差万別だ。人間同様、一人として同じキャラクターはいない。グリペンもイーグルも、そしておそらくファントムも。

（そう、ファントム）

　あのおかっぱ娘むすめだってただの戦せん闘とう機械ではない。独立した人格と個性を持っている。であればこそロジックや打算を超こえた先に分かり合える領域があるはずだ。価値観の重なる世界があるはずだ。だからまずはそこにたどりつく。彼女の魂たましいを剝むき出しにする。全すべての交こう渉しようはそれからだ。

　つまり、そう何が言いたいかといえば。

　──俺のプランは間ま違ちがっていない。

「ありがとな、イーグル」

　ぽんと頭を叩たたいてやる。ナイスサジェスチョン、ハグよりずっといいプレゼントだ。

　イーグルは眉まゆ根ねを寄せて。

「わけ、分かんない」

　とつぶやいた。




　午後六時。

　平ひら屋や建ての整備場に明かりが点ともっている。外はまだ明るいが手元の明るさを確保するためだろう、剝むき出だしのライトがコンクリートを照らしている。バインダーを持った整備員が忙せわしげに行き交かっていた。

「おう、来たな」

　ひげ面づらの男性が挨あい拶さつしてくる。帽ぼう子しを斜しやに被かぶりどことなく不良中年という感じだ。小こ松まつ基地所属の整備員、フナこと舟ふな戸とだった。

　グリペンと二人、どうもと会え釈しやくして屋内を見渡わたす。

「なんかちょっとグロいですね」

　巨きよ大だいな球体が二つ、床ゆか上うえに鎮ちん座ざしている。黒光りする外装に可動式の脚あし、搭とう乗じよう用のタラップ。ドーターのシミュレータだった。無数の通信用ケーブルが筐きよう体たい下から出て足あし下もとを這はっている。うねうねと伸のびる様は何か内臓のようだ。正直気味が悪い。異い形ぎようの軟なん体たい動物が触しよく腕わんを絡からませている感じ。

「まぁ突とつ貫かんで組み立てたからな。美観は勘かん弁べんしとくれ。とにかく時間がなかったんだよ。八や代しろ通どおりさんに頼たのまれたこともやらなきゃいけなかったし」

「頼まれたこと」

「おまえさんが言ったんだろう？　あいつに──って」

　シミュレータを顎あごでしゃくってみせる。ああ、ああ例の話か。

「すみません、バタバタなお願いで」

「はは、前と同じだな。おまえさんのアイディアでグリペンを改造して、高速道路まで運んで」

　小こ松まつの町を救った。ザイの侵しん攻こうを食い止めた。

　そう、今日も同じだ。ファントムに勝利し明日の作戦に参加させる。ミッションを完かん遂すいさせる。なんともよい流れだと思ったが。

「そういやあん時シールドが甘くて、アニマが操縦不能になったんだよなぁ」

　嫌いやなこと思い出させないで！　そのジンクスはいらないから！

　今回は大だい丈じよう夫ぶですよね、と念押ししかけた瞬しゆん間かん、季節外れの冷気が吹ふきこんできた。カツリと固い足音。うなじがちりちりするようなプレッシャー。ああ、ああ来た。

「あら、何かお打ち合わせ中でしたか」

　全すべてを見透すかしたような発言、深しん淵えんをたたえる瞳ひとみ。緑みどり髪がみの少女、ファントムがたたずんでいた。舟ふな戸ととグリペンに視線を走らせ、ふっと微ほほ笑えむ。

「なんだったら少しお待ちしましょうか？　作戦会議が終わるまで」

「何を言ってるんだ。作戦なんてないぞ。俺達は正々堂々真っ向勝負でおまえを倒たおすんだからな」

「小松から馴な染じみのエンジニアまで呼び寄せて？」

「フナさんはドーターの修理に来たんだろ。シミュレータの設置はついでだよ」

　はぁんとファントムは笑った。なんというか、腹の探さぐり合あいが楽しくて仕方ない様子だ。あまり長く付き合っているとボロが出かねない。やや乱暴に話を打ち切る。

「時間がない。始めよう」

「ええ」

　ファントムが後ろ髪を搔かき上げ背中に流した。細い顎を持ち上げシミュレータを見る。

「繰くり返かしになりますが、本当にこの勝負の結果をもとに作戦の参加・不参加を決めていいんですね？」

「ああ」

　今いま更さらの質問だ。

「心配するな。八や代しろ通どおりさんにも話は通してある。おまえが勝ったら好きにしていいってよ」

「であればいいのですけど」

　小こ首くびを傾かしげ微び笑しよう。

「最後の最後に泣き落としとか、格好悪いことをしないでくださいね」

「あなたこそ」

　会話に割りこんだのはグリペンだ。口元を引きしめ挑いどむような表情になる。

「負けてから泣いて許してくださいと言っても遅おそいから」

　火花が散ったように思えた。

　ファントムは冷ややかに視線を逸そらしシミュレータに向かっていった。整備員と会話しながら中に乗りこむ。

「行こう」

　グリペンに声がけし歩き出す。背後で舟ふな戸とがグッドラックとつぶやいた。

　梯はし子ごを登り筐きよう体たいに乗りこむ。小こ松まつの機材と違ちがいこちらはタンデム仕様になっていた。ベルトで身体からだを固定、操縦機材をチェックする。バッテリースイッチ・オン、ついで補助動力を起動した。計器の明かりがシミュレータ内に満ちる。自己診しん断だんプログラムの状じよう況きようを見ながら前席をのぞきこんだ。

「どうだ？　そっちの具合は」

「悪くない」

　白い手がコントロールパネルの上を滑すべる。触ふれた場所にぼうっと光が生じた。

「小松の機材よりきっちり作られている。問題なく操縦できそう」

「よし、いい感じだな」

　シミュレーション設定を確かく認にんする。天候は曇くもり、雲量７／８、風は１１０度から５ノット。那な覇は空港周辺が空戦エリア。敵味方とも僚りよう機きはなし。ワン・オン・ワンの真しん剣けん勝負。

　全すべての準備が完かん了りよう。訓練開始の合図を待っていると耳元で無線の呼び出しが鳴った。

『随ずい分ぶんグリペンの信しん頼らいを得ているようですね』

　ファントムの声。

『もう少しぼんやりした子だと聞いていたので、さっきの啖たん呵かには驚おどろきました。あなたと一いつ緒しよなら怖こわいものなんてないという顔でしたもの』

「あいつは強いぜ。なめてかかると大おお怪け我がするぞ」

　何せ上海シヤンハイ脱だつ出しゆつ戦と小松防衛戦、二度の大おお戦いくさで自分を守ってくれたのだ。本州北ほく端たんでスパイごっこを繰くり広げていたファントムに見下されたくなかった。

『まぁお手並み拝見といきましょう。ところで一つ、戦せん闘とう前にお伝えしておきたいことがあります』

「？　なんだ」

『私のシミュレータに仕こんであった遅ち延えんプログラム、先さき程ほど無力化しておきましたのであしからず』

　！

『コントロールパネルからの信号をコンマ数秒遅おくらせる。操作のレスポンスを悪化させる。舟ふな戸とさんに設定させたんですか？　よくこの短時間でと言いたいところですがちょっと雑な仕事ですね。百二十通りほどテストシグナルを流したらすぐに見つかりましたよ』

　心臓が高鳴る。背中と脇わきにじんわり汗あせが噴ふき出してきた。彼女が筐きよう体たいに入ってまだいくらもたっていない。機体の発進準備だってあったはずだ。なのに百回以上のテストを行いトラップを見つけ出した？　かつ無力化した？

　噓うそだろう。

『ご心配なく、そちらの機材には何もしておりませんから。安心して離り陸りく・飛行してください。まぁ勝負が始まったあとどうなるかまでは保証できませんが』

「……」

『では、ごきげんよう』

　無線が途と切ぎれる。肺の中の空気が一気に吐はき出された。呼吸が苦しい。やばい、やばい、やばい、慌あわててフナさんを呼び出そうとした。瞬しゆん間かん。

『訓練開始』

　機体が加速しＣＧの風景が左右に流れ始めた。グリペンはまっすぐに空を見据すえコントロールパネルを押おさえていた。ガラス板の中を複雑な光の線が流れていく。

「くそっ」

　気持ちを切きり替かえディスプレイに向き直る。せめて敵機の位置・状じよう況きようだけはきちんとつかんでおかなければ。レーダーモードを切り替えてファントムの姿を確かく認にんする。

「ＶＲ（ローテーション速度）」

　グリペンの声とともに機体が浮き上がった。背後の空港が見る間に小さくなっていく。ややあって雲くも間まに突とつ入にゆう、水蒸気を蹴け散らしながら蒼そう空くうに躍おどり出た。

　見渡わたす限りの雲海が広がっている。ファントムが反対方向に旋せん回かいしていった。一度距きよ離りをとったあと再交こう叉さ、そのあとドッグファイトに入る流れだ。

　彼方かなたからエメラルドグリーンの光が接近してくる。交戦開始まであと五秒。四、三、二、一。

　機き影えいが行き過ぎた。

　間かん髪はつ入いれずグリペンがバンクする。急旋回してファントムのあとを追った、が。

「速いっ！」

　巨きよ大だいな機体はもう１８０度ターンを終えていた。互たがいに背中合わせですれ違ちがう。頭上に怪かい鳥ちようのごときシルエットが大写しになった。装そう甲こうキャノピーのカメラが鈍にぶく輝かがやき、こちらを睨ねめつける。

　機首上げ、再度の急きゆう旋せん回かい。だが敵はアフターバーナーを焚たき遠ざかっていた。急角度で雲海につっこみ姿を隠かくす。慌あわててレーダーを確かく認にんした。

　写っては……いるか。

　どこまで信用してよいか分からないが。

「グリペン、変な感じするか？」

　クラッキングの影えい響きようを訊たずねる。ペールピンクの頭が揺ゆれた。

「分からない。前回と同じ信号を流してるかも判断できないし」

「もう攻こう撃げきされてる可能性もあるってことか」

　こくりとうなずかれる。随ずい分ぶん痺しびれる状じよう況きようだ。果たしてレーダーの機影を頼たよりに再攻撃してよいものか。判断がつかない。

「慧けい、どうしよう」

「とりあえず普ふ通つうに戦ってくれ。俺の方でも状況をチェックするから」

「了りよう解かい」

　増速して敵影を追う。高度差がある分、こちらの方がやや優速だ。変針する敵機の動きに合わせて進路修正。ミサイルの有効射程に近づく。

　気づけば随分雲に接近していた。機体の生み出す影かげがぴったりと並走している。ファントムはまだ雲の中を飛んでいるらしい。電子の目が水蒸気の壁かべを突とつ破ぱし、狙ねらいをつけた。

「ターゲットロックオン、ＦＯＸ──」

　ごぅっと雲が弾はじけた。前ではない、後ろだ。

　猛もう禽きんめいた機首に機関砲ほうの発はつ火か煙えんが煌きらめく。急速離り脱だつ、右ロールして弾だん道どうをかわした。だが敵は機体を横よこ滑すべりさせ追つい随ずいしてくる。至近弾が雲海を叩たたいた。

「っ！」

　たまらず雲間にダイブする。あっという間に底を突つき抜ぬけ曇どん天てんの空に、ファントムともども水蒸気の尾おを引き落ちていく。懸けん命めいに射しや軸じくをずらし引き起こし。再び雲上の世界に戻もどる。

（レーダーの敵位置は）

「畜ちく生しよう」

　先さき程ほど追つい跡せきしてきた時とはまったく別の位置にいる。本当に移動したのか、それともクラッキングによるフェイクなのか。判断できない。

「グリペン！」

　悲鳴のような声で呼びかけるも、かぶりを振ふられる。彼女もまた自分の目やセンサーを信じられなくなっているようだった。

「慧、ごめん、限界」

　悔くやしそうにつぶやく。ペールピンクの髪かみが不規則に明めい滅めつしていた。

　ぎりっと歯ぎしりの音が漏もれた。荒あらい息を一回、機体の外を見つめる。くそっ、一体どこだ、どこにいる。

　雲の中、下、それとも背後。

　……いや。




「上だろ」




　操縦桿かんを引き機体を直立させる。翼つばさとボディ全体を空気抵てい抗こうに使い減速、のけぞるような姿勢で直上の襲しゆう撃げき者と目線を合わせる。真正面ヘツドオン。ファントムは斜ななめ後方から逆さか落おとしに攻こう撃げきをかけてくるところだった。こちらの急な機動についていけないのか、単調な前進を続けている。ミサイルロックオン、出だし惜おしみはしない、一番から四番まで装備中のＡＡＭを全すべて照準、発射。

　なまじっかファントムの速度が高かったせいだろう。正面から突とつ進しんするミサイルは異常なスピードで彼ひ我がの距きよ離りを詰つめ爆ばく発はつした。鮮あざやかな火球が次々に生じる。ついで黒こく煙えん、落ちていく細かな残ざん骸がい。

「……は」

　肩かたの力が抜ぬけた。目の前の光景が信じられない。痙けい攣れん気味に唇くちびるが震ふるえる。

『ＢＡＲＢＩＥ03、ダウン。グリペンの勝ちだな』

　淡たん々たんとした舟ふな戸との声。一いつ拍ぱくおいて状じよう況きようが理解されてくる。勝ち、自分達がファントムを墜おとした。

「慧けい！」

　グリペンが目を見開き振ふり返ってくる。ベルトを外し立ち上がらんばかりの姿勢だ。おい、一応まだ飛行中の想定だぞ。

「やった！　やった！」

「ああ、予定通りだろ」

　口こう角かくをもたげると無線が鳴った。ノイズとともに狼ろう狽ばいした声が流れ出してくる。

『何を！　何をしたんですか！』

　ファントムだった。普ふ段だんの冷静さが噓うそのように感情的となっている。

『レーダーもデータ・リンクもきっちり潰つぶしたはず。私がどこにいるかは分からなかったでしょう。なぜ、どうやって機体の位置を』

「おまえの殺気がひどかったから、なんてな」

　は？　と聞き返される。

　いや韜とう晦かいしても仕方ない。明日の準備もある。とっとと種明かししよう。

「単純な仕し掛かけだよ。このシミュレータは複座式だろう？　前席と後席で別々のシステムを入れることも可能だ。前の方にはアニマ用インタフェースを、後ろの方には人間用インタフェースをって感じでな」

『それに……なんの意味が』

「おいおい、意外と鈍にぶいな。おまえが乗っ取ったのはアニマ用のデータ・リンクだろ？　グリペンの見るもの・感じるものに噓うそっぱちの情報を流しこんだ。アニマ専用の回線を使ってな。だけど後ろの座席は機体からの出力をそのまま受信できる。前席との連れん携けいを解除して、ただの有人飛行機の操縦席にしてしまえば」

　そう、ファントムの姿は容易に確かく認にんできる。少なくともレーダー探知範はん囲いに関しては五分の勝負ができるわけだ。

『で、ですがいくら後席で正しい情報を得ても実際に操縦するのはグリペンです！　彼女の目がくらんでる状態で、あんな適切な機動が！』

「誰だれがグリペンの操縦だと言った？」

『はい？』

　操縦桿かんを握にぎりしめる。戦術マップを確認、基地への帰投航路を取りながら。

「最後のコントロールは俺だ。おまえはグリペンとやりあっていたつもりだろうけど、実のところあいつは途と中ちゆうからスタンドアローンで席についてただけだった。だからおまえの見立ては外れたんだ。操縦もしてない奴やつと必死で戦っていたから」

　実際の機動とズレが生じた。敵がこう動くであろうという見こみが狂くるった。

『人間の……操縦？』

　呆あつ気けに取られた様子。囁ささくような声が響ひびく。

『アニマと人が交代でドーターを操あやつるなんて』

「大ベテラン様でも知らないことがあるもんだろう？」

　少しからかいのニュアンスをこめてみる。

「なんでも分かってるみたいな顔して、結局自分の知識の中でできること・できないことを区別してるだけじゃないか。たかだか十何年しか生きてない俺でも新しい戦法を考えつけるんだぜ？　他ほかにもっとおまえの知らないことがあると思わないか？」

『……』

「ああ、ついでに例の遅ち延えんプログラムだけどだな。あれは囮おとりだ。どうせ警けい戒かいされるだろうから、分かりやすい仕掛けを作っておまえの目を引きつけた。本命はこのインタフェースの分ぶん離り・交代だ。一度の発見で気を抜ぬいたおまえはまったく気づかず罠わなにはまった。どうだ？　これもなかなか新しん鮮せんな経験だろう」

　沈ちん黙もく。

　十秒、二十秒、三十秒。ん、あれ、言いすぎたか？　いや、だからもっとみんなと交わってよりよい方法を探していこうぜって意味だったんだけど。

「えーっと、その」

　やや焦あせり気味に言葉を継ついだ時だった。ピーと電子音にあわせてシミュレータが停止する。筐きよう体たいが平へい衡こうを取り戻もどしクッションに沈しずみこんだ。

　扉とびらが開く。逆光の中に細身の少女が浮かび上がった。片手でドア枠わくの上部をつかみかがみこむ。

「ファントム」

「いいでしょう」

　おかっぱ髪がみの少女は静かに告げた。琥こ珀はく色の瞳ひとみに鈍にぶい光が宿っている。

「あなたの指示に従います。明朝の作戦に参加しろと仰おつしやるならそれも受け容いれましょう。ですが、一つだけ条件があります」

「条件？」

　おい、今いま更さら何をと言いかけるもファントムは発言を重ねた。

「今回のミッション、機体の操縦は慧けいさん、あなたが行ってください」
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　寝ねつけない。

　少し目を閉じても気づけば天てん井じようを見つめている。胸の奥の鼓こ動どうに耳を傾かたむけている。身体からだは疲ひ労ろうしているはずなのに意識が昂たかぶり続けていた。携けい帯たい端たん末まつの時刻を確かく認にん、午後十一時、ベッドに入ってから一時間以上経過している。くそっ、明日は早いから少しでも寝ておかなければならないのに。

　寝ね床どこが悪いわけではない。那な覇は基地内の隊員宿舎。それも下士官用の個室を与あたえられている。隣りん室しつの騒そう音おんもない。多分気を遣つかって空き部屋にしてくれているのだろう。食事や風ふ呂ろも早めにすませたし環かん境きよう的には万全と言えた。

　ではなぜ。

（って考えるまでもないか）

『今回のミッション、機体の操縦は慧けいさん、あなたが行ってください』

　ファントムの依い頼らいは不可解極きわまりないものだった。ドーターの操縦を人間が行う？　いや、それなんの意味があるんだ。ただの有人戦せん闘とう機以下だろうと思ったが。

『現状グリペンの能力は決して高くありません。正直操縦と火器・レーダー管制を同時に行えるほど余よ裕ゆうがないのです。どちらかに気を取られればどちらかが疎おろそかになる。管理しきれなくなる。それは本人が一番分かってるはずですが』

　前席のグリペンが居い心地ごこち悪そうに身じろぎした。図ず星ぼしだったのだろう。

『であれば片方に専念させるのが現実的な解かいです。幸い、そちらのドーターは複座です。同乗者と役割を分担するのがもっともよい方法でしょう』

『分担』

『だから操縦ですよ。どのみちグリペンの機動にはあなたの安全上９Ｇのキャップがありますし。であれば人間が操縦してもそれほど変わりません。代わりに火器・レーダー管制をアニマに任せ探知・ロックオン能力をブーストする』

　もっともらしい理り屈くつだった、が。

『ＨｉＭＡＴ対策はどうするんだ。ザイの超ちよう高機動に対応できるのがおまえ達の強みだろう。俺が操縦したらそのあたりが失われるんじゃないのか？』

『無む闇やみやたらにマニューバを繰くり返すのは馬ば鹿かのやることです。大事なのは高度と速度・運動エネルギーを最小限の動きで転てん換かんし最適な位置に遷せん移いすること、それだけです』

『……』

『ご心配なく、私がサポートしますから』

　にっこりと微ほほ笑えまれたのが数時間前、結局何も教わらないまま就しゆう寝しん時刻になってしまった。具体的にどうすればいいのか、何を心がければいいのか、さっぱり理解できていない。

　このまま明日になって、グリペンに乗って、ザイと向かい合って。

　今までのように後席で縮こまるわけではなく、メインパイロットとして敵の攻こう撃げきに対応し、ファントムを守って。少しでも操縦を誤れば待っているのは死、いや作戦そのものの失敗で。

　どくり、どくり。

　どくり。

「ああっ、くそっ」

　タオルケットをはねのける。無理だ、今のまま横になっていても絶対眠ねむれない。緊きん張ちようと不安でやすりがけのように神経を削けずられていくだけだ。

　ジャージに着き替がえて部屋から出る。少し散歩でもして気を紛まぎらわすつもりだった。なんならランニングで強制的に体力を消費してもいい。考えるエネルギーもなくなれば自然と眠ねむりにつけるだろう。

　暗い廊ろう下かを抜ぬけ階段を下りる。窓の外に飛行場の照明が見えた。白んだ光に駐ちゆう機き中のヘリが浮かび上がっている。アラートハンガーにはスクランブル待機のＦ─15Ｊが確かく認にんできた。たとえ夜だろうと基地は眠っていない。二十四時間不測の事態に備えている。

　裏口から出ると潮風が顔に吹ふきつけてきた。南国の空気には磯いその香かおりがない。海の色と同じ、どこまでも無色透とう明めいな世界。

　しばらくしてハンガーにたどりついた。中から煌こう々こうと明かりが漏もれている。怒ど声せいと金属音がひっきりなしに響ひびいてきていた。

　興味を引かれのぞきこむ。デルタ翼よくの戦せん闘とう機がメンテナンスを受けていた。エンジンとノーズコーンを取り外され、あちこちのハッチが開け放されている。グリペンだ。バラバラ殺人のように感じてしまうのは彼女の人間形態を知っているからか。いや、ただの飛行機ならオーバーホールを受けるのは当たり前の話だが。今日のダメージの補修もあるだろうし。

　傍かたわらにはＦ─15がやはり同じような形でメンテナンスを受けている。唯ゆい一いつ原型を保っているのはファントムだが、これは戦闘への関かかわりが少なかったからだろう。いずれにせよかなり衝しよう撃げき的な光景だった。

　息を吞のんで見守っていると不意に声をかけられた。

「慧けい」

「うおっ!?」

　すぐそばに桃もも色いろ髪がみの少女が立っていた。こちらと同じ濃のう紺こんのジャージを着こんでいる。

「ぐ、グリペン」

「どうしたの、もう眠ったと思っていた」

　一いつ瞬しゆん出で歯ば亀かめを見つかった気分になるも、彼女自身は目の前の光景にさしたる感かん慨がいも覚えていないらしい。まぁ生なま身みの裸はだかをさらすことも躊ちゆう躇ちよしていなかったから当然か。「きゃっ、エンジン見ないで！　恥はずかしい！」とはならないようだ。

　溜ため息いきを一つ、身体からだを向ける。

「なんかちょっと落ち着かなくてさ」

「落ち着かない？」

「目が冴さえちまって寝ねられないんだ。少しハイになってるのかもな、明日のことを考えて」

　返事はなかった。灰色の瞳ひとみがじっとこちらを見つめている。心の奥底、虚きよ勢せいの裏側がわを見透すかされている気分。観念して嘆たん息そくする。

「いや……ごまかしても仕方ないか。情けないけど、初めて自分が戦うと思ったら震ふるえが止まらないんだ。ミスったらどうしよう、そもそも俺なんかにうまくできるのか、できるはずがないって感じで」

「……」

「怖こわいよ。ぶっちゃけ怖くて仕方ない」

　グリペンはずっとこのプレッシャーに耐たえていたのか。意識障害に襲おそわれようと何倍何十倍もの敵に囲まれようとただ黙もく々もくと飛び続けてきた。対して自分はどうだ？　一度や二度、後部座席に乗っただけで死線をくぐったつもりでいた。一いつ緒しよに戦ったつもりでいた。とんだお笑いぐさだ。格好悪いにもほどがある。

「おまえは強いよな。うまく飛べなくても文句一つ言わなくて。何度も諦あきらめずにチャレンジして」

「それは違ちがう」

　きっぱりと否定された。
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「私は強くなんてない。ただ自分より弱いものがいっぱいあると知っているだけ。空を飛べない人が、ザイを墜おとせない人が世界にはたくさんいる。彼らと比べたら私は全然恵めぐまれてる。自分の力であがいてもがいて戦えるんだから。弱音を吐はくなんて贅ぜい沢たく」

「贅沢」

「贅沢は敵」

　何か微び妙みようにおかしい気もする、が言わんとすることは理解できた。

　戦場に出られるということは相応の力を持っているということだ。多くの一いつ般ぱん人・民間人はまともに戦って死ぬ選せん択たく肢しさえ与あたえられていない。自衛隊や米軍が破れればあとは一方的に狩かり尽つくされるだけだ。確かにグリペンを始めとしたアニマ達は死と隣となり合あわせの生活を送っている。だがもう片かた側がわには勝利の可能性が控ひかえていた。己おのが手で生をつかみとるという未来が。

（いや……それは俺も同じか）

　中国にいた頃ころの自分はザイへの対たい抗こう手段など持ち合わせていなかった。圧あつ倒とう的な暴力を前に、ただひたすら逃にげ惑まどうばかりだった。今は連中を倒たおす力がある。反はん撃げきの翼つばさを与あたえられている。弱気になるなどまさに「贅沢」だ。

「そう……だな」

　なんとなく、本当になんとなくだが気持ちの落ち着けどころを見つけた気がする。気づけば動どう悸きが収まっていた。深呼吸して訊たずねる。

「おまえは休まないのか？」

　改善されたとはいえ、彼女には相変わらず覚かく醒せい時間の制限がある。寝ねられるうちに寝ておけよと思ったが。

「ドーターとのチューニングがあるから。整備の目め処どがつくまでは待機」

「いつくらいまでかかるんだ？」

「分からない。多分まだ進しん捗ちよく30％くらい」

「終わるのか、それ」

　明日早朝に出撃だぞ。ギリギリ間に合わせるにしてもグリペンは眠ねむれないだろう。まずくないか。

「平気、少し仮か眠みんも取ったし。時間を見つけて休きゆう憩けいしてるから」

「だけど」

「それに」

　と、はっきりした声こわ音ね。

「起きてたからこうして慧けいと話せた。慧の不安を知ることができた」

　ガラス玉のような瞳ひとみが夜空の星を映している。まっすぐにこちらを見つめて。

「心配しないで。ドーターも私も同じグリペンだから。何があっても最後の最後まであなたをサポートする。慧を一人で飛ばしたりなんてしない」

　だから。

「一いつ緒しよに戦おう、慧けい」

　強い意志が、覚かく悟ごが伝わってくる。

　鳥とり肌はだが立った。熱い思いが心の澱おりを押し流していく。

「お、おう」

　そっぽを向いたのは顔を見られたくなかったからだ。畜ちく生しよう、ちょっとじんと来た。涙るい腺せんが緩ゆるくなっている。気を抜ぬくと目が潤うるみかねない。すんと鼻をすすり。

「おまえの気持ちは嬉うれしい。少し気も楽になったし宿舎に戻もどるよ。うん、なんだか眠ねむくなってきた」

「？　息が荒あらい。まだ調子が悪そうに見える。ちょっと熱を測らせて」

「い、いいよ触さわらないで。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから」

　差し伸のべられる手を払い後退する。一歩、二歩、三歩。やばい、そろそろ壁かべに突つき当たると思った瞬しゆん間かん。

「どーん！」

　ものすごい衝しよう撃げきに襲おそわれた。金色の閃せん光こうが視界を過よぎる。ぐっ、昼間に引き続きこの体当たり、この感かん触しよくは。

「何？　何二人で遊んでるの？　レスリング？　相す撲もう？　イーグルも混ぜて！」

　大きな幼よう稚ち園えん児じが組みついてきた。くりくりした大粒つぶの瞳ひとみ。愛らしいえくぼ。口をにぃっと開け笑っている。

「遊んでねぇよ！　離はなせ、俺は今から寝ねに戻るんだ！」

「えー？　うっそ、つまんなーい。もっと遊ぼー！　夜はこれからー！」

　必死で拘こう束そくから脱だつ出しゆつすると今度は細いシルエットが立ちふさがった。薄うす紅べにを垂たらしたような唇くちびる。緑のおかっぱ髪がみ。細く尖とがった顎あご。

「あらあら、随ずい分ぶん楽しそうですね」

　一番恐おそろしいアニマが現れていた。どうも自分はとんでもない場所に迷いこんでしまったらしい。入りこんだが最後、二度と出られぬベアトラップ。

「慧、不調なら一緒にメンテナンスしよう。フナさんに頼たのめば見てもらえるはず」

「あははははは！　おすもう、おすもうさーん！」

「元気がありあまっているのであればシミュレータでもう一戦しましょうか？　私もドーターのチェックが終わるまで手持ちぶさたですし」

　おまえら、ちょっとは明日のこと考えろよ！

　騒さわぎを聞きつけた整備員が駆かけつけてくる。見回りの警衛も加わり、すったもんだの末アニマ達がハンガーに連れ戻されていった。静せい寂じやくが戻ってくる。周囲の闇やみが濃こさを増した。

（まったく……緊きん張ちよう感のない）

　嘆たん息そくして天を仰あおぐ。能天気すぎるだろう。あいつらだって明日死ぬかもしれないってのに。

　あれ。

　ふっと胸に手を当てて気づく。

　いつの間にか心の緊きん張ちようはすっかりぬぐいさられていた。




　　　　　　　　　　＊




　黎れい明めいの空に排はい気き音おんが響ひびき渡わたる。

　午前五時、那な覇は基地のエプロンは猛もう禽きん達の生み出す陽かげ炎ろうで揺ゆらめいていた。整備員とパイロットが走り回り離り陸りくの準備をしていく。通常仕様のＦ─15Ｊや早期警戒管制機ＡＷＡＣＳがゆっくりとタキシングしていた。

「台たい湾わん空軍と米軍・那覇の飛行隊が共同で陽動作戦を行う。海うみ鳥どり島じま上空の敵機をなるべく離はなれたところへ誘さそい出すイメージだ。正面切っての戦いは無茶だから敵を墜おとすのは期待できないけどな。一時的に島周辺のザイを減らせるはずだ」

　のんびりと話すのは舟ふな戸とだ。こんな状じよう況きようでも自分のペースを崩くずすつもりはないらしい。携けい帯たい端たん末まつで情報を確かく認にんしつつ調子外れの口笛を吹ふく。

「ほほー、全部で三十機以上出るみたいだな」

「随ずい分ぶん大規模になりましたね」

「上も尻しりに火がついたんだろ。東シナ海の航路が完全に閉ざされてるからな。警告を無視して進入した商船が何隻せきか沈しずめられたらしい。早く手を打たないと前線の兵へい站たんが崩ほう壊かいしかねない」

　たとえ占せん領りようエリアが広がらなくても十分まずい状況というわけか。三ヶ国共同の空海同時攻こう撃げき。失敗すればもう打つ手はない。

「と、そんな状況でおまえさんが制空戦の主力を担になうわけだが、メインパイロットとして、気分はどうだね？」

「……どうなんでしょう」

　としか言いようがない。

　昨晩グリペン達とやりとりしたことで若じやつ干かん、本当に若干だが気負いは抜ぬけた。が具体的な戦術・戦略は相変わらずさっぱりだ。気合いだけでどうにかできるほどザイは生やさしい存在ではない。本来なら技術・知識を磨みがき、自信が持てるだけの経験を積みたいところだったが。

（時間的にも、状況からいっても無理な話か）

「まぁなるようになるかと」

　曖あい昧まい極きわまりない感想に「だよなぁ」と舟戸が答える。主戦力の初うい陣じんとは思えない。どうにもしまらない状況だった。

「じゃあ行ってきます」

「おう、気をつけてな」

　素っ気ない挨あい拶さつは、これが日常であることの証あかし。なんの問題もなく再会できると信じているからこそ。

　ヘルメットと酸素マスクを片手にエプロンを歩いていく。途と中ちゆうから桃もも色いろ髪がみの少女が合流してきた。一体あのあとどのくらい起きていたのかと思ったが、顔色を見る限りそれなりに休めたらしい。白い面おもては気力と精気に満ちている。並んで乗機を目指しつつ声がけした。

「一応念のため、もう一度確かく認にんしておくけどさ」

　生き真ま面じ目めな声で前置きして。

「おまえ本当にいいのか？　自分のドーターを俺に使われて。身体からだのコントロールを他人に奪うばわれるようなもんだろ。俺だったら結構ぞっとしないけど」

「いい」

　グリペンは短く答えた。強い視線で正面を見据すえながら。

「私と慧けいは一心同体、心も身体も預ける覚かく悟ごはできている。慧が操縦したことで何か起きてもそれは私自身のミスと同じ。悔くやむつもりはない」

　嬉うれしいことを言ってくれる。身の引き締しまる思いだ。

「だったらおまえの悩なやみや喜びも俺のものだ。もしまた苦しいことや痛いことがあったらすぐに言うんだぞ。隠かくすのはなしだ。絶対にな」

「うん」

　クリップトデルタの単発機にたどりつく。梯はし子ごを上りコクピットに、だが腰こしかけた座席はいつものオペレータ席ではなくパイロット席だ。こころなし視点が低い。機首までの空間も詰つまった感じだった。

　アニマ用のコントロールパネルは撤てつ去きよされサイドスティック・操縦桿かんが設置されている。反応は……うん、問題ない。きっちり整備されている。昨日のダメージを考えれば噓うそのような仕上がりだ。そういえばさっきハンガーの整備スタッフがサムズアップしてきたっけ。無精ひげと油でひどい有あり様さまだったが、全員えらくよい顔で笑いかけてきた。『いい仕事しといたから！』ああまさしく完かん璧ぺきな仕事だ。

　手順通りにプリタクシーチェックをこなしていると右手ハンガーから二機の重じゆう戦せん闘とう機が牽けん引いんされてきた。緑と山やま吹ぶき色に輝かがやく機体、イーグル・ファントムだ。開いたキャノピーから少女の姿が確認できる。見た限り特にトラブルなく準備を行っていた。

「順調かな」

　一息ついた瞬しゆん間かん、反対側がわのハンガーでひときわ甲かん高だかい排はい気き音が響ひびいた。なんだ？　と振ふり向き瞠どう目もくする。見たこともない戦闘機が姿を現していた。

　左右に長く広がった主しゆ翼よく、曲線的なキャノピーとレドーム・エアインテーク、そそりたつ垂すい直ちよく尾び翼よくは刃やいばのように高く鋭するどい。全体的にかなりスマートな印象だ。イーグルが蛮ばん刀とうだとすれば反そり身みの曲刀を目にしている気分。

　何より特とく徴ちよう的なのはその色だった。光こう沢たくのある紫むらさき、妖あやしくも美しいラベンダーパープルの外装。

「バイパーゼロ」

　グリペンがつぶやく。

「あれが？」

　那な覇は基地所属のドーター。イーグルの僚りよう機き。そういえば一いつ緒しよに作戦行動すると言っていたが。

「Ｆ─２Ａ─ＡＮＭ、原型機は三みつ菱びし重じゆう工こうの戦せん闘とう攻こう撃げき機。もっというとアメリカのＦ─16Ｃファイティングファルコンがベース」

「ややこしいな」

「ものすごいアップグレードされているから、ベースの機体とはほとんど別物。四十年前の設計に最新機材を載のせまくった変態」

「変態って」

「対たい艦かんミサイル四発積めるような戦闘機は変態」

　よく分からないが、色々特とく殊しゆな機体のようだ。アニマも乗っているのだろうがキャノピーが閉じているため確かく認にんできない。結局顔を見ないまま作戦開始時刻になってしまった。

「というか、そんなすごい戦闘機ならなんで前回の作戦に参加してくれなかったんだ？　ファントムの護衛が一機増えるだけでも全然違ちがっただろうに」

　ひょっとしたら二度目の出しゆつ撃げきなど必要なかったもしれない。ファントム相手に妙みような賭かけをすることなく小こ松まつに帰れた可能性もあるのだ。一体何をしていたと言いたくもなるが。

「バイパーゼロは那覇基地防空の専属。最前線の拠きよ点てんをなんとしてでも守り切るのが役目。だから他ほかの任務には携たずさわらない。味方がどれだけ苦境に陥おちいっても防空戦闘に備える。スクランブル発令を待ち続ける。普ふ通つうなら」

　普通なら。

「それを今回は投入する？」

「みたい」

　想像以上に余よ裕ゆうがないということか。防空の切り札を全すべて引っ張り出すくらい追い詰つめられた状じよう況きよう。

　心臓が高鳴る。事態の切せつ迫ぱく具合に心が再度ざわめいた。崖がけっぷちの状態で貴重な対ザイ戦用兵器を操縦するのはまさかの自分。もしも操縦を失敗したら？　ファントムの護衛が間に合わなかったら？　不安が黒雲のように増ぞう殖しよくし広がっていく。えいくそっ、考えても仕方ない。どのみち飛ぶ以外の選せん択たく肢しはないのだ。

「慧けい」

　整備員が機体から離はなれる。タクシー許可。見送りの敬礼を浴び滑かつ走そう路ろに向かう。

　既すでに空自のＦ─15Ｊは発進を始めていた。四機編隊が続けざまに飛び立っていく様はかなり壮そう観かんだ。西の空に黒点の群れが消えていく。目的地は方位２５０、距きよ離り２００ノーティカルマイル（３７０ｋｍ）。南海の離り島とう、海うみ鳥どり島じま。

「いくぞ」

　テイクオフ。

　発進はグリペン、イーグル、ファントムの順だ。バイパーゼロは少し遅おくれての離陸。とりあえず三機編隊を組み目的地に向かっていく。

「わ」

　グリペンが喘あえぐ。視線を追うと眼下に朝焼けの海が広がっていた。炎ほのおのような陽光が海面を染めている。波が揺ゆれる度たび、光が弾はじけた。一日が始まる。逆ぎやく襲しゆうと審しん判ぱんの一日が。

「帰ったら海水浴でもするか」

「え？」

「夏の沖おき縄なわだぜ。せめて泳いでいかないともったいないだろう」

「水着……ない」

「買ってやるよ。好きなやつ」

「ビキニ？」

　ビキニ好きなのか、意外な嗜し好こうだ。ちなみにサイズは？　と悪のりしかけた時だった。

　電子音が響ひびいた。

　無線が入る。先行する早期警けい戒かい機からだ。

『スキッパー・ヘッドよりＢＡＲＢＩＥ、エマージェンシーだ。台たい湾わん空軍の飛行隊が敵別働隊により壊かい滅めつ。待まち伏ぶせされたらしい。新たなザイが第七艦かん隊たいの艦かん艇てい群に向けて移動中』

　!?

　こちらの意図を悟さとられた？　まずい、艦隊がやられれば作戦の根幹が崩ほう壊かいする。

「ＢＡＲＢＩＥ01よりスキッパー・ヘッド、艦隊の掩えん護ごはどうなってる」

『那な覇は基地の部隊が向かっている。が遠い。到とう着ちやくまで時間がかかる』

「俺達の方が……近いのか」

　戦術マップを確かく認にんしていると『いけません』とたしなめられた。ファントムだ。

『我々が掩護に向かえばそこで武装と燃料を使い果たします。一度帰き還かんし補給しても作戦への復帰はかないません。敵が我々の意図に気づいた以上、再度のチャンスはないと考えるべきです。このまま進みましょう』

「だけど」

　艦隊が沈しずめられたら意味がない。陸りく自じのミサイルだけでは完全に威い力りよく不足だろう。どうする、本当に今のまま進んでいいのか。操縦桿かんを握りしめると。

『二ふた手てに分かれましょう』

　ファントムが言った。

『私達のうち一人が艦かん隊たいの掩えん護ごに回る。他ほかの二機はそのまま作戦続行。一機が直掩に回りもう一機が誘ゆう導どうを行う』

「たった二機で海うみ鳥どり島じまに突つっこむのか」

　あの濃のう密みつな敵てき陣じんに。新型ザイの迎げい撃げきも受けながら。

「……でもそれ以外になさそうだな。分かった、じゃあ俺はできる限り艦隊上空の敵を追っ払ぱらってくるよ。とりあえず増ぞう援えんがたどりつくまで。一機で不安だけど仕方ないな」

『何を言ってるんですか？』

　呆あきれたような声こわ音ね。

『艦隊護衛に向かうのはイーグルです。あなたは当初の予定通り私を守ってください』

　は？

「な、何を言ってるんだ。俺みたいな素人しろうと一人に背中を任せるのか。こないだは二機がかりでもきつかったのに。いや、もちろん必死で頑がん張ばるつもりだったけど」

『往おう生じよう際ぎわが悪いですよ。言ったでしょう？　私がサポートすると』

　というわけで、と口調が切り替かわる。

『イーグル、艦隊護衛に回りなさい。こちらは私達二人でなんとかします』

『なんであなたが仕切ってるのかなぁ』

『私の意見ではありませんよ。いざという時はそうしろとお父様が仰おつしやっていたのです』

『え、本当？』

『本当です』とファントムの答え。

『イーグルなら押し寄せるザイを千切っては投げ、千切っては投げ大活かつ躍やくしてくれるはずだと。百倍の敵を駆く逐ちくし、圧あつ倒とうし、その勢いをかって中国大陸まで攻せめこむかもしれないと。悔くやしいですが私も同意見です。イーグル、あなたならばきっとできるはずと』

『むふー！』

　妙みような鼻息が響ひびいた。

『じゃあ話が別だね。うん、お父様、イーグルのこと頼たよりにするって言ってたし、分かった。行ってくるね！　ガンガン墜おとしてくるよー！』

　言うが早いか急きゆう旋せん回かいして飛び去っていく。しばらくしておずおずと訊たずねてみる。

「なぁ今の話って」

『噓うそです』

　……。

　やっぱりこのおかっぱ頭は信用ならない。言うことなすこと全すべてに裏がある。本当にこのまま彼女のプランにのってよいものか危ぶみかけるも。

「慧けい、レーダーコンタクト、ボギー４、ヘッドオン」

　来た。

　気持ちが引き締しまる。胃の腑ふが縮まり肌はだが粟あわ立だった。奥歯を嚙かみしめ操縦桿かんを握にぎりしめる。

　彼方かなたに煌きらめく光がすぐさまガラス細工の機き影えいに変わった。互たがいに機関砲ほうを撃うちながら交こう錯さく、そのまま振ふり返ることなくアフターバーナーを焚たく。

「雑ざ魚こには構ってられない。一気に島まで行くぞ！」

　ファントムの前方に移動、つゆ払はらいを買って出る。機速を合わせひたすら前に進み続けた。雲が千切れ水平線に島しま影かげが見えてくる。国境付近の無人島、その中の一つ、十じゆう字じ架か型の島、海うみ鳥どり島じま。

「二時の方向、敵機！　五時からも！」

　前と後ろ、挟はさみ撃ちだ。どちらかに対応しているとファントムが食われかねない。とりあえず下に逃にげてもらいその間に敵機をと思った瞬しゆん間かん。

　長いビープ音が鳴り響ひびいた。ターゲットコンテナが赤く光っている。前方と後方、二つ。

　……って後方？

「慧、撃って、当たる」

　言われるまま発射ボタンを押す。翼よつ下かのミサイルはリリースされたあと百八十度変針、背後の敵機に向け突とつ入にゆうした。時を同じくして前方の敵機も爆ばく発はつ、黒いシミが前後に生じる。

　な……。

　何が起こった？

　ミサイルが反転して敵を攻こう撃げきした？　目視外のターゲットを狙い撃った？

　とんでもない誘ゆう導どう能力。真後ろの敵機を照準、撃破するとは。しかも同時に複数目標を。新装備でも搭とう載さいされていたのか、それとも。

　後席のグリペンが顔を上げている。両手をコントロールパネルにあてたまま全天走査。瞳ひとみに光の筋が走る。

「大だい丈じよう夫ぶ、射程範はん囲いに入ってくればだいたい墜おとせそう」

「マジかよ」

　操縦を切り捨てたことで他機能が飛ひ躍やく的にアップしたのか。三百六十度オールレンジの捕ほ捉そく・撃げき滅めつ能力。見えざる盾たて。ファントムの声が響いた。

『次、上から来ます。ミサイルは温存してください。慧けいさん、レディ・ガン』

「う、上？」

　陽光を遮さえぎる黒点が三つ、真上から降下してくる。むろん機関砲の射線とはまったく異なる位置関係。どうするのかと思ったが。

『ピッチアップ』

「お、おう」

　うろたえながら操縦桿を引く。

『スロットル調整』

　機体の高度を保ち直立。

『右ヨー、ＦＯＸ３』

　トリガーを引き絞しぼる。機首が右にずれ敵の未来位置に砲ほう弾だんをばらまいた。偏へん差さ射しや撃げき。突つっこんだザイが頭を潰つぶされる。文字通り蜂はちの巣すとなって爆ばく発はつ四散した。

　続いて加速、上じよう昇しよう、減速、ヨー、反転して降下。ＦＯＸ３。

　魔ま法ほうのようだった。大したＧもかけていないのに最低限の機動で敵を照準している。エネルギーの使い方が絶ぜつ妙みようなのだ。高度を速度に、速度を高度へ、自在に変へん換かんしている。だから無む駄だな負荷を必要としない。姿勢変へん更こうだけでベストなポジションを確保できる。

「って、これ絶対俺の操縦じゃないだろう！」

　確かに言われた通り操作したが、これほど見事な飛行ができるとは思えない。どう考えても外部の手が加わっていた。

『うふ』

　と妖よう艶えんな声が響ひびく。ファントムが愉ゆ快かいそうに囁ささやいた。

『今の感覚を忘れないように』

　エメラルドグリーンの機体が加速する。レクチャーの時間は終しゆう了りよう、任務に戻もどるつもりらしい。

「ああ、くそ畜ちく生しよう」

　綺き麗れいにお膳ぜん立だてしやがって。ここまでされて失敗したら言い訳できないだろう。格好悪いにもほどがある。

　スロットルを開いて追つい随ずいした。押し寄せる敵機を砲撃とミサイルでなぎ払はらっていく。最初はぎこちなく、だが徐じよ々じよに感覚がつかめてくる。そう、別に命中させなくてもよいのだ。敵の進路を逸そらせればその間に先へ進める。どうしてもまずい敵はグリペンのミサイルに任せればいい。大切なのはファントムから離はなれないこと、護衛の任務を忘れないこと。

「といってもな」

　何せ敵の数が多い。島に近づけば近づくほどインターセプタが増えてくる。気のせいか、昨日よりも密度が濃こいように思えた。

「どっから湧わいてきてるんだよ、こいつら」

　追いすがるミサイルを蛇だ行こうしてかわす。爆発の衝しよう撃げきで機体が激しく揺ゆさぶられた。下から、上から続けざまに火か箭せんが伸びてくる。

　まだか。

　まだ誘ゆう導どうポイントまでたどりつかないのか。

　戦術マップの現在位置は先さき程ほどとあまり変わっていない。機体が止まっているようだ。翼つばさに錘おもりがからまったかのごとく、遅ち々ちとして近づかない。

「慧けい、下！　島の方」

　見れば白い煙けむりが複数湧わきあがっていた。昨日の記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえる。やばい、新型のザイ、対空兵器型。撃げき墜つい不能。

「おい、ファントム、一回引き返すぞ！　あれをやりすごしてから再アプローチだ」

『そうしたいのはやまやまですが』

　冷たい声。

『あちらも思い通りにはさせてくれないようですよ』

　戦術マップ上のマーカーが瞬またたく。背後から一いつ旦たん突とつ破ぱした敵編隊が大挙して戻もどってきていた。壁かべが迫せまってくるようだ。あたかもこちらを対空兵器の射程に押しこむかのごとく、まっすぐに突つき進んでくる。

「っ！」

　進むしかない。だがあの新型ザイの炸さく裂れつ範はん囲いは凄すさまじいものだ。果たしてかいくぐれるのか？　いやそもそも複数一度に撃うたれたらどうなる。周辺空域を埋うめつくすように、あますことなく爆ばく発はつされたら。

　気づけばスロットルを限界いっぱいに押しこんでいた。

　避さけられないのであれば発射前に潰つぶすしかない。間に合うか間に合わないかは考えていられなかった。とにかく一機でも多く破は壊かいする、ファントムに向かう脅きよう威いを減らす。必要とあらば主しゆ翼よくの一部くらいぶつけても。

　悲ひ壮そうな覚かく悟ごを固めかけた時だった。

　ディスプレイにメッセージが浮かび上がった。

『04　ＲＵＮＮＩＮＧ　ＩＮ（04、攻こう撃げき態勢に移行）』

　通信メッセージだった。発信元は……ＢＡＲＢＩＥ04？

『ＡＴＴＡＣＫＩＮＧ　ＴＡＲＧＥＴＳ　／01　ＣＯＶＥＲ　03（目標を攻撃する。01は引き続き03の掩えん護ごに）』

「おい、待て、おまえは一体」

　直後、凄まじい火ひ柱ばしらが陸地から噴ふき上がった。一つではない、二つ、三つ、四つ。火山が連れん鎖さ爆発するように真しん紅くの炎ほのおが増ぞう殖しよくしていく。発射直前の新型ザイが、基地施し設せつが次々と吹ふき飛んでいった。

　爆撃だ。

　ザイ達が爆撃されている。

　もうもうたる黒こく煙えんが空を焼く。炎ほのおの先を飛ひ翔しようするのは……ラベンダーパープルの単発機。

「バイパーゼロ」

　そういえばイーグルが言っていた。バイパーゼロは今回の任務、別行動をとる。一体どういう意味か分からずにいたが、これが答えか。

「超ちよう低空で侵しん攻こうして敵防空網もうを潰す。多た用よう途と戦せん闘とう機ならではの使い方。私も対地攻撃能力は備わってるけどあそこまで爆ばく弾だんを積めない。やっぱり変態」

「だから」

　言い方ってものがあるだろう。嘆たん息そくしていると。

『ＧＯＯＤ　ＬＵＣＫ　01』

　左右に翼つばさを振ふってバイパーゼロは飛び去っていった。任務完かん了りよう、あとは任せた。

『ではそろそろ始めます』

　ファントムが息を吸う。先行する機体の胴どう体たい下ステーションから管制ポッドが伸のびて展開した。広がったアンテナの先せん端たんに明かりがともる。

『背中をお任せしてよろしいですか？』

「ああ」

　当たり前だ。

「一機たりともおまえに近づけやしない。今からそこはおまえの特等席だ。邪じや魔ま者は全部叩たたき出してやるよ」

『あら、格好いい』

　軽かる口くちを最後に会話が締しめくくられる。微かすかな呼吸音、緑色の機体が発光する。

『ＢＡＲＢＩＥ02よりドールハウス、レディ・フォー・コントロール。作戦開始を要よう請せいする』

　本部からの無線が「了解」と答える。ラジャー、作戦を開始する。

　当たり前だがしばらくは何も起きなかった。飛来する敵機と直進するファントム、その間を忙せわしく行き交かいながら護衛を続ける。

　異変が現れたのは十分後だった。彼方かなたの空に無数の黒点が生まれる。それは瞬またたく間に白い糸を引き蒼そう空くうを縞しま模様に染めていった。

　敵が動どう揺ようする。何機かが急きゆう旋せん回かいし迎げい撃げきに向かっていった。だが巡じゆん航こうミサイル群の高度は低い。インターセプタがたどりつく前にほとんどが最終誘ゆう導どうフェーズに入っている。

　最初の爆発は十数個といったところだった。

　轟ごう音おん。続いて島のあちこちで火球が生じる。二十、三十、四十、数え切れない爆ばく炎えんが表土を覆おおっていく。地じ獄ごくだ。先さき程ほどのバイパーゼロの爆撃とは比ひ較かくにならない大破は壊かい。

「ＥＰＣＭ低下。残存ザイ、撤てつ退たい中」

　グリペンが状じよう況きようを報告する。やや夢ゆめ現うつつなのは自身の成果を実感できていないからか。かくいう自分も少し信じられないでいる。やった、やったのか。たった二機で、しかも俺の操縦する戦せん闘とう機で。

　早期警戒管制機ＡＷＡＣＳから帰き還かんの指示が出ている。どうやら交代の観測部隊が向かってきているらしい。あとは彼らに引き継つげということだった。

　はぁと息をつき視線を上げる。夢ではない。眼下の島は煙けむりを噴ふき上げ、周囲からガラス細工の機き影えいは消えている。自分達は勝ったのだ。

　明るさを増す空に向け、慧けいは小さく、だがはっきりとつぶやいた。

「コンプリートミッション、ＲＴＢ」




　　　　　　　　　　＊




　慧さん、少しよろしいですか？

　ああいえ、返事は不要です。この回線はあなただけに開いていますから、グリペンにも聞こえません。気にせず基地への帰投を続けてください。別に怪あやしい会話ではありませんよ？　そちらは二人でこちらは一人ですから少し寂さびしくなっただけです。独ひとり言ごとの聞き役になっていただきたいという慎つつましやかなお願いです。よろしいでしょう？

　ええ。

　まずは今回のミッション、ありがとうございます。おかげさまで無事目的を果たすことができました。正直アニマの一人くらいは失うと思っていましたが最善の結果でしたね。こう見えて少しは喜んでいるんですよ？　私もこの国には愛着がありますからね。ただ人類全体と天てん秤びんにかけた時、問題なく日本を見捨てられるというだけです。あなた方には異様な考え方なんでしょうか。私には至し極ごく当然の論理なのですが。

　さておき、パイロット鳴なる谷たに慧とレーダー／火器管制グリペン。悪くない組み合わせだったでしょう？　敵味方の位置を気にせず射程内であればミサイルを当てられるのですから、多少の機動性の欠けつ如じよなど問題になりません。極きよく端たんな話、直進で突つっこみながらミサイルを発射しても命中弾だんを得られると思いますよ。ＨｉＭＡＴを補ってあまりあるアドバンテージです。人間が操縦してアニマがサポートする。なるほどこういう運用もありなのか、発想の転てん換かんだなと思うのでしょうね、普ふ通つうは。

　普通は。

　ええ、私などは捻ひねくれものですから少しうがった見方をしてしまうのですよ。

　何かって？

　いえ、なぜ他ほかのアニマはそうなっていないのかと。

　常識的に考えてみてください。私達はザイの部品を流用して作られた兵器です。コアの技術はブラックボックスでいつ想定外の動作をするか知れません。そんな代しろ物ものを自律機動で飛ばすなど危険すぎます。捕ほ虜りよに核かく爆ばく弾だんのスイッチを握にぎらせる馬ば鹿かがいますか？　本来ならアニマはあくまでサポートコンピュータとして動作し、ドーターの操縦は人間にやらせるべきでしょう。

　もちろん技術の進歩は線形的なものではありませんからね。スタート地点がどこになるかは神のみぞ知るです。たまたまアニマの自律飛行パターンでしか開発が成功しなかった、というのはありえる話ですし、事実そうだと思っていました。

　あなた方を見るまでは。

　理想的なんですよ、あなたとグリペンは。人類が操あやつる兵器の形として。ザイに挑いどむ切り札として。ではなぜ他ほかのアニマがそうならないのかと疑問に思ったわけです。

　うふふ、何わけの分からないことをという感じですね。申し訳ありません。特に結論のない話です。忘れてください。

　これだけですと本当に意味不明ですから一つ別の雑談をしましょうか。

　ザイの記き憶おくについてです。

　一いつ般ぱん的に私達には生前の記憶がないと言われています。グリペンも言っていませんでしたか？　生まれた時にはもうアニマだった。細かい知識は全すべて機械学習によって詰つめこまれたと。

　確かに、私も似たような目覚め方をしました。暗い密閉空間で、保護液の充じゆう塡てんされたカプセルの中で、自分の状じよう況きようも分からずただひたすらにたゆたっていました。まぁすぐ機械学習が始まり自身の存在意義を思い起こさせられるわけですが、その前に一つだけ微かすかな衝しよう動どうがあったんです。空っぽだったはずの私に唯ゆい一いつ存在していた思い。機械学習の影えい響きようでもなんでもない感情・情動。なんだと思いますか？




『この星を守らなければ』




　この星の未来を守らなければ。

　不思議な言葉だとは思いませんか？

　これが仮にザイであった頃ころの記憶だとするなら。

　さて、私は一体何から地球を守ろうとしていたのでしょうね？
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『ＢＡＲＢＩＥ02、ロスト』

　へ？　と間の抜ぬけた声が無線から響ひびいてくる。イーグルだ。続く言葉がない。今起きている状じよう況きようが飲みこめていないのか、啞あ然ぜんとした様子で沈ちん黙もくしている。ＢＡＲＢＩＥ02、ロスト。イーグル、撃げき墜つい。

「よし、シミュレータ訓練終しゆう了りよう。グリペンお疲つかれ様、イーグルも」

　大きく伸のびをしてハーネスを外すとようやく通信機から『ちょ、ちょ、ちょっとー!?』という悲鳴が流れだしてきた。

『なんで!?　今どうしてイーグル負けたの？　こっちが背中を取ってたのに、噓うそ、なんで？』

「さぁな、ミサイルが後ろに向けて飛んだんじゃないのか」

　軽くかわしてシミュレータから出る。後席のグリペンに手を伸のばし引っ張り上げた。

　七月二十八日午前十一時、海うみ鳥どり島じま攻こう撃げきから一晩明けて慧けい達はまだ那な覇はにいる。ドーターの整備が終わっていないのと小こ松まつ側がわの受け入れ準備が整っていないためだった。ただ待機していても暇ひまなためアニマ同士で模も擬ぎ戦をと思ったのだが。

　派手な足音が近づいてくる。

　金きん髪ぱつを振ふり乱しイーグルが走ってきた。緑の瞳ひとみを見開き鬼き気き迫せまる表情だ。荒あらい息をつき。

「納なつ得とくいかない、納得いかない、納得いかない！　なんかズルしたでしょ。じゃなきゃイーグルが負けるわけない！」

「そう言われても」

「ズルなんてしない」

　グリペンが間に入ってきた。腰こしに手を当て憮ぶ然ぜんとした表情となる。

「失礼なことを言わないでほしい。これが私の実力、真の力」

「し、真の力？」

「覚かく醒せいグリペン」

　微び妙みようなネーミングだった。というか俺も乗っている飛行機に変な名前をつけないでほしい。

　口ごもるイーグルにグリペンが一歩近づいた。

「何やらせてもどんくさくて身体測定の結果もひどい」

「は？」

「あなたに言われたこと、そして今日あなたは私に負けた。つまり」

　びっと指さし。

「あなたの方がどんくさくて弱い」

　っ!?

「こ、今回はたまたま調子が悪かっただけで！」

「じゃあ前回の戦いがマグレ」

「！！？」

　いじめるなぁ。完全に自分がやられたことをやり返している。思ったより根に持っていたらしい。

　激げき昂こう任せにイーグルが反論しかけた時だった。デニムジャケットの肩かたに白い手が置かれる。いつの間に現れたのか、おかっぱ髪がみの少女がたたずんでいた。

「ファ、ファントム」引きつるイーグルに向けてにっこりと微び笑しよう。

「あなたは機体のパワーに甘えて無む駄だが多すぎるんですよ。旋せん回かい率りつ一つとってもあと一・五度は上げられるはずです。ロールの精度ももう少し向上できるでしょう」

「え、ちょ、ちょっと」

「鍛きたえ直してあげます」

　首ねっこをつかみ引きずっていく。止める間もない。悲痛な悲鳴があとに続いた。

　なんだろう、ファントムの口元にひどく愉たのしそうな笑えみが浮かんでいたような。下手に関かかわると巻きこまれそうだ。鬼おに軍ぐん曹そうのしごきは空で十分受けた。もうしばらくはごめんこうむりたい。

「ああ、そうそう」とファントムが振ふり向く。大きな目を細めながら。

「例のパートナー交代の話、グリペンの代わりに私が慧けいさんと飛ぶ件ですが」

　？　なんだ、何を今いま更さら。

「無効だろ。俺が勝ったんだから」

「ええ、強制的に交代する話はなしです。ですが慧さんが望むなら私はいつでもお待ちしていますよ？　多分、その子では見せてあげられない景色をお目にかけられるかと思いますから」

　！

　グリペンが気け色しきばむ。髪の毛が浮き上がり静電気が爆はぜた。ぐっと腕うでにしがみつかれる。無機質な瞳ひとみに激しい警けい戒かいが浮かんでいた。

「わ、悪ふざけはよせよ。おまえみたいなベテランに俺を乗せてもなんの意味もないだろ。足を引っ張るだけだ」

「そうでしょうか？　グリペン程度のドーターでも性能を向上できたんですよ。私の力を十じゆう全ぜんに活いかしていただければもっと戦果を上げられるはずかと」

「……」

「あとあなたは私の初めてを奪うばった方ですし。その責任も取っていただかないと」

　!?

「お、おい、一体何を言い出して」

「ああ、言い直します。初黒星ですね」

　こ、こいつは。

　グリペンの視線が痛い。焦しよう燥そうも露あらわに睨にらみつけると「まぁ考えておいてください」と会話を打ち切られた。緑髪が揺ゆれる。踵きびすを返す彼女を前に安あん堵どの息を漏もらした瞬しゆん間かん。

「ああ、あと」

「まだ何かあるのか！」

「いえ、一つ説明しておくことがあると思いまして」

「……なんだよ」

「あなたに見せている笑え顔がお。これは本物ですから」




　え。




　作り物ではなく、フェイクではなく。

　何億回のシミュレーションの果てに失われてしまった感情。その代だい替たいで身につけた形態模写ではなく。

「それはどういう」と訊たずねかけた時には、もうファントムは歩み去っていた。イーグルが生気の失うせた表情で連行されていく。普ふ段だんの陽気さがすっかり失われていた。

　わけが分からない。

　溜ため息いきを一回、視線を落とす。グリペンはまだ幼児のようにしがみついていた。小さな顔から強い不安が伝わってくる。

「えーっと」

　そうだな。

「海、行くか」

「え？」

「約束しただろう。泳ぎに行くって」

　南の海の海水浴。

　グリペンは数回瞬まばたきした後、こくりとうなずいた。




　舟ふな戸とさんにワゴン車を出してもらい豊とよ崎さきのビーチに赴おもむいた。空港からは約十分、振ふり向けば飛び立つ旅客機が見えるロケーションだ。

　更こう衣い室を探すのも面めん倒どうなため車内で着き替がえる。最初に自分、次ついでグリペン。もちろん二人同時ではない。グリペンが中にいる間は自分と舟戸が外で番をしていた。まぁちょっと窓からのぞきこみたい衝しよう動どうには襲おそわれたけど、そこは紳しん士しとして我が慢まんだ。炎えん天てん下か、流れる汗あせをぬぐっていると背後のドアが開いた。

「慧けい」

　軽いサンダルの音が響ひびく。大きなバスタオルをマントのように翻ひるがえし桃もも色いろ髪がみの少女が降り立った。

　水着だ。

　オレンジ色のセパレート。リボンのあしらわれたトップスにフリルのパティオを合わせている。さすがにビキニではなかったが露ろ出しゆつは多い。白いお腹なかに小さなおへそ、ささやかな胸が薄うすい布地を押し上げている。

　可愛かわいい。

　心音が高鳴った。周囲の視線が集まるのを感じる。うわっ、これはちょっと、やばい。

「どうしたの？」

「いや、どうというか、ううん」

　赤くなった顔を逸そらしつつ。

「バスタオル巻いてた方がいいんじゃないのか？　日に焼けたら嫌いやだろう。女の子的に」

「でも巻いたら慧けいに見てもらえなくなる。折角買ってもらった水着なのに」

　くるりとターン。パティオがまくれ小さなお尻しりが露あらわになった。おい、よせ、やめろ。

「とにかく、とにかく泳ごう、行くぞ」

　華きや奢しやな肩かたを押し砂浜に向かう。後ろで舟ふな戸とが煙草たばこを持ち上げ挨あい拶さつしてきた。心なし口元がにやけているのは気のせいか。「いいねぇ、若いねぇ」とでも言いたげな眼まな差ざし。ポケットから携けい帯たい端たん末まつを取り出し、かざしてみせる。

「あとでイーグルとファントムも来させるか。おまえさんも色々な水着が見たいだろう」

「色々な水着」
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「ナイスバディに清せい楚そ系、子供体型までフルラインナップだ」

「……」

　人聞きの悪い。自分があたかも下した心ごころ全開で今回の海水浴を企画したみたいじゃないか。失敬な。

「それにほら、グリペンと二人きりじゃ色々間ま違ちがいが起こりかねないし」

「間違い!?　間違いってなんですか!?」

「じゃれあってるうちに唇くちびるがくっついたり水着の紐ひもを引っかけたり、あとはほら、伸のばした手が触ふれちゃいけないところに触れてしまったり」

「大人がそういうこと煽あおらないでください！　むしろセーブする側がわでしょう！　本当なら！」

　不良中年め。生々しすぎる。グリペンが目を白黒させてるじゃないか。

　ただまぁ提案自体は悪い話じゃない。みんなで泳ぐ。沖おき縄なわの海を楽しむ。折角の夏休みだ。にぎやかにいきたい。

「イーグル達に声かけておいてもらえますか」と告げて踵きびすを返す。

　白い砂浜を二人で進んでいった。

　椰や子し並木が風に揺ゆれている。コバルトブルーの海うな原ばらが見渡わたす限り広がっていた。透とう明めい感のある波が優やさしく寄せては返していく。珊さん瑚ごの欠片かけらが足の裏に感じられた。

　グリペンがサンダルを脱ぬぐ。タオルが離はなれ小さな肩かたが剝むき出しになった。全身で陽光を受け止め彼女は海に向かっていく。ペールピンクの髪かみがはためいた。

「慧けい！　泳ごう！」

　水しぶきが跳はねる。

　沖に向かってクロール、思いのほか達たつ者しやなフォームで白い波を搔かき分けていく。

「おいおい、あんまり張り切ると危ないぞ」

　苦笑してあとを追いつつ、だがふっと昨日の話を思い出す。

『理想的なんですよ、あなたとグリペンは。人類が操あやつる兵器の形として』

　ファントムが独ひとり言ごとと断って告げた内容。

　確かに、自分とグリペンの関係は独特だ。仮にグリペンが暴走しても自分という安定化機構がなければ即そく座ざに行動停止となる。意識を喪そう失しつする。まるで安全装置のようではないか。猛もう獣じゆうにつけられた首輪のごとき存在。

　ファントムの疑問は「なぜ他ほかのアニマはそうなっていないのか」だった。人間の作った兵器なのだから人間が制せい御ぎよしやすいよう設計すればいい。単純なサポートコンピュータにしてしまえば自分達のわがままやきまぐれに付き合わされることもないだろうに。

　なるほど、もっともな意見だ。だが自分は逆の視点が気になっている。




　──なぜ俺達だけが。




　偶ぐう然ぜんと奇き跡せきの果てにめぐりあった二人。自分が上海シヤンハイ脱だつ出しゆつ船団に乗らなければ、別の船にいたら、グリペンが救助に間に合わなければ、何よりあの時、漂ひよう流りゆうするドーターに泳いでいかなかったら。

　考えれば考えるほど天文学的な確率の末に起きた出会いだ。それがたまたま補完関係となり、アニマと人間の理想的な姿になった？　ご都合主義すぎるだろう。伏ふく線せんも何もあったもんじゃない。

（なぜ自分達だけが）

　何度目かになる疑問を舌の上で転がす。

　答えはない。

　遠くからグリペンの呼ぶ声が聞こえてきた。










　あとがき




　現在、軍用機のトレンドといえば機種統合で、一昔前なら戦せん闘とう機・攻こう撃げき機・電子戦機と分けられていた機体が軒のき並なみマルチロール機にまとめられていっています。例を挙げれば米空母艦かん載さい機き。かつては戦闘機でＦ─14、攻撃機でＡ─７、電子戦機でＥＡ─６などが甲かん板ぱんを賑にぎわせていましたが今はことごとくＦ／Ａ─18ファミリーです。戦闘攻撃機のＦ／Ａ─18Ｅ／Ｆに電子戦機のＥＡ─18Ｇ、海兵隊向けのＦ／Ａ─18Ｃ。メンテナンスや経済効率を考えれば最適解なのでしょうが、いささかバリエーション的に寂さびしい気もします。

　自衛隊の戦闘機も今でこそＦ─４ＥＪ改、Ｆ─15、Ｆ─２と多た彩さいですがやがて丸ごとＦ─35ライトニングⅡに置き換かえられていくのでしょう。いやＦ─35はＦ─16、Ｆ／Ａ─18、ハリアー、トーネードの後こう継けいにも見こまれているので、いずれ欧おう米べい・アジア含ふくめ西側がわ主要国の軍用機は全すべてＦ─35ということになりかねません。米軍主力戦闘機、Ｆ─35！　自衛隊主力戦闘機、Ｆ─35！　イギリス軍主力戦闘機、Ｆ─35！　……なんでしょうね。戦隊物の口こう上じようで全員レッドを名乗っている感じです。シュール。

　かくいう本作も戦闘機がたくさんあるからこそキャラを増やせているのであって、これが全てＦ─35だと少々やりづらくなります。イギリスからのアニマ、Ｆ─35！　アメリカ海兵隊のアニマ、Ｆ─35！　自衛隊の誇ほこるアニマ、Ｆ─35！　どうやって差別化しろというのでしょう。仮に十年後だったら同じテーマでは小説を書けていなかったかもしれません。

　ともあれガーリー・エアフォース２巻、世界中の機体が稲妻ライトニングさんで統一されないうちに新アニマの登場と相成りました。清せい楚そで可か憐れんなお嬢じよう様、ＲＦ─４ＥＪファントムⅡの勇姿を是ぜ非ひ楽しんでいただければと思います。ええもう本当に、清楚で可憐なので。

　次はロシアかＥＵの機体を出せればなぁと思いつつテキストロン・エアランドの新型攻撃機、スコーピオンのシルエットがなんとも魅み力りよく的なので出番を模も索さく中です。Ａ─10っぽい直線翼よくが独特なんですよね。垂すい直ちよく尾び翼よくの角度も格好よいし。他ほかに何か面おも白しろい飛行機見つけたら教えていただけると嬉うれしいです。邪神ストラマ（※）以外で。




　以下謝辞です。

　前作に引き続き美び麗れいなイラストで本を彩いろどってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、度たび重かさなる改かい稿こうに根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一五年一月　夏なつ海み公こう司じ






　※米Stavatti社の試作機、ＳＭ─36。お暇ひまなら是非画像検けん索さくしていただければと
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。近作に『なれる！ＳＥ』シリーズ。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはElvenkingのera。Bon Jovi＋フォークメタル（え）って感じでマジかっこいいです。

[image: ]




イラスト／遠とお坂さかあさぎ

２巻です！　最近面白いアニメがたくさん放映されていて生きがいになってます。

そろそろ花粉の時期になるのが辛いです……







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「遠坂あさぎ先生」係











本書は書き下ろしです。
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